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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　姫騎士とゼロヨン







　初夏の荒こう野や、夢のキャンピングカーと炎えん髪ぱつの姫ひめ騎き士し。

　直なお人とは車に乗ってハンドルを握にぎっていて、ソフィアは炎髪をきらめかせて、車の外で炎ほのおの馬にまたがっていた。

「負けないぞ、ナオト」

「……どうしてもやらないといけないのか」

「そうだ」

「……気が進まないけど、しかたない」

　直人はうなずき、ハンドルを握り直した。

　その横で、ダッシュボード下のボックスから生えているパトリシアが豊かなオッパイをゆらしつつ説明する。

「では、ルールの確かく認にんをします。マスターとソフィア様が同時にスタートして、四百メートル先にある木に先に到とう達たつした方が勝利となります。それでよろしいでしょうか」

「うむ、それでいい」

「判定は、ミミ様にお願いします」

「うん！　わんちゃんと一いつ緒しよに木の下で待ってるね」

「わん！」

　審しん判ぱんになったミミは子犬と一緒にキャンピングカーから降りて、トタタタ、とゴールに指定された木に向かって駆かけていく。

「では、準備してください」

　パトリシアがそういい、炎髪のソフィアがまっすぐ前を見つめた。

　遠く遠く、明日みらいを見み据すえるような眼まな差ざしと、きりっとした横顔。

　もはやこっちの声など届きそうにない、集中している様子である。

　それを見た直人が微び苦く笑しようし、パトリシアが念押しする様な口調で確認してきた。

「どうしますか、マスター」

「そうだな。勝つのか負けるのかは別として、とにかく全力を出そう、そうしないと後でうるさそうだ」

「わかりました。ではマスターはとにかくアクセルをめいっぱい踏ふみ込んでください。あとはわたしがなんとかします」

「なんとかって、何をどうするんだ？」

　直人は訝いぶかしむ表情で、パトリシアを見つめた。

　今からソフィアとするのは直線でのスピード勝負、いわば百メートルダッシュの短たん距きよ離り走だ。

　彼からすればスタートからアクセルをとにかく踏み込めば全力を出したことになるというイメージなので、パトリシアの「なんとかする」が何を意味してるのかわからなかった。

「ギアチェンジをします」

「ギアチェンジ？」

「はい、オートマチックですが、直線加速に合わせてギアチェンジを更さらに最適化します」

「なるほど……わかった、任せる」

「はい」

　直人がいうと、パトリシアは穏おだやかな微笑ほほえみに力強い声で返事をした。

　あなたに勝利を。

　直人はまるで、そんな台詞せりふが聞こえた様な気がした。

「お兄ちゃーん、お姉ちゃーん。もーいーよー」

「わん！　わんわん！」

　四百メートル先から、木の下にたどりついたミミが手を振ふって大声で呼びかけた。その横にいる子犬もしっぽをはち切れんばかりに振っている。

　野外なので、声がよく通る。

　審判の準備ができたようなので、直人はソフィアに声をかける。

「それじゃ、はじめようか」

「問題ない」

「このコインが合図だ、地面に落ちた瞬しゆん間かんスタートな」

　そういい、彼女にコインを見せる。

　無言で頷うなずくソフィア。それを確認して、親指を使ってコインを真上にはじく。

　くるくるくると回るコイン。それが地面に落ちた瞬間、キャンピングカーと炎の馬が一いつ斉せいにスタートした。

　猛もうスピード同士が激げき突とつする四百メートル。結果は、直人の勝利に終わった。

　序じよ盤ばんはソフィアと炎の馬がすばらしい出足で先頭に立った。しかしスピードはすぐに頭打ちになって、グングン加速していくキャンピングカーに追いつかれ、やがて追い抜ぬかれてしまう。

　四百メートル走りきった所で、キャンピングカーに一車体ほどの差をつけられてのゴールとなった。







　木の下にとめられたキャンピングカー、変形してできた縁えん側がわ。

　そこで、ミミが大喜びでプリンを食べていた。

　綺き麗れいな山形になっている、てっぺんがカラメルソースで彩いろどられているプリンだ。

　もちろんそれは直人の手作りで、王都から豊富に積み込まれた材料を使って、彼が一晩かけて作りあげた渾こん身しんの一品だ。

　それを三時のおやつにする予定だったのだが、冷蔵庫からだした時に手て違ちがいに気づく。

　なんと、人数分作った内の一つだけ、カラメルソースをつけ忘れたものがあった。

　こげ茶と黄色のコントラストが完成形なのに、一つ黄色いだけのものがある。

　その外れを巡めぐって、直人とソフィアがレースで勝負をしたわけだが。

「くっ、まさかわたしが負けるなんて」

　悔くやしそうに言うソフィア。

　レースに負けた彼女の手には黄色一色の、アクセントのないプリンがある。

　つややかなプリンはそれだけでも美味うまそうに見えるのだが、やはりカラメルソースありに比べると何か物足りない感じがする。

　直人はカラメルソースつきのをもって、ソフィアに見せる様に言った。

「こっちをやろうか？」

「いらない！　負けは負けだ、わたしにも意地がある」

「別にこんな事で意地を張らなくてもいいのに」

「いただきます！」

　ソフィアは強めにそう言ってから、パトリシアからスプーンをうけとる。

　王女ソフイアを送り届けた礼という名目でもらった、オリハルコン製のスプーンだ。

　それを使って、プルン、とするプリンを一口すくって、口の中に入れた。

「──うっまい！」

　瞬間、それまで悔しがっていた表情から一変。見開かれた目が、見るからに輝かがやいていた。

　プリンを頰ほお張ばるやいなや、彼女は鎧よろいをはだけさせそうな勢いで美味と叫さけんだ。

「なんだこれはナオト、なんなんだこれは」

「いや、ただのプリンだが」

「美味い、美味いぞナオト！」

「そいつはよかった」

「お兄ちゃん！　この茶色いの、甘くて美味おいしいよ」

「だろ、それがプリンの一番美味しいところなんだ」

「うん！　でもすくないよー」

　ころころと、めまぐるしいくらいの勢いで表情を変えながら、ミミが言う。

「少ないけど、これくらいが一番美味しい割合なんだ。多すぎても、少なすぎてもだめなんだよ、プリンのカラメルソースっていうのはそういうものなんだ」

「そーなの？」

「そうだ」

「そっか、うん、お兄ちゃんがいうなら間ま違ちがいないよね！」

　ミミはそう言って、無む邪じや気きな笑え顔がおのままプリンを更に食べる。スプーンを使って縦に、カラメルソースを丁度いい割合で口に入れる。

　それを、ソフィアがじっと見つめていた。

　直人がそれに気づき、聞いた。

「どうしたソフィア」

「……カラメルソースがつくともっと美味しいのか？」

「うん、まあプリンはそうだな」

「……これよりもか？」

「……まあ、まったくないのよりは確実に美味しいだろうな」

「これよりも……美味しい」

　ソフィアは自分の──カラメルがついてないシンプルなプリンをじっと見つめた。

　大絶賛したこれよりも──。

　ごくり、と喉のどが鳴る。

「……おれのを食べるか？」

　それを見た直人が自分の、まだ手をつけていないプリンをソフィアの目の前に差し出した。

　ソフィアはうっ、と息を吞のんだ。

「まだ手をつけてないから、食べてもいいぞ」

「……い、いや、わたしは負けたんだ。勝負に負けた以上、潔いさぎよくあきらめなければならない」

　そんな事を言いながらも、ソフィアの目はプリンに釘くぎづけになっている。

「いいのか？　カラメルなしに比べると十倍は美味しいぞ」

「じゅ、十倍だと!?」

「いや、ちゃんとプリンの黄金比に基もとづいて作ったから、百倍くらいはひらいてるかもな」

「ひゃ、百倍[image: !!!]」

「さあどうする？」

「うっ……い、いい。負けたのだから、潔くあきらめる！」

　意地を張るソフィア。そんなに意地を張ることはないのに、と直人は思った。

　が、その直後、彼女はほっこりと顔をほころばせた。

　自分のプリンを食べて、またほっこりとなったのだ。

「おいひぃ……」

「そいつは良かった」

　直人はそれを見て、勝ち取ったプリンを口に運ぶ。

「うーん、プリン美味い」

「オゴオゴ♪　ごちそうさま、お兄ちゃん。わんちゃんもごちそうさま？」

「わん！」

　ミミ、子犬、そしてソフィア。

　全員がプリンにほっこりする顔を見て、直人はにこりと笑って、言った。

「そういえば、バケツプリンというものがあってな」

「バケツプリン？」

「くぅーん？」

　首をかしげるミミと子犬のコンビ。

「なんだその夢の様なものは！」

　直人の言葉に、一番食いついたのはソフィアだった。







　姫騎士と風邪







　街かい道どうを徐じよ行こうするキャンピングカー。

　運転する直なお人との横、助手席にいるのは、オークとエルフのハーフである、幼い女の子。

　二人を乗せて走るキャンピングカーは、ドライブコントロールで時速二十キロジャストに保たれた、安定したスピードである。

「街が見えてきたな」

「うん、おっきい街だね」

「そうだな、あそこならちゃんとした医者もいるだろ」

「うん！」

　そんなやりとりをしているうちに、キャンピングカーはどんどん近づいていき、やがて街の入り口にたどりついた。

　そこからは一角しか見えないが、平屋だけではなく二階建て三階建ての建物があったりして、行き交かう人々は活気に満ちている。

　そこそこの規模を持つ、賑にぎやかな街のようだ。

　とはいえその大きな街も、道は馬車程度の乗り物しか想定されていないようだ。どう見てもキャンピングカーが乗り入れるほどの道みち幅はばはない。

　さてどうしようか、と直人が頭を悩なやませていると。

「お兄ちゃん、誰だれかがこっちに来るよ」

「うん？」

　そう言うミミの視線を追いかけていくと、車体の右前方から身なりのいい中年男が、運動不足の大人にありがちな走り方で近づいてきた。

　一直線にこっちに向かってくるので、直人はパワーウインドウを下ろして、顔だけ出した。

「恐おそれ入ります、ナオト・オノ様とお見受けいたしますが」

「はい、そうですけど。あなたは？」

　四十代の半ばくらいの男性だったので、直人は社畜時代の気分に少しだけ戻もどって、丁てい寧ねいな言葉を意識して聞き返した。

「わたしはこの街の長おさを仰おおせつかっております、グッドフェイスと申します。国王陛下の勅ちよく命めいにより、オノ様の補給をさせていただきます」

「補給」

　直人はおうむ返しでつぶやいた。

　視線を流すと、グッドフェイスが来た方向に何人もの使用人と、積み上げられた物資が見えた。

　王都を発たった時と同じように、食料をはじめとする物資の数々のようだ。

「なるほど、そうでしたか」

「言付けを仰せつかっております、王女様はおられますでしょうか」

「あー、うん」

　直人は背後をちらっと見た。

　キャンピングカーの中の、六畳じよう間ま和室。

　そこにソフィアがいるのだが、彼女は今、とても出てこられる状じよう況きようではない。

　横からミミが心配そうな顔で言ってきた。

「お兄ちゃん……お姉ちゃんの風邪かぜ大だい丈じよう夫ぶかな？」

「まったく、こんな時に。だからあれほど気を付けろって言ったのに」

「クーラーをつけたのに、おへそを出して寝ねちゃったもんね」

　口々に言い合う直人とミミ。

　昨晩は初夏にしては蒸むし暑い夜だった。

　高い気温と湿しつ度どが相まって、とても不快な夜になったので、直人はキャンピングカーのオプションの一つ、ルームエアコンをつけて一晩を過ごした。

　文明の利器を起動した室内はたちまち快適な空間に変化した。しかしその破は壊かい力を見誤ったソフィアがヘソ出しで寝ね入いってしまうというヘマをやらかして、朝から熱を出し、風邪でダウンしていた。

　彼女のために、この街にやってきて、医者を探そうとしているところだ。

　そこに、父親である、王からの使者だ。

　さてどうしようかと、直人とミミは同時に和室に目を向ける。

　布ふ団とんの中にいるソフィアは苦しそうで、とても動けそうな状況ではない。

「しかたないな。あの……」

　直人がグッドフェイスに向き直って、口を開きかけた瞬しゆん間かん。

「まっでぐで……」

　背後からかすれた声が聞こえてきた。

　振ふり向くと、布団の中からしんどそうに体を起こすソフィアの姿が見えた。

　髪かみはぼさぼさで、鼻水も垂れて、普ふ段だんの凜り々りしい姫ひめ騎き士しとはまるで別人の様な姿だ。

「おい、あんたは寝てろ」

「問題ない」

「いやあるだろ」

「ゴホッ！　ゴホゴホ……おうぎ」

　咳せき込みながらつぶやくソフィア。

　直後、彼女の髪が燃えだした。

　きらめく炎えん髪ぱつ。気のせいか、瞳ひとみまで爛らん々らんと燃えさかっている様に見える。

　炎髪になった瞬間、ソフィアはさっきまでとはうってかわって、はきはきとした動きで起き上がって、キャンピングカーからおりた。

　気品あふれる所作で、グッドフェイスの前に立った。

「待たせたな」

　そして、普段通りの声で言った。

　直前までの風邪っぴきがまるで噓うそだったかのような、凜々しい姫騎士の姿そのものである。

「お姉ちゃん、風邪治ったの？」

　驚おどろくミミ、直人も「一体どうなってるんだ」と目を丸くさせていた。

　そんな二人をよそに、ソフィアはグッドフェイスに問いかける。

「ご苦労。父上からの伝言だったな」

「はっ、これより先、街では補給を用意している、とのことです」

「そんなものはいらない、わたしが自力で何とかすると伝えてくれ」

「はっ、そういわれた時に答えよと陛下から仰せつかっております。『べ、べつにお前のためではない。これは夢を語った男同士のためだ。わたしは彼が気に入ったのだ』、と」

「……つまり、ナオトのためだ、と」

「はっ」

「わかった、ならばわたしがどうこういえる立場ではない。ナオト、貯蔵室をあけてくれないか」

「ああ……」

　直人はうなずき、キャンピングカーの貯蔵室のドアを開けて、場所を指し示してやる。

　そこにグッドフェイスの使用人が次々と物資を搬はん入にゆうしていく。

　ソフィアは炎髪をきらめかせたまま、悠ゆう然ぜんと佇たたずんでそれを見つめている。

　いったいなにがどうなっているんだ──という疑問が晴れないままだったので、直人は車を降りて、彼女の横に立って小声で聞いた。

「起きてても大丈夫なのか？」

「……」

「ソフィア？」

　まっすぐと物資の搬入をみつめるも、返事をしないソフィア。

　はてな、という気分のまま、彼女の目の前で手をヒラヒラと振ってみる。

　それでもやはり反応がなく、直人の疑問はますます深まってしまう。

　しばらくして、使用人たちによる物資搬入が終わり。

「では、我々はこれで」

　グッドフェイスがそう言い、深々と一礼してから、使用人を引き連れて立ち去った。

　そして、街の中に戻っていく彼らの姿が見えなくなるのとほぼ同時に。

　プシュー。

　という、気が抜ぬけた音が聞こえてきた。

　音はソフィアの方からした。

　みると、炎髪が普段の銀ぎん髪ぱつにもどり、その場でへなへなとへたり込んでしまった。

「ソフィア？」

「……」

　聞くが、答えはない。

　へたり込んだソフィアはさっきにもまして、ひどく苦しそうな様子になっていた。

「ゲホッ……ゴホッ……」

「お姉ちゃん大丈夫!?」

「もしかして……元気の前借りみたいなもんか？　今のって」

「そ、そんなことない……」

　地面で女の子座りしてしまうソフィア。

　そんなことはないというが、声がそもそもか細く力のないもので、明らかにそんなことありありという様子だ。

　具体的なことはわからない。しかし炎髪になってる時は元気になって、その直後に倍付けで揺ゆり戻しが来るという現象は明らかである。

　直人にとってとてもなじみのある現象。残業に続く残業を栄養ドリンクでしのぎきった後にやってくる症しよう状じようだ。

　直人はあきれ果てて、ため息をついた。

「あんたなあ」

「だ、大丈夫だ」

　立ち上がろうとするソフィア。

「……ツン」

「はぅ」

「ツンツン」

「にゃわ」

　軽く額をツンツンしてやると、彼女はそのままへたり込んだ。

「やっぱりだめじゃないか」

「だから、そんなこと、ない……」

「ツンツン」

「はぅ」

「ミミ」

　呼ぶと、ミミがうんとこたえて、やってきた。

　子こ鹿じかの様に立ち上がろうとするソフィアに、ミミも額をツンツンした。

「ツンツン」

「ふにゃ」

　当然、またへたり込んでしまう。

　立とうとして、ツンツン。

　立とうとして、ツンツン。

　それを何回か繰くり返していると、いよいよ限界まで消しよう耗もうしたのか、ソフィアはへたり込んだまま動けなくなってしまった。

「くぅーん」

　そこに子犬がやってきて、心配そうな様子で彼女を見上げる。

「わんこ……」

「ほら、わんこも心配してるから、これ以上無む駄だな意地を張るんじゃない」

「……うん、わかった」

「いい子だ。まずは一回寝ろ、起きたらパンがゆを作ってやるから」

「ぱんがゆ？」

　ソフィアは熱に浮うかされた口調で聞き返した。

「そうだ、桃もも缶かんがあれば一発なんだが、しかたない」

「ももかん……」

「とにかく寝ろ。寝て起きて、パンがゆを食ったら一発で元気になる」

「おいしい、の？」

「キャラメルプリンの三倍は美味うまい」

「三倍……わかった……寝る」

　より熱が上がって、それで意識が朦もう朧ろうとしているせいか、ソフィアはさっきに比べて、大分素す直なおになった。

　抱だき起こす直人に体を預けて、ゆっくりとまぶたを閉じる。

「あのね、ナオト……」

「なんだ、いいからやすんで──」

「いつもありがとう」

　熱に浮かされた様子で、ソフィアが言った。

　まるっきり、不意を突つかれたかのような一言。

　子供の様な口調で、素直なお礼の言葉。

　それはするっと、直人の胸に入ってきた。

「……っ」

「あれ？　お兄ちゃんも風邪かぜ？」

「ち──」

　横で見ていたミミに指し摘てきされ、直人はますます、顔を赤くさせてしまうのだった。







　姫騎士とうつった風邪







　補給物資を積み込んだ翌日、街外れにとまったキャンピングカーの中。

　布ふ団とんの中で、直なお人とがうんうん唸うなっている。

　顔が赤く、息も荒あらい。

　時々思い出したかのように激しく咳せき込んだりして、風邪を引いている様子だ。

　昨日ソフィアに礼を言われて、その後つきっきりで看病した直人が、朝方くらいになって、完治した彼女と入れ替かわる様にしてダウンしたのだ。

　そして今、ミミがタオルを絞しぼって彼の額に当てている。昨日の直人と同じ事をしている。

「ゴホッゴホッ──ミミ、わんこ連れて外で遊んできな……」

　朦朧としていく意識の中、かすれた声でミミに言う。

　看病してくれるのは嬉うれしいが、このままでは明日あしたは彼女の番になりそうだ。

　そうならないためにも、遠ざけようというのだ。

「オゴォ……お兄ちゃん苦しそうだよ？」

「いいから、外で遊んできな。ミミにまでうつったら大変だ」

「あたし、風邪引かないよ？」

「いいから」

　弱々しくも、有う無むを言わさない口調の直人。

　ミミはしばらく彼を見つめたが、やがて不承不承とうなずき、立ち上がった。

「……わかった、じゃあいくね」

　そういい、子犬を抱だいて、キャンピングカーから出て行った。

　最後にもう一度直人を見て、後ろ髪がみを引かれる思いで、車から離はなれていく。

　ミミが見えなくなるのを待ってから、それまでずっと黙だまっていたパトリシアがドアを閉めて、直人の横にやってきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、マスター」

「ゴホッ！　大した事ない。会社を辞やめる前なら普ふ通つうに出社してるレベルだ」

　弱々しく言う直人。

　脳のう裏りに一いつ瞬しゆんだけ、出社を強要してくるくせに自分は待たい避ひする上司の事を思い出した。

　それがムカムカして発ほつ作さ的に咳き込んでしまう。

　咳せきが一段落した後、パトリシアに聞いた。

「あんたは大丈夫なのか」

「はい、わたしは車ですから、風邪なんて引きません」

「そうか。それじゃあ悪いけど、看病を頼たのむ」

「はい」

　パトリシアは穏おだやかに微笑ほほえみ、頷うなずいた。

　車の精せい霊れいなので風邪を引く心配がない、その事を思い出して気が緩ゆるんだのか、頭が急激に朦朧としていった。

　喉のどが痛い。鼻が詰つまって息が苦しい。

　風邪は確実に悪化しつつある。頭の片かた隅すみでそう考えた彼は、パトリシアに言った。

「ソフィアが戻もどってきたら……伝言、頼めるか」

「はい、なんでしょう？」

「またうつしたりするときりがないから、今日はミミ連れて街のどこかに泊とまってきてくれ、って。街の長おさにいえばなんとかなるだろ」

「わかりました」

「後はあんたに任せる。おれは少し休むよ」

「お任せ下さい」

　パトリシアに見守られながら、直人はそのまま、意識を手放す様に眠ねむりに落ちた。







　しばらくして、変なにおいに起こされた。

　ダイレクトに脳を揺らすような、強きよう烈れつなにおい。

　鼻が曲がってしまいそうな薬草のようなにおいに、直人は眉まゆをひそめ、目を開けた。

「なん……だ、これは……」

　さっきまでに比べて、声が更さらにかすれているのがわかる。

　自分でも聞き取れない程ほどだ。

「ああ、起きたかナオト」

　振ふり向くソフィア。彼女はキッチンでパトリシアと肩かたを並べて何かをしている。

　体の向こうからなにやら煙けむりが立ち上っていて、そこがにおいの発生源であるようだ。

　直人は体を起こして、聞いた。

「何をしてるんだ？」

「薬を作っているのだ。すぐにできるから待っていろ」

「薬？」

「そうだ、さっきとってきたのだ。こっちは予備分だがな」

　ソフィアはそういい、余っているという薬草を掲かかげて見せた。

　葉っぱについてる根っこが人の形になっている、特とく徴ちよう的な薬草である。

「それって、マンドラゴラ──」

「よし、できた。パトリシア、直人をつかまえててくれ」

「はい」

　パトリシアがうなずき、直人の背後に回った。

　そのままオッパイで直人の顔をはさみ込むようにして、抱きかかえるように支えた。

「なんだ、これは」

「少し苦いが、効果は保証する」

　ソフィアはスプーンで薬草をすくい、直人の口元に運んだ。

「さあ」

「うっ」

　間近でにおいを嗅かいだ途と端たん、直人は吐はき出しそうになった。

　生まれてこの方、これほど強烈なにおいを嗅いだことはない。手に力が入るのなら鼻をもいでしまいたいくらいのにおいだ。

「さあ、一気にいくんだ直人」

「うぅ……」

「さあ」

　ぐいぐいとすすめられたので、直人は意を決してぱくっといった。

　瞬しゆん間かん、生なま臭ぐささと苦さのなんとも言えない感覚が口の中で爆ばく発はつした。

「うぇ……」

　それは、吐きそうなくらいまずかった。

「よし、ナオトはそのまま寝ねてろ、次のを取ってくる」

「次？」

　次ってなんだ、と聞こうとしたが、ソフィアはそれを待たず、キャンピングカーから飛び出していった。

　ドアの向こうで、炎えん髪ぱつになって炎ほのおの馬にのって颯さつ爽そうとかけていく姫ひめ騎き士しの姿は頼もしくあったが、同時に恐おそろしくもあった。

　今度は何を取ってくるのだろうか、という怖こわさだ。

「なにか別の薬を取ってくるということなのでしょうか」

「みたいだな」

「では、それまでもうしばらくお休み下さい」

「……ああ、このまま頼む」

　後ろ頭を包むオッパイが心地ここちよかったのでそう言ったが、怒おこられてしまう。

「ダメです、ちゃんとお布団で寝ねないと治りません」

「……オッパイ」

　名残なごり惜おしいが、仕方がない。直人は言われたとおり布団に戻る。

　口の中が生臭いのでしばらく難なん儀ぎしたが、やがてうとうとして、再び寝入ってしまった。







　しばらくして、今度は振しん動どうに起こされた。

　ドーン、という音のあと、姫騎士の綺き麗れいなかけ声が聞こえてきた。

「はあああ！」

　今度はなんだ、と思い体を起こすと、縁えん側がわが開いていて、その先に炎髪をきらめかせるソフィアの姿が見えた。

　丁度、炎でできた巨きよ大だいな包丁を振り下ろしている所だ。

　そこにある人の倍くらいはあるトカゲのような生物が真っ二つにされ、ソフィアはその背中辺りから何かをとって、キャンピングカーに戻ってきた。

　手に持っているのは鱗うろこのようなもの。

「起きたかナオト」

「何してるんだ、あんたは」

　さっきにくらべて、大分はっきりとした声を出せる様になった直人。

　そんな彼に、ソフィアは持っていた鱗を差し出した。

「なんだこれは」

「偽ぎ竜りゆうの逆げき鱗りんというものだ、あしきものを取り除く効力がある。それを布団の中に入れれば、病気をある程度外から吸い取ってくれるはずだ」

「外から？」

「ああ、さっきの薬草と合わせて、内外からということだ」

「そか」

　直人はうなずき、もらった鱗を布団の中に入れる。

　すると、そこからすっきりとした何かが体に広まっていくような、それでいて悪いものが吸い取られていくような、そんな不思議な感じがした。

「よし、ではもう少し寝ていろ。次のを取ってくる」

「次──ってまた行った」

　またしても呼び止める前に、ソフィアが駆かけ出していった。

　仕方ないので、また寝ることにした。

　今度はすっきりと眠れた。







　しばらくして、今度は幼女の声に起こされた。

「うわあ、お姉ちゃんすごい！」

　目をあけて、むっくりと体を起こす。

　縁側の向こうに、肉を担かついだソフィアの姿が見えた。

「なんだ、それは」

「鳥ちよう王おうの尻しり肉、滋じ養よう強きよう壮そうで知られる一品だ。これを食べれば体力がついて治りがはやくなるはずだ」

「なんかさっきから、べらぼうなものばかりを持ってきてる気がするんだが」

　頭がすっきりしてきたのもあってか、直人はそこに気づいた。

　マンドラゴラらしき薬草、偽竜の逆鱗、鳥王の尻肉。

　どれもこれも、『べらぼう』なものばかりである。

「それにあんた、なんかケガしてないか」

「うん？　ああたいした事はない、かすり傷だ」

「かすり傷って」

　彼女はそういうが、かすり傷には見えない。

　体のあっちこっちの、鎧よろいが覆おおっていないところにたくさんの生傷をこさえている。

「さて、もう──」

「ソフィア！」

　またどこかに行こうとするソフィアを今度こそ呼び止める。

　動き出す前に、強い口調で。

「どうしたナオト？」

「……」

　直人は口くち籠ごもるが、体のあっちこっちに傷を負っているソフィアを見て、言わなきゃいけない気がした。

　だから彼は、ソフィアの目をまっすぐ見つめて、言った。

「あ、ありがとう」

「え？」

「おれのために色々してくれて……ありがとう」

「た、大した事じゃないっ」

　言った直人も、言われたソフィアも顔を背そむけてしまった。

「オゴ？　お兄ちゃんもお姉ちゃんも顔が赤いよ？　どうしたの？」

「お礼を言って、言われたからですよ」

「ありがとうを？　それでどうして顔が赤くなるの？」

「さあ、どうしてなんでしょう」

　わからないミミに、明らかにわかっていてとぼけるパトリシア。

　このままじゃいけないので、直人は立ち上がって、キッチンに向かう。

「もういいのかナオト？」

「も、問題ない。余分の尻肉で何か作る。ソフィアもミミも一いつ緒しよに食べよう」

「う、うん！　ナオトの料理なら安心だ」

　なにやらぎこちない直人とソフィア、素す直なおに喜ぶミミと、穏おだやかに微笑ほほえむパトリシア。




　それも、直人が元気に動き回って、料理を作りあげるまで。

　尻肉の料理ができる頃ころには、キャンピングカーの中はいつものまったりした空気に戻もどっていた。







　姫騎士とロウソクの炎







　雨の中とまっているキャンピングカー。

　三日連続で降り続いた雨は、移動する秘密基地をその場に足止めしていた。

「雨、やまないな」

「そうだな」

　窓の外を見てつぶやくソフィアに、直なお人とは平然と答えつつパネルを見る。

　太陽光発電の数値がほとんどゼロを示している。ガソリンスタンドのない異世界では動力をすべてソーラーパネルでまかなっていたが、雨の日はそれによる発電ができなくて、動けないでいるのだ。

「まあこんな日もあるだろう」

　発電量ゼロなのを直人はまったく気にしていない。雨で足止めされるのものんびりできていい、とさえ思っている。

「ただいまー」

「わんわん！」

　ドアを開け放ち、ミミと子犬が帰ってきた。

　車いえの中でじっとしていられず、雨の中外に出て遊びにいっていたのだ。雨の中を駆け回っていたので、一人と一いつ匹ぴきはびしょ濡ぬれである。

「ミミ様待ってください、今タオルを出しますから」

「うん！」

　子犬を抱だきかかえたミミは入り口で立ち止まり、足元に大きな水たまりを作る。

　まだ遊び足りていないのか、ミミはうずうずした様子で、水たまりをパシャパシャ踏ふみしめている。

　その時、窓の外がピカッと光った。

　数秒遅おくれて、ゴロゴロゴロ、と空が鳴った。落らく雷らいである。

「キャン！」

　子犬が怯おびえて、濡れたまま車の中に飛び込み、コタツの下に潜もぐった。

　コタツは布ふ団とんを外してタダのテーブルとして使っているので、子犬のすがたが丸見えだ。

「わんちゃん、雷かみなりがこわいの？」

「くぅーん」

　子犬は隠かくれたまま、か細い声で鳴いた。

「わんちゃん。こっちおいで」

「くぅーん」

「おいでー」

　ミミの誘さそいに、子犬が乗った。

　コタツから飛び出て、ミミのところにもどって、だっこされた。

　微笑ましい光景を眺ながめる直人はあることが気になって、ソフィアの方を向いた。

「そういえば、あんたは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「なにが？」

「雷」

　女の子は雷を怖こわがる者が多いので、直人はそれを聞いてみたのだが。

「大丈夫だ、わたし自身も、そしてこの鎧も雷に対する耐たい性せいがある。神しん罰ばつ級の雷いかずちでもない限り問題はない」

　ソフィアははっきりと答えた。

「いや、そういう話じゃないんだが……まあわかった、ありがとう」

「？　変なナオト」

　首をかしげ、不思議そうな顔をするソフィア。

　その直後にもう一度雷がさっきより近い場所で落ちた。子犬がまた鳴き声をあげて、よりミミにしがみついた。

　それでもソフィアは顔色一つ変えず平然としている。怖くないというのは本当のようだ。

「すこし期待したんだけどな」

「うん？　なんの話だ」

「いや、暇ひまだからなんか変化がほしいな、って話」

「ああ、それは同感だ」

　ソフィアがうなずく。

　そんな彼女をちらっと見て、直人は大きなあくびをした。

　あくびは伝でん染せんした。まずミミが同じように人目をはばからずにあくびして、それからソフィアが涙なみだを浮うかべつつ、かみ殺す様なあくびをした。

「そういえば、梅雨つゆってあるのか？」

　この世界にもそれがあるのかどうかわからない直人は、ソフィアに聞いた。

「あるぞ。そういえばそろそろそんな季節か」

「あるのか」

　直人はうなずき、窓の外を見る。

「梅雨のあいだはどこか街の近くにいた方がいいよな。こんな風に足止め喰くらってたら色々不便だ」

「たしかにそうだな。それなら次の街でしばらく滞たい在ざいしていこう」

「そうだな」

　うなずきあう直人とソフィア。

「マスター」

　そこに、パトリシアが話しかけてきた。

　どうしたんだろうかと目を向けると、ミミを拭ふき終わった後のパトリシアが半はん透とう明めいになっていて、直人は驚おどろいた。

「パトリシア？　あんたどうしたんだ？　なんか薄うすく──透明になってないか？」

「すみませんマスター、もう限界のようです」

「限界？」

「はい」

　パトリシアはそう言い、壁かべにあるパネルを見た。

　視線に釣つられてそっちを見ると、パネルの中にあるバッテリーのアイコンが赤くなっていて、すっからかんな表示をしている。

　電力切れ、ということだ。

「あんた、電力で存在していたのか」

「そのようです」

「そっか……」

　申し訳なさそうな顔をするパトリシア。その体は急速に透明になっていく。

「すみませんマスター、雨が上がった後に」

「気にするな。またな」

　そう言った直後に、パトリシアが完全に消えてしまった。

　横からソフィアが聞いてきた。

「太陽の力がなくなったから、消えたのか？」

「そうみたいだ」

「そうなのか……」

　ソフィアが言った瞬しゆん間かん、窓の外がまた、ピカッ、ゴロゴロゴロとなった。

「雷の力ではだめなのか？　似たような力だと前に聞いたことがあるが」

「無理だな」

　直人は即そく答とうする。

　大金を積んで様々な最さい新しん鋭えいのオプションを搭とう載さいしたキャンピングカーだが、雷からエネルギーを得るシステムは積んでいない。

「まあ、晴れたらまた出てくるさ」

「そうだな──あっ、明かりが消えた」

「完全にバッテリーがなくなったんだな」

　そういって、天てん井じようを同時に見上げる直人とソフィア。

　ＬＥＤの照明までが消えて、車内が一気に暗くなる。

　子犬がますます怯えてしまっている。

「子供の頃の、台風の日のことを思い出すよ」

「台風の日？　どういう事だ？」

「子供の頃住んでたのは結構な田舎いなかでさ、台風が来るたびに停電するんだ」

「テイデン……今みたいな状じよう況きようのことか」

「そうだ」

「お兄ちゃん、台風って何？」

　子犬を抱だいたままミミが聞いた。

「台風ってのは今よりもっと強い雨が降って、風が吹ふく天気の事だ」

「風、強いの？」

「ああ、ミミくらいなら吹っ飛ばされるくらい強いぞ」

「うわー、なんか怖いね」

「それも慣れれば楽しいぞ」

「楽しいの？」

「ああ、楽しいぞ……そうだ」

　直人はポンと手を叩たたいて、立ち上がった。

　車体後方にある貯蔵室に行って、そこからロウソクを取り出して、戻もどってきた。

「ロウソクをつけるのかナオト？　まだ明るいから大丈夫だと思うが」

　いぶかしむソフィアに、直人はほほえんだまま答えることなく、ロウソクに火をつけて、コタツの上に置いた。

　キャンピングカーの中で揺ゆらめく炎ほのおが、三人と一匹を照らし出す。

　暖かみのある炎に直人は満足して、ソフィアに聞いた。

「どうだ？」

「どうだ、といわれても」

　ソフィアは首をかしげた、が。

「オゴオゴ♪　なんか楽しそう」

「だろ？」

　直人はうなずき、得意げな顔でいった。

「停電したときのロウソクってなんか楽しいんだよな。この頼たよりない感じとか、揺れる感じとかさ」

「これじゃだめなのか？」

　ソフィアはそういって、炎えん髪ぱつになって、手のひらを上にして炎の玉をだした。

「これも炎だぞ」

「うーん、なんか違ちがうんだよな」

「うん、なんかちがうよねお兄ちゃん」

「なにが違うのだ？」

　ソフィアは首をかしげて、炎髪と炎の玉をしまった。

「説明は難しいけど、とにかく違うんだ」

「ちがうよねー」

「むぅ、まったくわからないぞ。わたしにもわかる様に説明してほしい」

「といわれてもなあ……」

　さてどう説明したものか、と直人は頭を悩なやませていたが。

　そこで、ある事に気づく。

　ついさっきまで怯おびえていた子犬が、いつの間にかミミから離はなれて、体を丸めて畳たたみの上で眠ねむりに落ちていた。

　ロウソクの炎の暖かい光に包まれる小さな体。

　彼はそれを指さして、ソフィアに言った。

「こんな感じだ」

「むぅ……」

　それでもわからない、という顔をするソフィア。

「ふあーあ」

　その横で、大あくびをするミミ。

「ミミも眠くなったか」

「うん、ちょっとだけねるね……」

「ああ、お休み」

「おやすみなさい……」

　ミミはそう言って、子犬の横に寝ねそべって、そのまままぶたを閉じた。

　彼女に薄うす手での毛布を掛かけてやってから、窓の外を眺ながめた。

　しとしと降る雨の音、揺らめくロウソクの炎。

　大きな何かに包まれたような、そんな安心感の中。

「そうだ、次の──」

　視線を戻し、話しかけようとした直人。

　しかし、話しかける相手はいなかった。

　わからないわからないと言っていたソフィアは、いつの間にか、うつら、うつらとしていた。

　子犬、ミミ、ソフィア。

　全員が、夢の世界に誘さそわれていた。

　直人はクスリと笑って、子犬を抱き上げてみかん箱に戻す。

　もう一枚毛布をだして、ソフィアに掛けてやり、ついでに口元につー、と垂れているよだれも拭いてやった。

　そして、ついさっきまで座っていた場所に戻り、壁にポンポン、と触ふれて。

「お休みなさい」

　そう、パトリシアに言う。

　ロウソクの揺らめく炎、しとしと降る雨の音。

　それに包まれて、直人も、ゆっくりと眠りに落ちていくのだった。







　姫騎士と卵をチーン







　カラッと晴れた昼下がり、走行中のキャンピングカー。

「これくらいの天気なら、予定の十分間を走っても電気は余るな」

「はい、マスター。現在理論値の九割で発電しています」

「毎日がこんないい天気だといいんだけどな」

「それでは、今度は水が足りなくなる恐おそれがございます」

「水か……」

　直なお人とはパネルについてる、水の貯蔵量ゲージを見た。

　その辺りはキャンピングカーの化け身しんであるパトリシアがすべて把は握あくしていて、聞けば確実な数字を教えてくれるのだが、直人はよほど危機的な状況じゃない限り、自分でメーターを見るようにしている。

　理由は簡単、オプションで取り付けたパネル、そこにある大量のメーターは男の子のロマンだからだ。

　彼の夢をたっぷり詰つめ込んだパトキヤンリシアピングカー、その象しよう徴ちよう的なものの一つであるメーター類。

　それを自分で見ることは、夢に包まれることと同義である。

「つまりオッパイを見るってことだな」

「うん？　なんかいったかナオト」

　六畳じよう間ま和室でミミとお絵かきしていたソフィアが聞いてきた。

「いや、なんでもない」

「うふふ」

　直人が平然と否定し、パトリシアが穏おだやかに微笑ほほえんだ。

　今夜もオッパイ枕まくらで寝よう、彼はそう決めた。

　昼はたくさんのメーターを見て、夜はオッパイに包まれて寝る。

　昼間も夜も夢ゆめ心地ごこちの日々である。

「お姉ちゃん、お腹なか空すいたー」

「うむ？　そうか。ナオト、レイゾウコの中のものを使うぞ」

「おー、いいぞー」

　直人は考えずに返事をした。

　適当にやらせて、ダメなら手伝ってやればいいか、と思った。

　冷蔵庫の開け閉めの音がして、それから電子レンジの開け閉めの音がした。

「そういえば、電子レンジの使い方わかるのか？」

　そういって、バックミラーからソフィアを確かく認にんする。

　彼女はちょうど、電子レンジのスタートボタンに手をかけている所だ。

「ちゃんと覚えたさナオト、わたしをあまり見くびらない方がいい」

「ほう？」

「ここをおせばいいのだろう？　下手な事をするよりも、ここをおして全部任せた方がいい、そうだろ」

　ソフィアは胸を張って、得意げに言った。

　時と場合によってはツッコミどころ満まん載さいの台詞せりふだが、電子レンジ相手ならそれは最適解かもしれない。

　それで安心した直人は電子レンジの稼か働どう音を聞きながら、バックミラーから目をそらし、再び前を向いた。

「もうちょっと待てミミ、すぐに卵焼きができあがるぞ」

「……卵焼き？」

　瞬しゆん間かん、直人はびくっと硬こう直ちよくした。

　それは、あり得ない程ほどの不ふ吉きつさを孕はらんだ響ひびき。

　卵自体は問題ない、プリンを作ったときの残りがある。

　卵焼き自体も問題ない、目玉焼きでも卵焼きでも直人は醬しよう油ゆをかける派でそれはまだ充じゆう分ぶんに残っている。

　問題は、いまキャンピングカー内に響くこの音。

「ソフィアあんた──」

　直人が聞こうとした、その瞬間。




　ど────ん！




　爆ばく発はつ音が車内に響き渡わたった。

　車体が揺ゆれ、直人は思わずブレーキを踏ふんで、ぎぎぎぎぎと音を鳴らした。

　車体が完全に止まり、直人はシートベルトを外してシートごと後ろを向く。

　そこに茫ぼう然ぜん自じ失しつしているソフィアと、頭を抱かかえて爆発から身を守ったミミの姿が見える。

　そして、二人の体にも、コタツの上にある描かきかけの絵にも、天てん井じようや畳にも。

　あらゆる所に、卵が飛び散っていた。

「ソフィア……あんた……」

　直人は呆あきれた目をした。

「あんた、何をした」

「わ、わたしは何もしてないぞ」

「そんなパソコンを壊こわした女子の様ないいわけはいいから。何をしたのか言ってみろ」

「卵を焼こうと思っただけだ」

「……卵をレンジでチーンしたんだな」

「そ、そうだ、それだけだ。何もしてないぞわたしは」

「そうだよな……何もしてないよな」

「ああ、そうだ」

　胸をはるソフィア。

　直人の口調が一変する。

「だけど、実際こうなった。あんたは卵をレンジでチーンした、卵は爆発した。なら、これからはどうすればいい」

「もっと新しん鮮せんな卵を使う」

「ちがーう！　卵はレンジでチーンしない！　そうだろ」

「あ、ああ……」

　直人の剣けん幕まくにおされて、しょんぼりするソフィア。

「ミミ」

「なあに、お兄ちゃん」

「新しい紙をだして、今からおれが言った言葉を書いてくれないか」

「オゴ！」

　ミミははっきりとうなずいて、言われた通り真新しい紙をコタツの上に出して、ペンを手に取って直人を見た。

「わたしは卵を爆発させた」

「それをかけばいいの？」

「ああ」

　うなずく直人、するとミミは紙の上に字を書いた。

　子供らしく、大きかったり小さかったりと安定しない字だ。

「これでいい？　お兄ちゃん」

「どうだ、ソフィア、ちゃんと書けてるか」

「ああ、ちゃんと書けてる」

「よし、じゃあこれを持ってみろ。両手で持って、胸の前で掲かかげるように」

「こ、こうか」

　ソフィアは言われた通り紙を持ち、まるで囚しゆう人じんが写真を撮とるときに持つ名札の様な感じになる。

　それをみて、直人はうなずき、ドアを開けた。

「おりてくれ」

「おりるのか？」

　ソフィアは言われた通り車から降りた。

「しばらくそこで立ってろ」

　直人がそう言うと、ソフィアは紙と外の道を交こう互ごに見比べた。

　徐じよ々じよに、愕がく然ぜんとなっていく。

　鎧よろい姿の姫ひめ騎き士し、子供の字で「わたしはたまごをばくはつさせた」の紙を持つ。

「なっ、何を言ってるんだ直人。こんな場所にいたら往来の人間に見られるぞ」

「ああ見られるな、それがどうした？」

　直人はきょとん、という感じで首をかしげた。

「ど、どうしたって……」

「その紙に何か間ま違ちがったことでも書いてあるのか？」

「そ、それはないが……」

「なら、問題ないだろ？」

「くっ……」

　ぐうの音も出ないという感じのソフィアを置いて、直人は車内に戻もどる。

「くっ、こんな屈くつ辱じよくをうけるなんて……」

　背後から何か聞こえてきたけど、気にしなかった。

「パトリシア、雑ぞう巾きんを出してくれ。とりあえず片付けよう」

「はい、お兄ちゃん」

　パトリシアに言ったのだが、先に準備していたミミが雑巾を出してきた。

「ありがとう」

　直人は優やさしげな声で言って、ミミの頭を撫なでた。

　受け取った雑巾を使って、あっちこっちに飛び散った卵を拭ふいていった。

　ミミはもう一枚雑巾をもって、掃そう除じの手伝いをした。

　車外から、パカラ、パカラと馬の蹄ひづめの音がする。

　音は近づいてきて、キャンピングカーの真横に止まった。

「み、見るな！　わたしを見るなああ」

「……プッ」

　小さく吹ふき出す声が聞こえて、直後に馬が遠ざかっていく音が聞こえた。

「くっ……なんたる屈辱、このわたしがこんな屈辱をうけるなど」

「いやならやめてもいいんだぞー」

　直人はソフィアにいった。

「……見くびるなナオト、わたしはソフィア・ペイン・エクスシア、自分がやったことに責任くらい持つ」

「なら、そうしてろ」

「くっ」

　更さらに車内の掃除を続けていると、今度はがらがらがら、と馬車の音が聞こえた。

　馬車はやはり横で止まった。

「ねーままー、この人がもってる紙になんてかいてあるの？」

「わたしは卵を爆発させた、だって」

「卵って爆発するのー？」

「普ふ通つうはしないわね」

「へー、そうなんだ」

「……かわいそうに」

　がらがらがら、と馬車が去って行く音が聞こえる。

「────ッ」

　ソフィアのぐぬぬ声が聞こえてくる。

　声にならない、うめき声。

　よほど恥はずかしく、悔くやしいようだ。

「我が慢まんだ、我慢するんだソフィア……少しだけの辛しん抱ぼうだ」

　またまた、馬の蹄の音が聞こえてきた。

「これはソフィア殿でん下か、いつぞやの三王会議以来ですな。おや、これは」

「もう殺せえええええ」

　どうやら運悪く知りあいに出くわしたようで、我慢を続けていたソフィアの絶ぜつ叫きようが辺り一帯に響き渡ったのだった。







　姫騎士とハーフオーク







　草木が寝ね静しずまった夜、キャンピングカーの中。

　静かな屋外とは違ちがって、六畳じよう間ま和室はかなり賑にぎわっていた。

　直なお人と、ソフィア、ミミ。三人はテレビの前に座っていて、ゲーム機を起動させ、コントローラーを握にぎっている。

　直人は言うまでもなく、順応が早いミミも既すでにゲーム機そのものに慣れた様子で、ソフィアも前回に比べてコントローラーを握る手つきがかなり様になっている。

「それで、今回はどんなげぇむなのだ？」

「人生ゲームっぽいやつだ、といってもあんたらは人生ゲーム自体しらないか」

「じんせいげーむ？　それってどういうの？」

「そうだな……すごろくってわかるか？」

「さいころを振ふって遊ぶゲームのことか？」

「ああ、それはあるんだ」

　なら話は早い、と直人は思った。

「基本はそのすごろくと一いつ緒しよで、内容はもうちょっと長くて。一人の人生を、生まれた時から死ぬまでやってく感じだ」

「なるほど、だから人生なのか」

「そういうこと。ちなみにさいころを振ってとまるマスの内容はおれがいた国の風習に沿ってるものだから、最初はとまどうかもしれないけど」

「かまわない。どうせナオトは不思議の塊かたまりで、わたしにとってしらない事ばかりをつきつけてくるのだ、わからないことの一つや二つ増えた所で今いま更さらどうもしない」

「ひどいいいようだな」

　直人はクスリと笑った。

「さて、はじめようか。パトリシアもやるか？」

「わたしはここで、皆みなさんの応おう援えんをします」

　そういって、パトリシアはすー、とコタツテーブルの上に人数分の湯飲みを差し出した。

　ゲームをしてる間、雑用係をしている、という意思表示だ。

　実に彼女らしいと直人は思って、無理に誘さそうことはしなかった。

「じゃあ、三人ではじめるか。三人は中ちゆう途と半はん端ぱだから、一人コンピューターをいれよう」

「こんぴゅうたあ？」

「こいつが人間の代わりに一人分やってくれるって事だ」

　直人はゲーム機をポンポン叩たたきながら言う。

「こういうときは、形の上だけでも四人の方が収まりがいいんだ」

「そういうものなのか」

「そういうものだ」

「ねえねえ、早くはじめようよ」

　ミミが無む邪じや気きに直人を急せかした。

「そうだな、はじめよう」

　直人はそう言って、コントローラーのスタートボタンを押した。

　ゲームのスタート画面から先に進み、まずはキャラクターのメイキング画面になった。

「おれは……顔認にん識しきでキャラクターを作るか」

　直人はそう言い、慣れた手つきでコントローラーを操作した。

　テレビの上につけられているカメラがパシャ、とシャッターを切った。

　画面内に、直人の顔が取り込まれる。

「すっごーい、お兄ちゃんの顔が絵になった」

「こんなこともできるのか！」

「ああ、名前は小お野の直人、生年月日は──」

　顔を作って、名前と生年月日、そして性別とパーソナルデータを入力していく。

　自分の番が終わると、今度はミミとソフィアの分の入力も手伝ってやった。

　二人は日本語がわからないので色々手間取っていたが、なんとか無事に二人分のキャラクター作成をすませた。

「さて、後はコンピューターのキャラだが……どれがいいかな」

　直人はそうつぶやきながら、画面をじっと見つめた。

　そこには老ろう若にやく男なん女によ様々なキャラクターがあり、どれにするのか迷う。

　一つ一つ見ていく内に、カーソルが画面の下にスクロールされ、それまでとひと味違うキャラクターが出てきた。

　具体的に言えば、それまで人間ばかりだったのが、人外のキャラクターが出てきたのだ。

「隠かくしキャラかな？　天使、悪あく魔ま、幽ゆう霊れいロボット異星人……色々あるな、おっ」

　更にスクロールしていく内に、直人の目にあるキャラがとまった。

「オゴオゴ♪」

　隣となりに座るミミが、我を忘れて喜びの声を上げた。

　直人が操作するカーソルがとまったそこには、豚ぶた面づらで二足歩行のキャラクターが映っていた。

　まるっきり、オークの様なキャラである。

「ねえお兄ちゃん、この人と一緒に遊びたい」

「そうだな、こいつにしよう」

「あっ」

　ソフィアが何か言いたげだったが、それよりも早く、直人はコントローラーで決定ボタンを押した。

　かくして、三人の人間の他ほかにコンピューター操作のオークを四人目として、そのメンバーでゲームがはじまった。

　ゲームは順調に進んでいった。

　人生は幼児時代からはじまり、幼よう稚ち園えんや小中高を経て、四人のキャラクターが様々なイベントを通じて成長していく。

　ゲーム的にはまったく順調なのだが、ちょっとした偏かたよりがあった。

「くっ、またか！　どうなってるのだナオト、こいつまた勝負をしかけてきたぞ」

　ソフィアがエキサイトした口調で言った。

　画面の中ではオークのキャラがソフィアのキャラにミニゲームでの勝負を持ちかけている所だ。

　ゲームでは、ミニゲームで直接対決を行い、その勝敗によって資産やキャラクターのパラメーターが直接移動するシステムだ。

　どういうわけか、ゲーム開始からオークはずっとソフィアばかりを狙ねらっていた。その結果ゲーム慣れしてないソフィアは負け続けて、そのたびに資産やパラメーターを献けん上じようしている。

　このミニゲームも、やはりソフィアが負けてしまった。

　負け続けている彼女は、資産でもパラメーターでも最下位を独走していた。

　一方で、直人とミミはわいわい楽しく遊んでいた。

「よし、これで大学卒業したな、職業は……社畜の可能性のあるヤツは避さけて……トラックの運転手にしよう」

「とらっくのうんてんしゅ？　なにそれ」

「こういう車を運転して、荷物を運ぶ仕事だ」

「お兄ちゃんが今してることと一緒だね」

「ああ、そうだな。さて、結けつ婚こんもそろそろできるが……このゲームってたしかプレイヤー同士の結婚ができたはずだっけ」

「オゴ♪　あたし、お兄ちゃんと結婚するー」

　ミミは手をあげて、無邪気に言った。

　直人はほっこりした。娘むすめに「お父さんと結婚する」と言われたらこんな気分なのかと思った。

「よし、じゃあおれは結婚しないでミミを待っていよう」

「オゴオゴ♪」

　直人とミミ、二人はパトリシアが淹いれてくれた茶とお菓か子しを摘つまみながらわいわいやっていた。

　一方で、最下位を独走しているソフィアは。

「ああ！　また勝負を挑いどまれたぞ！」

「おっ、それはプロポーズイベントだぞソフィア」

「プロポーズイベント？」

「ああ、向こうがあんたと結婚したくて申し込んだ勝負だ。負けたら結婚だぞ」

「負けたら……結婚？」

　ソフィアの顔がサー、と青ざめた。

　画面内にいる、ミニゲームが始まる前の自分のキャラと、オークのキャラを交こう互ごに見比べる。

「負けたら……結婚」

　もう一度、同じ台詞せりふを譫うわ言ごとの様に繰くり返した。

「わーい、お姉ちゃん結婚だね」

「……頑がん張ばれソフィア」

　ソフィアの手がぷるぷる震ふるえている。今にもコントローラーを床ゆかにたたきつけそうな剣けん幕まくである。

「別にいいんだぞ、挑まれた勝負から逃にげても」

「そ、そんな無様な事ができるか！　見てろ、こんな勝負など──」

　直人の安っぽい挑ちよう発はつに乗って、ソフィアはミニゲームを始めた。

　結果は──当然の如ごとく敗北に終わる。

　YOU LOSEという表示が画面上に出て、直後に、結婚式の画面に切り替かわった。

　顔写真取り込みで作ったソフィアそっくりなキャラがウェディングドレスを着ている。

　その横に立っている、タキシード姿の豚面オーク。

　さらに横で、祝福する直人とミミのキャラ。

「……終わった」

　ソフィアはがっくりと、まるで世界の終わりを迎むかえたかのような落ち込みようだ。

「おめでとうお姉ちゃん」

「結婚おめでとう」

「もうやだ……」

　涙なみだ目めになるソフィア。

　それほどうちひしがれる彼女に、直人は笑いをこらえながら、更さらに言う。

「後は出産だけだな」

「え？」

「子供出産のイベントもあるぞ」

「噓うそ……だよな」

「いや、だって結婚したんだから子供くらい産むだろ」

「……そんなああああ」

　ソフィアは画面を更に見た。

　結婚した二人は飛行機に乗ってハネムーンに出発し、ホテルの中でシルエットになって朝チュンした。

「しかしなあ、勝負に負けて無む理り矢や理りオークの嫁よめになって出産か」

「くっ」

「まあ、よくある事だよな」

　直人は笑って、言った。

　おそらく、ソフィアと出会ってから一番の笑え顔がおで。

　ソフィアはコントローラーを取り落とした。

　真っ白になって、茫ぼう然ぜん自じ失しつした表情で。

　その後、彼女はオークの嫁として、大家族の母親になったのだった。







　姫騎士と主夫







　晴れた昼下がり。街がみえて、小川のせせらぎが聞こえる場所。

　止まったキャンピングカーの入り口に、直なお人ととソフィアがいた。

　直人はドア側に立っていて、寝ね起おきのぼさぼさ頭をしている。

　ソフィアは彼とキャンピングカーと向かいあうように立っていて、プリンセスドレスを着ている。

　離はなれたところに馬車が止まっていて、御ぎよ者しやがこっちをみている。

「では、いってくる」

「昼飯は要いらないんだな」

「ああ、帰りは夕方くらいになる」

「大変だな。地方貴族とのお茶会だっけ？」

「これもお勤めだ、大した事ではない」

　そう話すソフィア。言葉通り、大変だとは思っていない顔だ。

「そうか、がんばれよ」

「はあっ」

　彼女は気合いを入れて、銀ぎん髪ぱつから炎えん髪ぱつに変化させた。

　純白のプリンセスドレスに、火の粉を纏まといきらめく炎髪。

　威い厳げんと気品を同時に感じさせる格好である。

「いってくる」

「いってらっしゃーい」

　休日出勤の女によう房ぼうを送り出すダメ旦だん那なのごとく、直人はひらひらと手を振ふって、馬車に乗り込んで去っていく彼女を見送った。

　馬車がゆっくりと街の方に向かっていき、見えなくなるのを待ってから。

「さて、はじめるか」

　直人はぼさぼさ頭で半分寝ぼけたような口調のままいって、キャンピングカーからすこし離れた場所に向かった。

　そこに太ふと股ももほどの太さを持つ、青々しい竹が何本も積み上げられている。この街に到とう着ちやくし、王の計らいで補給を受けたときに別べつ途と要求したものだ。

　直人はそのうちの一本と、これまた用意してもらったのこぎりを一いつ緒しよに持ち上げた。

「お兄ちゃんおはよー。なにしてるのー」

　そこに、今起きたばかりのミミが声をかけてきた。オークとエルフの間に生まれたハーフの少女は今日も元気いっぱいの様子である。

「ああ、おはよう。そうだなー」

　直人は持っている青竹とミミ、そして空を見上げる。

　すこし考えて、ミミにいった。

「竹とんぼ、作ってあげる」

「竹とんぼ？」

「ああ、みてて」

　直人は運転席で「変形」ボタンを押して、縁えん側がわをあけた。

　そこに座って、竹を斜ななめに立てかけた。

　まずは、のこぎりを使って竹から節を落として、大きな、両側が貫かん通つうしている筒つつ状じようにした。

　次に同じく用意してもらった鉈なたを使って、竹を一センチ幅はば、十センチほどの長さに切り分けていく。

「ここから削けずっていくんだけど、おれが作る竹とんぼは普ふ通つうの奴やつとはちがうぞー」

「どうちがうの？」

「普通は皮の面も削るんだけど、おれのは皮の面を丸ごと残すんだ」

　説明をしつつ、ナイフを使って小分けした竹の裏を削っていく。

　通常竹とんぼを作る際は斜めになるように裏と表を交互に削って、プロペラの構造を作っていくのだが、直人は裏だけをひたすら削っていった。

　しばらくすると、湾わん曲きよくのない、薄うすっぺらいほとんど皮だけの竹ができあがった。

　竹とんぼというよりは、定規か短冊のような感じだ。

　その中心に小さな穴をあけながら言う。

「ミミ、ロウソクをとってきて。パトリシアに火をつけてもらってな」

「オゴ！」

　ミミはキャンピングカーの中に飛び込んで、しばらくして小皿の上に載のせたロウソクをもって戻もどってきた。

「はい、お兄ちゃん」

「ありがとう」

　直人はそれを受け取って、縁側の上においた。

「それをどうするの？」

「ああ、コレをな、皮の部分の真ん中をロウソクであぶりながら……ゆっくりまげる」

　直人はそういい、言葉どおり定規っぽい竹の真ん中をロウソクであぶりつつ、ひねりを加えていった。

　皮はロウソクの火に耐たえて、燃えなかった。

　しかし熱には耐えきれず、徐じよ々じよにねじられていく。

　しばらくすると、定規状だった竹がねじれて、プロペラになっていった。

「おー、すごい」

「最後に真ん中に竹たけ串ぐしをとおして……はいできあがり」

「すっごいー」

「ほら、とばしてみなー」

「うん！」

　ミミはできあがった竹とんぼを受け取って、かわいらしい手でこすって、とばした。

　竹とんぼはブーン、という音を立てて、まっすぐに上にとんでいった。

　一秒、二秒、三秒……。

　実に十秒という滞たい空くう時間のあと、ゆっくりと落ちてくる竹とんぼ。

　そのことに、ミミは大興奮した。

「すっごい！　お兄ちゃんの竹とんぼすっごいとぶね」

「削るだけの竹とんぼに比べて真ん中の肉も落とすから、軽いんだ。あと均等に削ってから湾曲をつくるから、角度も調整しやすくて、まっすぐ上にとびやすい」

「なんかよくわからないけど、すっごいね！」

「あはは、そーだな」

「もう一回とばしていい？」

「おー、いいぞー」

　直人がいうと、ミミは再び竹とんぼをとばした。

　今度は斜めにとばしたので、竹とんぼは前方に向かってとんでいった。

「わん！」

　それに本能が刺し激げきされたのか、今まで縁側の下に寝そべっていた子犬が駆かけ出し、竹とんぼを追いかけていった。

　地面に落ちた竹とんぼをくわえて、戻ってくる。

　座ってしっぽを振る子犬から竹とんぼを受け取って、ミミはさらにとばした。

　子犬がそれを追いかけていく。

　戯たわむれる一人と一いつ匹ぴきを見つめ、直人はほっこりとさせられた。

　子供の頃ころ竹とんぼの全国大会に出た思い出も、この光景の前には色あせて感じられる。

「……さて、本来の奴を作るか」

　直人は伸のびをすると、新しい竹を運んできて、一つずつ切り分けていった。

　パーツをいくつも作って、それを組み上げていく。

　昼をだいぶ過ぎ、キャンピングカーのシステムが三時と表示する頃には、竹の桶おけができあがっていた。

　そこに水を張っても、漏もれないほどのすばらしい出来である。

「お兄ちゃん、それは？」

　竹とんぼで一通り遊んだミミが戻ってきて、直人に聞いた。

「竹の桶だ、今はただのね」

「これをどうするの？」

「ミミ、パトリシアの中にスイカあったよな」

「うん、畑っぽいところにあったよ」

「それを一個とってきてくれ。持てるか？」

「オゴ！」

　ミミは大きくうなずき、キャンピングカーの中に駆け込む。

　パトリシアが生えてくる不思議空間に飛び込み、しばらくしてスイカを抱かかえて戻ってきた。

　直人はそれをうけとって、水を張った桶にいれる。

　桶のなかで、スイカがぷかぷか浮うかんだ。

「これなに？」

「冷やしてるんだよ、こうやって水でな」

「後で食べるの？」

「そうだ」

「そっかー、じゃあ冷えたらよんでね」

　ミミはそう言って、竹とんぼをまたとばして、自分でそれを追いかけていった。

「くぅーん？」

　子犬は一緒に行かないで、その場に残って、スイカをじっと見つめた。

「あはは、これが気になるかわんこー」

「わん！」

「そかそか。お手」

「わん！」

「お座り」

「わんわん！」

「わんこ、シバドリルだ！」

「わう？」

　仕込まれたしつけを忠実に守って命令通りにした子犬だったが、最後のは理解できずにちょこんと小首をかしげた。

「あはは、さすがにこれはわからないよな」

「くぅーん」

　子犬は可愛かわいらしく鳴いて、桶に更さらに近づき、あごを縁ふちにのせた。

　ゆらゆらと水に漂ただようスイカと、そこにもたれるようにしている子犬。

　直人は愛らしい子犬の首元をわっしゃわっしゃと撫なでてやった。そのまま縁側に倒たおれ込んで、陽気に誘さそわれて昼ひる寝ねした。

　ミミが竹とんぼで遊んでいる声を聞きながらうとうとした。

　やがて日が暮れて、一日が終わろうとした頃。

　街の方から馬車ががらがらがらとやってきて、直人はその音に起こされた。

　立ち上がって、キャンピングカーの中にはいって、包丁を持って戻ってくる。

　その間、到着したソフィアが馬車からしめやかに降りてきた。

　純白のプリンセスドレスに、きらめく炎えん髪ぱつ。

　出かけた時と変わらない姿だが、戻ってくる足取りはどことなく重かった。

　何かがあったわけではないが、純じゆん粋すいに疲つかれたという顔。

　直人はそれをよく知っている。一日中働いて、終電で帰宅した時に窓ガラスに映った自分と同じような顔だ。

「はい、マスター」

　直人の意を汲くんだパトリシアが白い皿を差し出した。

　直人はよく冷えたスイカを切り分けて、皿に載せて、戻ってきたソフィアに差し出した。

「お帰り、お疲れさま」

　ソフィアは一いつ瞬しゆんキョトンとなったが、炎髪から銀ぎん髪ぱつに戻るころには、穏おだやかな笑え顔がおになっていたのだった。







　姫騎士と蛸（上）







　街外れのキャンピングカー。直なお人とは縁えん側がわの先にレンガを使ってかまどを作っていた。

　積み木の要領で、「コ」の字形にレンガを積み上げていく。

　一層積み上げていくごとに、間に粘ねん着ちやく性の高い泥どろをセメント代わりに塗ぬり込む。

　そうしてできあがった簡易的なかまど。それほど頑がん丈じようではないが、一度や二度の使用ならば耐えられる程度の作りだ。

「マスター、かまどにする必要はあるのでしょうか」

「おれの予想じゃ下はデコボコだろうから、ＩＨヒーターはつかえない。直じか火びでやるしかないなら、かまどを作ってやった方が楽しいだろ」

「楽しい、ですか」

「ああ、楽しいね」

「わかりました」

　納なつ得とくするパトリシア。そのままトレードマークの穏やかな微笑ほほえみを浮かべ、直人を見守った。

　直人はできあがったかまどの中に薪まきをならべていきながら、頭の中にあるイメージにそって微び調ちよう整せいする。

　そうしているうちにソフィアが戻もどってきた。

　昨日はプリンセスドレス姿で馬車に乗って行き来した街から、今日は鎧よろい姿で大きな鉄板を抱えて、自前の炎ほのおの馬に乗って戻ってきた。

　彼女は直人の前で下馬し、彼に鉄板を差し出し、炎の馬を消した。

「戻ったぞナオト、これでいいのか？」

「どれどれ……うん、ばっちりだ。ありがとう」

「そうか、ナオトの説明で作らせたのだが、鉄てつ匠しようがいうにはこんな特殊な形で作るのははじめてだそうだ」

「あんたも見た事ないのか？」

「そうだ」

「そっか、なら、これから作る料理も食べた事が無いんだな」

「たぶんそうだと思う」

　直人は受け取った鉄板をかまどの上にのせて、ソフィアにいう。

「戻ってきて早々で悪いけど、火を起こしてくれないか」

「たやすいことだ」

　それを予想していたのだろうか、ソフィアは乗ってきた炎の馬は消したが、炎髪をきらめかせたままだった。

　直人に言われて、かまどの薪に火をつけてから、今度こそ銀色の髪かみに戻った。

　薪は一瞬で火がついて、パチパチと燃えはじめる。

　十分な火力で、鉄板の上に陽炎かげろうが揺ゆらめくようになった。

「これで何を作るのだ？」

「たこ焼きだ」

「タコヤキ？」

　首をかしげるソフィア。彼女はイントネーションの怪あやしい発音でいう。

　彼女が持ち帰ったのはただの鉄板ではない。ある程度の厚さをもち、同じ間かん隔かくで丸いくぼみが五×五の二十五個作られている鉄板だ。

　作りは甘いが、たこ焼きを作る機能が充じゆう分ぶんに備わっているようにみえる一品だ。

　その鉄板と直人を交こう互ごに見つめ、眉まゆをひそめるソフィア。

「ナオト……もしかしてそれはタコを焼くのか？」

「そうだ、厳密には違ちがうけどな。直には焼かないんだ」

「そ、そうか」

　なぜか歯切れの悪いソフィア。

　どうしたんだろうと思いつつも、直人はいったんキャンピングカーの中に戻って、あらかじめ作っておいた生き地じとタコをもってきた。

　両方ともボウルに入っているが、タコの足はまだ切り分けられていない状態で、にょーん、とボウルの端はしに引っかかって半分くらいはみ出ていた。

「こういう料理はまだ調味料が残ってる内に作っとかないとな。ソースは切れたらどうしようもないかもなあ、カツオ節とか余よ裕ゆうで作れるけど、ソースはなあ。ソフィア、あんたソースってのをしってるか？」

「……」

「ソフィア？」

　返事がないソフィアを訝いぶかしんで、直人は彼女の方を見た。

　そこに、青ざめた顔の姫ひめ騎き士しがいた。

「どうしたんだ、一体？」

「……」

「マスター、タコ、なのではありませんか？」

　答えないソフィアの代わりに、横からパトリシアがプルン、とオッパイを揺らしながら言ってきた。

「タコ？」

　直人は訝しみながら、ソフィアの視線を追いかけた。

　確かに彼女はじっとタコの入ったボウルを見つめている。まるっきり怯おびえている目だ。

　まさか、と直人は思い、ソフィアに聞く。

「ソフィア、あんたタコが怖こわいのか？」

「……」

「おーい」

　あまりにも返事がないので、試ためしに、タコ入りのボウルを彼女の目の前に突つきつけた。

「ひぃ」

　ソフィアの口から悲鳴が漏もれた。

　確実にタコが嫌きらい……いや怖いんだなと直人は理解する。

「ダメなのか、タコ」

「そ、そんなこと──」

「ほれ」

　直人は足を一本摘つまんで、ソフィアにひょいと投げた。

　タコの足は放物線を描えがいて、ソフィアの首に絡からみついた。

　彼女はビクッとなって、そのまま固まってしまった。

「やっぱり怖いんじゃないか」

「くっ……こ、こんなの」

「タコが怖いのか、デビルフィッシュ的に？　それとも北ほく斎さい的に？」

「ほ、ほくさい？」

「わからないよな……姫騎士ホイホイかオゴオゴ的にっていうのと同じ意味だ」

「うっ」

「そっちか」

　直人はクスリとなって、いつか触しよく手しゆ型のモンスターに出会ったら自分が何とかしなきゃダメかもなと思った。

「まあ、そういうことなら仕方ない」

「べ、別に怖くないぞ。こんなの生なま臭ぐさいだけでべつに──きゃん」

　意地をはるソフィアに、直人はもう一本、タコの足を投げつけた。

　タコの足は汁しるとともに、ソフィアの顔に絡みつく。

　彼女は更に弱々しくなった口調で抗こう議ぎした。

「な、何をするんだナオト……」

「いや、なんとなく」

「なんとなくって……ひゃん！」

「ほらも一本」

「や、やめ──」

「それもういっ──」

　直人が調子にのって、一本くらいは口の中にねじ込んでやろうか、と思っていたその時。

「お兄ちゃん！」

　遠くから、ちょっと怒おこった様子のミミの声が聞こえてきた。

　はじめて聞くそんな声に、振ふり向くと、街の方から五人くらいの子供と一いつ緒しよにやってきたミミが、途と中ちゆうからトタタ、と小走りでやってくる姿が見えた。

　愛らしい動きはいつも通りだが、顔が怒っているように見える。

「ミミか、おかえり──」

「お兄ちゃん、めっ」

「え？」

「食べ物で遊んだらめっ、だよ」

「……」

　ミミは人差し指を直人の鼻先に突きつけてきた。

　まったくの正論、逆転した立場。

　直人はばつが悪くなった。

　姫騎士のタコ責めに盛り上がってしまって、そんな当たり前の事を忘れてしまっていた。

「ごめん」

　直人は素す直なおに謝った。

　片かた膝ひざを立ててしゃがみ込んで、目線の高さを合わせてから、頭をさげて謝った。

「ごめんな、もう、食べ物で遊ばないから」

「うん！　お兄ちゃんいい子いい子」

　ミミは頭を撫なでてきた。それでますます恥はずかしくなった。

　彼は気を取り直して、ミミに聞いた。

「それよりも、あの子達がミミのこの街の友達なのか？」

「うん！」

「そっか、ここでもいっぱい友達作ったな。すごいな」

　直人は心底そう思った。

　新しい街につくたびに、ミミは短い滞たい在ざい期間ですぐに友達を作ってしまう。

　昼過ぎに到とう着ちやくして街の中に入ったと思ったら、夕方には大勢の友達を連れて戻ってくる。

　直人にはとてもまねできないような事だ。

　そんなミミの友達を次の街に旅立つ前日に招待し、料理を振る舞まうのが直人の習慣になっている。

　まるっきり保護者である。

「さて、そろそろはじめよう。今日はたこ焼きパーティーだ」

「オゴ♪」

　ミミは大きくうなずいて、子供達の所に戻っていった。

　お兄ちゃんのお料理すごく美味おいしいんだよ、という台詞せりふが聞こえてきて、ちょっとだけ背中がむずむずした。

　そうしてさあたこ焼きを作り始めようとした彼に、ソフィアが弱々しく話しかけてきた。

　タコの足に絡まれたままで。

「な、ナオト……これ、取ってくれ」

「うん？　ああごめん、今取ってやるから。本当ごめん」

　直人は謝りつつ、タコの足を取ってやった。

　それをパトリシアが受け取って、キャンピングカーの中に戻もどっていき、洗ってきてくれた。

　タコ責めにあい、顔中べたべたにしたソフィアが、力なく地面にへたり込んだ。

「タコに……またタコに汚けがされてしまった……」

　譫うわ言ごとの様に繰くり返すソフィア。




（過去に何かあったのかな、まあ大した事はなかったんだろうな）




　彼女の事だ。直人は最後にそう、頭の中で付け加える。

　なんとなくそう思いながら、熱した鉄板のくぼみに油を塗ぬり込んでいく。







　姫騎士と蛸（下）







　直なお人とはパトリシアにまな板を持たせて、その上でタコの足をぶつ切りにしていった。

　不思議空間から「生えている」パトリシアが手で持っているのだが、外見から想像もつかないぐらい安定している。下手な台に載のせている時よりもがっちりしているくらいだ。

　なれた手つきでタコを切り分けていく直人に、ソフィアがちょっと拗すねた様な顔で話しかけてきた。

「ナオト、わたしはまえから思っていたのだが……」

「うん？」

「おまえ、わたしの嫌いやがる事を進んでしているのではないか」

　直人の手が一いつ瞬しゆん止まり、ソフィアをみた。

　彼女のきりっとした顔をみて、少し考えてから答えた。

「あのわんこさ、みかん箱に入ってる時と、縁えん側がわでへたってる時ってすっごい可愛かわいいだろ」

「え？　ああ、そうだな」

　兵士を率いて大軍に立ち向かうような頼たのもしい顔から一変、何を言いだすんだ、というきょとん顔をするソフィア。

「おれの国せかいに『鬼おにに金棒』ってことわざがある、それと同じで『わんこにみかん箱』ということわざがあってもいいと思う」

「『スライムと貴婦人』みたいなものか？」

「意味はわからないけど相当違ちがうと思う、それは『蛸と海女あま』みたいなものだろう。たぶんだけどな」

　直人はタコを切り分けながら、更さらに言う。

「それと『姫騎士とコタツ』というのもあっていいと思うな、『鬼に金棒』と『蛸と海女』の中間くらいの意味で」

「何をいってるのかわからないぞナオト」

「つまりだ、『姫騎士とタコ』みたいなのもあっていいと思う」

「そんなものは必要ないぞ！」

「『わんこにみかん箱』も？」

「それはあった方がいい」

「なら『姫騎士とタコ』もあった方がいいな」

「それは詭き弁べんだ！」

　ソフィアはもういい！　と言って子供達の方に向かっていった。

　途中でミミに呼ばれて、一緒に遊ぼうと声をかけられた。

　その時の横顔はものすごく優やさしげに見えた。

　怒った顔、呆あきれた顔、微笑ほほえんだ顔。

　直情的で、表情がころころ変わる彼女をみて、直人はクスリと笑えみをこぼした。

　そんな彼に、まな板を持ったままのパトリシアが話しかけてきた。

「マスター、今回は失敗でしたね」

「ああ、言わなかったな。『くっ、殺せ』」

「『姫騎士のくっ、殺せ』、確率がまたさがりました、現在十九・三五パーセントです」

「わりかし低いんだよなあ、それを言う確率」

「そうですか？　わたしは意外と高いと思いました」

「約二割弱、高いって言えば高いし、低いって言えば低いかもなあ」

　包丁を持つ手を動かしながら、彼はそんな事を言った。

　むかしやっていた仕事、そしてキャンピングカーにつけた計器類の数々。

　直人は何かにつけて、統計をとってそれを眺ながめる癖くせがある。

　特に意味はない。通帳の中でふえていく預金残高を「ただ見ている」のと同じ楽しみ方だ。

　次は上がるのかな、それとも下がるのかな。

　そんな事を考えているうちに、タコの下処理がすべて終わった。

　彼は少し考えて、パトリシアに言った。

「パトリシア、冷蔵庫から肉を出してくれ」

「はい、どうぞ」

　あらかじめ用意していたようで、パトリシアは彼の前に肉の塊かたまりを出した。

　一行が気に入って、ソフィアが定期的に狩かってくる恐きよう竜りゆうシーイーリウスのしっぽ肉だ。

　直人はありがとうと言って、更にパトリシアに用意させたふきんでまな板のタコの汁しるをきっちり拭ふいてから、しっぽ肉を同じようにぶつ切りにしていった。

　たちまちに切り分けられるしっぽ肉。

　生き地じ、タコ、肉。

　材料が入った三つのボウルを見て、直人は満足げにうなずいた。

　その横で、鉄板がいい感じに熱くなっていた。

　直人はさてやるかとつぶやき、鉄板のくぼみに生地を流し込んだ。さらにタコと肉をそれぞれ半分ずつ、くぼみの中に投入した。

　焼ける生地とタコと肉の香かおりがたちまち辺りに充じゆう満まんし、それに子供達とソフィアが引き寄せられた。

「できたのか？」

「もうちょっとだ。こうして……串くしでひっくり返して、と」

　竹とんぼを作ったときの材料でついでに作っておいた竹串をつかい、慣れた手つきでたこ焼きをひっくり返して、丸く形を整えていく。

　鮮あざやかな手つきに、子供達から歓かん声せいが上がる。

　できあがったものにソースなどの調味料を塗りつけると、直人は顔を上げ、みんなに向かって言った。

「みんな並んで、一人ずつあげるから」

　ミミを含ふくむ子供達は、「はーい」と声を揃そろえて、直人と鉄板の前に綺き麗れいな列を作った。

　ソフィアは横で見ていたが、ミミに引っ張られて、最さい後こう尾びに並んだ。

　それを尻しり目めに、直人は一番前の列の女の子に言った。

「ちょっとゲームをしようか」

「ゲーム？」

「うん、じゃんけんってしってるか？」

「うん！」

「今回は具が二種類あるから、おにいちゃんとじゃんけんして、勝ったらタコの方を、負けたらお肉の方をあげる」

「えー、どっちも食べたいよー」

「じゃあ何回か並び直して。それと、一回もらったものは絶対食べなきゃだめってルールだからな」

「うーん、わかった」

　あどけない口調でうなずく女の子、その後ろにいる他ほかの子供達も口々に了りよう解かいした。

　そのやりとりを見て、最後尾のソフィアが感心した様にいう。

「いつもながら、遊びのルールを考えるのが本当に上手うまいな」

「オゴ♪　お兄ちゃんって面おも白しろいよね！」

「それじゃあ行くぞ、じゃんけん──」

「ぽい！」

　直人はグーをだし、女の子はパーをだした。

　直人は串でたこ焼きを一個刺さして、女の子に渡わたした。

「はい、勝ったからタコの方ね。次、じゃんけんぽい！　はい肉ね。次、じゃんけん──」

　直人は子供達とじゃんけんしていった。

　勝った子にはタコ入りのたこ焼き、負けた子には肉のたこ焼きをあげた。

「あれ？　お兄ちゃん、グーしかだしてないよ？」

「ああ、そうだな」

　ミミが不思議そうに言って、ソフィアが得心顔でうなずいた。

　そんな二人のやりとりを聞いて、直人はにこりと微笑んだ。

　ゲームというていだが、勝敗はどうでもいいのだ。

　そういう体てい裁さいを取っているだけで、実質子供達に自由に選せん択たくさせる権利を与あたえた、という事である。

　次し第だいに子供達も直人がグーしかだしていないことに気付き、全員がパーとチョキで、好きな方のたこ焼きを選んだ。

　ミミはパーをだした。直人から受け取ったタコ入りのたこ焼きを大喜びで頰ほお張ばった。

　そして、ソフィアの番。

「ナオト、わたしは肉の方だ」

「だめだよお姉ちゃん、じゃんけんしないと」

　ミミが言った。子供達もそーだそーだと言う。

「そうか？　そうだな。じゃあナオト、じゃんけんだ」

「……ああ」

「じゃんけん……」

「ぽい！」

　ソフィアは負けるために、チョキをだした。

　そしてナオトは──はじめてパーをだした。

「なっ──」

「はい、あんたの勝ち」

　ナオトはタコ入りのたこ焼きをソフィアにあげた。

　差し出される串とたこ焼き、受け取ったソフィアは愕がく然ぜんとなった。

「な、ナオト、なんだ今のは」

「なんだ今のはって、普ふ通つうにじゃんけんだが？」

「しかし、ナオトはグーしかださないはずじゃ」

「おれはそんな事一言もいってないぞ。じゃんけんで勝ったらタコ、負けたら肉としか言ってない」

「しかし」

「ほらほら、後がつっかえてるから。肉のを食べたかったらそれを食べてからまた並んで。あっ、ちゃんと全部食ってからな」

「くっ！」

　うめき声をもらし、ソフィアはそこをどいた。

　ソフィアのあと、たこ焼きを焼きながら、子供達とじゃんけんをする直人。

　彼はグーしかださなかった。

　それをじっと見つめるソフィア。彼女は決意した顔で──おそらくは壊かい滅めつさせるべき大軍に立ち向かっていく時と同じ顔で、たこ焼きを丸まる吞のみしてから再び列に並んだ。

　順番がやってきて、彼は直人の顔を見つめた。

　その顔は、「わかったぞ」という顔だった。

「お姉ちゃん、どうしたの？」

「『おれはグーしかださないぞ』という心理戦です」

　ミミの疑問に、パトリシアが答えた。

　パトリシアはにこりとしていたが、ミミはきょとん、となっていた。

「行くぞ直人」

「ああ」

「じゃんけん──」

「──ぽい！」

　あいこなしに、勝負がついた。

　裏の裏を読まれたソフィアが、またしても勝ってしまう。

　直人はタコ入りのたこ焼きを彼女に渡す。

「はいどうぞ」

「……くっ」

　呻うめくソフィア、直人は子供達に目を向けながら、ソフィアに向かって言う。

「次からダブルチャンスなー。二回連続でやって、二回目に負けたら同じのがもう一個おまけでつくってルールね、勝ったら今まで通りね」

「どういうこと？」

　子供の一人が首をかしげて言った。

「じゃあお手本を見せよう。ソフィア、もう一回じゃんけんだ、今度は本当にグーしか出さない」

　直人はそう言って、拳こぶしをすぅとだした。

　腕うでを振ふらないように、グーをし続ける。

　ソフィアは半ば思考停止して、負ける肉のためにチョキをだした。

「はいダブルチャンス、負けたから同じのをもう一個な」

　負けたのに、タコの方をもらったソフィア。

　両手にタコのたこ焼きを持つソフィア。

　呆ほうけ顔に、ダブルたこ焼き。

　彼女はおそるおそる、それを交こう互ごに見比べる。

　たこ焼きとたこ焼き、片方からは足の先せん端たんが飛び出している。

「食べないのお姉ちゃん、お兄ちゃんのお料理、いつもより美味おいしいよ？」

「好き嫌きらいはだめだぞー」

　直人は子供や子犬と接する時の口調で迫せまった。優やさしげで、子供に言って聞かせるような口調。

　ソフィアは意を決して、口の中に入れた。

　二つを、同時に。

「熱っ、あちちち……」

　たこ焼きの熱さに、ソフィアは口を押さえてはふはふした。

　涙なみだ目めなのは、どっちが原因だろうか。直人はクスリとなった口元を隠かくした。




　その後も、子供達にはグーだけを、ソフィアとは心理戦を繰くり広げた直人。

　ソフィアはこの日、最後までタコしか食べさせてもらえなかった。

　直人も最後まで、「くっ、殺せ」が聞けなかった。




　引き分けである。







　姫騎士と魔神







　道なりに、次の目的地を目指して走るキャンピングカー。

　直なお人とが運転席にいて、横の助手席にソフィアが座っている。

　いつものポジションから、ソフィアが聞いてきた。

「今晩の食事はなにをつくるのだ？」

　彼女の質問を聞いて、直人はちらっとバックミラーをみた。

　二人の背後では、ミミが小さな台の上にのって、シンクで洗い物をしている。

　直人が食事を作って、ミミが洗い物をする。

　ここ最近、自然とできた役割分担。ミミは食べ終わったら自然と体が動くようになって、食器を集めてシンクに持っていくようになった。

　進んで家事の手伝いをする愛くるしい女の子、それはとてもいい。

　いいのだが。

　バックミラーから視線を手元の計器類に戻もどし、それから窓の外の空を見上げた。

「まだ昼過ぎくらいだな」

「ああ、そうだな」

　ソフィアは頷うなずいた。

「昼飯を食べたばかりだ」

「そうだな」

「……あんた口元に、食べかすがついてるぞ」

「なっ！」

　指し摘てきされたソフィアはあわてて口を拭ふいた。直人の指摘通り昼ご飯の食べかすがついていた。

　しっかりとれた事をバックミラーで確かく認にんしてから、ソフィアは咳せき払ばらいを挟はさんで、何事もなかったかのように振る舞まった。

　それをみた直人はハンドルを握にぎったままくすくすと笑った。

「あんた、すっかり腹ぺこキャラに定着しちゃったよな」

「なっ──」

　言われた瞬しゆん間かん、彼女は耳の付け根まで血の色になって反論した。

「ち、ちがうぞナオト、わたしは腹ぺこきゃらなどではない！」

「だけど、昼飯を食べた直後から晩飯の話をしてる」

「それは──それはっ」

　ソフィアは口を金魚のようにパクパクとさせる。

　必死にいいわけを探している様子だ。

「も……」

「も？」

「も、もしも必要ならわたしが材料を狩かってくるぞ、と言おうとしたのだ」

「狩りか」

「そうだ。いいかナオト、ミミは食べ盛りだ」

「ああ」

「そしてナオトは……料理がうまい」

「恐きよう縮しゆく」

　直人はわざと大おお仰ぎような言い方をした。

「食べ盛りのミミにうまいものを食べさせるなら、わたしは喜んで一狩り行ってくるぞと、そう言おうとしたのだ」

「その言い回しはおれのいた国せかいじゃ違ちがう意味をもつ」

「え？」

　きょとんとするソフィア。当然その言い回しの出典は知らない。

「いやなんでもない。うん、そういうことにしておこう」

「そういうことなのだ」

「はいはい」

　直人は微笑ほほえんだまま、ゆっくりとキャンピングカーを進ませた。

　最近、彼はますます安全運転をするようになった。

　時速にすれば二十キロ未満、自転車（この世界にはないが）にも抜ぬかれてしまうであろうレベルだ。

　そんなふうにソフィアを横にのせたまま、ゆっくり運転するのがとても好きだ。

　エアコンをつけず、パワーウインドウを下ろしている。

　初夏の風に吹ふかれながら、ゆっくりと進んでいく。

　ふと、ソフィアが何かに気づいたように、声を上げる。

「むっ」

「どうした」

「ナオト、後ろだ」

「後ろ？」

「後ろをみろ」

　直人はナビを手早く操作した。

　ナビモード、全周囲モニターモード、そして後方カメラモードと切り替かえていく。

　車両後方を映し出す液えき晶しようディスプレイ。そこに、白い馬の姿が見えた。

　瞬間、直人はソフィアが反応した理由がわかった。

　厳密に言えば、それは馬ではなかったからだ。

　馬のように見えたそれは、よく見たら頭から角を生やしている違う生物。

「ユニコーン？」

「珍めずらしいな、こんなところでみるとは」

「……珍しいですむレベルか」

　彼がいた現代日本なら現れただけでとんでもない大おお騒さわぎになる生き物だが、ソフィアの反応はまるで観光地の街中で猿さるを見たという程度の薄うすい反応だ。

　まれによくあるのだろう、と直人は思い、車を走らせ続ける。が、

「おっと」

　ユニコーンが彼を追い越こしていったあと、道をふさぐように足を止めた。

　直人はあわててブレーキを踏ふんだ。時速二十キロ以下なので、苦もなく車がとまった。

「きゃあ、泡あわでべたべたー」

「タオルをお持ちします」

　急なブレーキで背後に小惨さん事じがおきたが、対処できているようなので直人は無視した。

　それよりも、とフロントガラスの向こうをみる。

「どういうつもりだ……って、あれは魔ま法ほう陣じんか？」

　直人は驚おどろいた。

　四本足で立っているユニコーンの足あし下もとから光が拡散していき、紋もん様ようのついたサークル形のなにかになっていった。それは直人の知識に照らし合わせれば魔法陣のたぐいで、彼は答え合わせのためソフィアに目を向けた。

「召しよう喚かん魔ま法ほうだ」

　ソフィアは先回りして、一つ先の答えを教えてくれた。

　ごくり、と直人は生なま唾つばをのんだ。

「召喚魔法……」

「わたしがいる」

　だから安心しろ、と言わんばかりに、ソフィアは炎えん髪ぱつをきらめかせた。

　凜りん然ぜんと前方だけを見つめている姫ひめ騎き士し。

　頼たのもしさと安心感を直人は覚えた──ほぼ初めてとなる経験だ。

　直人も前を向いた。二人そろって、ユニコーンを見つめる。

　しばらくして、魔法陣の中からそれが徐じよ々じよに現れた。浮うかび上がるように、地面から現れてきた。

　一言で言えば、それは小屋だった。

　山中のコテージのような、石造りの小屋。

　走るユニコーン、幻げん獣じゆうの召喚魔法、せり上がる小屋。

　なにか、ひどくなじみのある光景のように見えた。

　初めて見たはずなのに……間ま違ちがいなく初めて見た光景なのに、直人は大いに興奮した。

「すげえ……」

「ナオト？」

　ソフィアがいぶかしむ傍かたわら、直人は運転席から飛び降りて、現れた小屋に駆かけていった。

　小屋の扉とびらが内側から開き、そこから一人の少女が姿を見せた。

　肩かた口ぐちで切りそろえた、羽は根ね飾かざりのついたセミロングの髪かみ。

　ところどころ透すけて白い肌はだが見える、黒いレースドレス。

　何より背中に畳んでいる、一いつ対ついの羽。

　一五〇センチ弱の少女は、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみでユニコーンを見つめて、顔を撫なでた。




「ご苦労、ジークフリード。裏で控ひかえていなさい」

　ユニコーンはいななき、言われた通り小屋の裏に回っていった。

　直前まできりっとしていた顔から一変、鼻の下を伸のばしていた。

　ユニコーンが鼻の下を伸ばす意味。普ふ段だんなら考察していた所だが、今の直人にとってはどうでもいいことだった。

「さて、あなたがナオト・オノ……」

「すっげえ！」

　彼はこちらを向いて、落ち着いた様子で話しかけてくる少女を事実上無視した。

　まるでクリスマスの朝、枕まくら元もとに置かれたおもちゃの包みを開く子供のような、そんな無む邪じや気きな顔で小屋を見つめ、べたべたとさわっていた。

「これさ、広さ的に中は一部屋くらいだよな。それともここもやっぱ不思議空間？」

「見た目通りよ。それよりもわた──」

「丁度いい狭ひろさだ！　で、これってさっきのユニコーンが召喚魔法で出したものなんだよな」

「実質わたしの力よ、それを貸しているだけ。それよりもわたしの話──」

「そうなのか！　じゃあユニコーンが行ける場所ならどこでも出せるってことだよな、実質建物が移動してるようなものだよな！」

「人の話を聞かんかい小こ僧ぞうがあああ！」

　少女が豹ひよう変へんして、直人を怒ど鳴なりつけた。

　びくっとして、我に返る直人。

「わ、わるい。つい興奮してしまった」

　直人は謝った。

　目の前に現れたものがあまりにもすばらしくて、我を忘れるほど興奮した。

　なぜなら、それは言うなれば異世界版のキャンピングカー。

　車輪はついてないので車ではないが、キャンピングカーの別名、モーターホームだと思えば問題はない。

　一馬力なのでモーターでもないのだが、そこは無視した。

　どこまでも走って行けそうな馬のような生き物が召しよう喚かんする小さなコテージ。

　移動する秘密基地。

　それを見てすっかり舞まい上がった彼に、少女は呆あきれた目を向けた。

「こんなものの何がいいのかさっぱりわからないわ。欲しいのならあれごとあげるけど？」

「本当か」

「ひひぃーん」

　小屋の裏からユニコーンのいななきが聞こえた。ひどく悲しげな声だ。

　ユニコーンの感情を大きく揺ゆさぶる理由は一つしかないが、興奮している直人にとってはやはりどうでもいいこと。

　彼は、異世界版キャンピングカーを手に入れられるかもしれないという事に興奮していた。

「かわりに、一つ条件がある」

「なんでもいってくれ、なんでもするぞ」

「簡単なことよ、あなた、わたしの料理人になりなさい」

「……」

　瞬しゆん間かん、直人の頭が冷えた。

　舞い上がった気持ちが一瞬で冷えた。彼女の台詞せりふがまるでバケツいっぱいの冷や水のように、直人の頭にぶっかかってきた。

「……料理人」

「そう、わたしの料理人。あなたの噂うわさは聞いてる、珍ちん妙みようだけどおいしい料理をつくる異い邦ほうの人だと」

「そうか」

「待たい遇ぐうは悪いようにはしない、これがほしいのならあげるわ」

「……」

　少女はそういった。勝ちを確信したような表情をしている。

　しかし、直人は迷うことなく、答えた。

「断る」

「なっ──」

　少女は愕がく然ぜんとした。

　直前までの勝利を確信した表情から一変、持ち上げられた直後に突つき落とされた表情になる。

「な、なぜだ、この魔ま神じんサローティアーズが直々に頼んでるのよ、普ふ通つうはないことよ」

「そうか」

「条件？　条件面の問題ね。よし、じゃあ王宮料理人の二倍、いや三倍の報ほう酬しゆうを──」

「そうか」

「このジークフリードをあげる、ワルキューレもつけるわ」

「……ワルキューレもきっとすげえものなんだろうな」

　一馬力のキャンピングカー、似たような名前をもつもう一つのなにか。

　ワルキューレが何なのかとても気になったが、答えはもう決まっている。







　直人は、働かないと決めている。







「わるいけど、あんたの料理人にはならない」

「──ッ」

　少女は激げき昂こうした。

　怒いかりの形相で、羽を広げ、鋭するどい爪つめを直人に向けて突いてきた。

　空気を裂さいて、襲おそってくる爪。

　それでも、直人は──。

　直人が覚かく悟ごを決めようとした、瞬間。

　少女の腕うでが止まった。目が横にスライドされる。

「なんのつもり」

「その腕を下ろせ」

　そこにソフィアがいた。

　炎髪をきらめかせ、炎ほのおの槍やりを少女に突きつけている。

「人間ごときが、わたしに勝てると思ってるの？」

「直人はしたくないといった、だからさせない」

「……」

「……」

　女二人、にらみあっていた。

　空気が重く、肌にピリピリと突き刺ささってくるかのようだ。

　このままではソフィアを巻き込んでしまう。巻き込むだけではなく、命の危険さえあるかも知れない。

　魔神サローティアーズ、物々しい名前とそれに見合った態度と外見。

　そして、プレッシャー。

「待て、おれは──」

　直人が前言を覆くつがえそうと口を開いた、瞬間。

　──ぎゅるるるる。

　辺り一帯に、場ば違ちがいな音が鳴り響ひびいた。

　どう聞いても、腹の虫が鳴る音。

　直人はあきれ顔で、腹ぺこキャラを見た。

「ソフィア……あんたなあ……」

「わたしじゃないぞ」

「えっ？」

　ソフィアの返事ははっきりしていた。口くち籠ごもったりせず、はっきりと否定していた。

　ソフィアではない、ならば誰だれだ。

　そう思って辺りを見回すと──。

「ううぅ……」

　直前まで殺さつ戮りくの化け身しんもかくやなオーラを出していた少女が真っ赤になって、わなわなと震ふるえていた。

「まさか……あんたが？」

「うるさい！　うるさいうるさいうるさい！」

　少女は手をばたばたさせて、必死にごまかそうとした。

　見た目よりずっと幼い感じだ。

「……料理くらいなら作ってやろうか？」

「うるさい！　ジークフリードッ」

「ひひぃーん」

　小屋の裏からユニコーンが呼ばれて現れた。

「帰るっ」

「ひひぃーん！」

　少女は小屋に入って、扉とびらを閉める前にこっちをにらんできた。涙なみだ目めになっている。

「わたしはあきらめないからね！」

「いや、だから料理くらいなら──」

「ばーかばーか」

　少女は扉をパタン！　と閉めた。

　ユニコーンは魔ま法ほう陣じんを展開し、小屋を消して、明後日あさつての方向に向かって走り去っていった。

　その場に、ぽかーんとする直人とソフィアを残して。







　姫騎士と近所にお裾分け







　昼下がり、流れる川と併へい走そうしているキャンピングカー。

　右に太陽を反射してきらきらと輝かがやいている川、左に青々と木々が生おい茂しげっている山がある。

　運転席の直なお人と、そして助手席のソフィア。

　共に窓を開けて、心地ここちよい風に吹ふかれている。普ふ段だんと変わらない姿に見えるが、ソフィアは見るからに警けい戒かいしていた。

　眉まゆを逆ハの字にし、炎えん髪ぱつをきらめかせて、半ば臨戦状態に入っている。

　その理由は──。

「まだ後ろにいるぞ、ナオト」

「ああ、いるな」

　幾いくばくかの緊きん張ちようを感じさせる声でソフィアが言った。

　直人は後方カメラモードになったナビを見た。

　ユニコーンがそこにいて、鼻の下を伸のばしたまま走ってついてきている。

　徐じよ行こうのキャンピングカー、四本足のユニコーン。

　両者は二十メートル前後という距きよ離りを保ったまま走っている。

　昨日から、ユニコーンはずっと後ろにぴったりとついてくる。

　夜停とまっている時も、朝出発した後も。

　ずっと、同じ距離を保ったままだ。

「そういえばソフィア、あの召しよう喚かん魔ま法ほうの事を知ってたな」

　直人が聞く。ソフィアとは違ちがって、ほとんど世間話のテンションだ。

「書物で読んだことはある。失われた秘法、神の御み業わざに近いものだ」

「なんかすげえんだな」

「魔神と名乗っていたが……それが本当なら……」

　つぶやくソフィア、凜りん然ぜんとした顔に憂うれいの色がよぎった。

　一方の直人は密ひそかにわくわくしていた。

　できればあの魔法の事を聞きたい、原理を知りたい。

　召喚魔法ではなく空間魔法のたぐいなら、いよいよ移動する秘密基地──キャンピングカーと同じような存在になるからだ。

　なんとか聞き出せないか、就職なしで話を聞けないものかと、直人は思っていた。

「マスター、お時間です」

「わかった」

　ダッシュボード下のボックスからニュ、と顔をだして言ってくるパトリシア。

　直人が頷うなずくと、彼女はすぐにまた引きこもった。

　今はミミと子犬と共に、不思議空間の中にいる。

　何をしているのかわからないが、ミミと子犬という天下無敵のコンビと一いつ緒しよにいるのだから、きっと楽しくなにかで遊んでいるのだろうなと直人は思う。

　思いながら、メーターをチェックして、それからあたりを見た。

　一日十数分の移動、太陽光発電オンリーで無理なく進める距離。

　それを達成したので、今日はどこに車を停めようかとあたりを見たのだ。

　少し離はなれたところに黄色い花の群生が見えたので、そこがいいかもしれないと車を向かわせた。

　黄色い花はひまわりだった。一面のひまわりはすばらしく綺き麗れいで、直人は花の方に車の尻を向けるように車を停める。

　モーターを止めて、伸びをする。

「今日のノルマおわりっ、と」

　そうつぶやく直人、その横ではソフィアがまだ警戒している。

　そんな彼女をみて、直人が言った。

「ちょっとリラックスするか？」

「リラックス？」

「茶を淹いれるよ、笹ささの葉の茶。今までのとはちょっと違うぞ」

「違うのか？」

「今までは乾かん燥そうさせてそこから鍋なべで炒っただけだけど、今回は乾燥させる前に、まだ葉っぱに水分が残ってる段階でレンジを使ってチンしてみた。味はわからないから味見してみようか」

「わ、わたしだけが飲むのか？」

　炎髪がくすむ。

　どういうわけか、ソフィアの警戒の度合いが強くなった。

　質と方向性が違うが、より強い警戒だ。

「いや、おれも一緒に飲むよ？」

　質の違う警戒に直人は気づかず、「変形」ボタンで縁えん側がわをあけた。

　自分は運転席からキッチンシンクに向かい、湯を沸わかして、自作の茶葉で茶を淹れた。

　それをもって縁側に出て、ソフィアに手招きする。

　ソフィアはやはり警戒したまま、ゆっくりと縁側にやってきた。

　彼女に湯飲みをわたし、自分も縁側に座って、茶に口をつける。

　直人が口をつけたのを確かく認にんしてから、ソフィアも茶を飲んだ。

「どうだ？」

「……ちょっとだけ、甘みが増した──かもしれない」

「なるほど、言われてみればそうかもしれない。次はレンジでチンする時間を変えてみよう。今のが一分チンしたやつだから、三十秒刻みで、五分くらいまでのを作ってみようか」

「そんなに様々な種類を作るのか？」

「まあ、おれの癖くせだな」

　直人は笑った。

「そういえば、次の街に着いたらまたあんたの父親からの補給を受けられるよな」

「ああ、そうなってる。それがどうしたんだ？」

「その人達に頼たのんでものを送ることってできるか？」

「送る？　王宮にってことか？」

「ああ、あんたの父親にもこれをお裾すそ分わけしたい」

「わかった、送らせよう」

「なら、それまでに完成させないとな」

　直人とソフィアは縁側で、ひまわりを見つめながら茶を飲んでいた。

　特に何かする事もない、のんびりとした一時。

　ふと、視界の隅すみっこにユニコーンの姿が入る。

　ユニコーンが動き、エロ顔のまま足元に魔法陣を展開させた。

　そこから、建物が浮うかび上がってくる。

「おお」

　直人は思わず声を上げた。

　魔法陣の中から現れたのは、前回の小屋とは違う、涼りよう亭ていのような建物だ。

　涼すずむために作られたそれは、四本の柱と屋根だけがある。

　中央にテーブルがあって、そこに小こ柄がらな少女、サローティアーズがいた。

　彼女は椅い子すに座り、さも優ゆう雅がそうにティーカップに口をつけている。

　直人とソフィアのそれは縁側でまったりしている枯かれた老夫ふう婦ふのようにみえるが、彼女のそれは屋や敷しきの庭で優雅にアフタヌーンティーを楽しんでいるお嬢じよう様さまのような姿だ。

　家そのものじゃなくて庭も魔法陣で呼べるんだ！　と直人が興奮していると。

「うん、やっぱりいい茶葉は違うわ」

　彼女が独り言のように言った。

「やっぱりお茶は茶葉で七割方決まるわね、いくら腕うでがいい人間でも、安い茶葉を使ってちゃどうしようもないわよね」

「……」

　隣となりでソフィアの気配が揺ゆれた。

　まずい、と思っていたら、サローティアーズが更さらに言った。

「でも、最高の茶葉を使って七十点しか出せないというのももったいないわよね、やっぱり最高の茶葉は最高の腕を持つ人間に淹れてもらわないとだめね」

　そういって、ちらっ、と直人を見た。

「あー、どこかにそんな人間いないかなあ。もしいたら、わたしがありとあらゆる最高の食材を用意してあげられるのに」

　更にちらっ。

「サザフ、トキア、ガラグラ……なんでも好きなだけ用立てしてあげられるのに」

　ちらっ、そしてちらっ。

「のになあ」

　明らかに直人に向かって言ってくる彼女。

　直人は吹き出すのをこらえるので必死だった。

　それを何とか我が慢まんして、気をそらすためソフィアに聞く。

「なあソフィア、サザ……えと何だっけ」

「サザフ、トキア、ガラグラ」

「そう。それって何だ？」

「魔ま界かい三大食材と呼ばれるものだ。奇き跡せきの苗なえサザフ、星海魚の卵トキア、古こ龍りゆうの核かくガラグラ。どれもこれも最高級の食材ばかりだ」

「味の想像はつかないけど……とにかくすごいって事だけはわかった」

　とりあえず数カ所突つっ込みどころがあったが、突っ込んでもどうしようもなさそうなのでやめておいた。

「いないのかなあ」

　その間も、彼女はちらちらこっちを見てきた。

　直人はそれを無視した。彼女がどうこうではなく、二度と働きたくない、そう思っているから。

　料理人として雇やといたい、そう言っている限り、直人に断る以外の選せん択たく肢しはない。

「お兄ちゃん！」

「ミミか、どうしたんだ？」

「これ」

　ミミは赤くなったリンゴを直人に差し出した。

「うん？　ああリンゴか。あの不思議空間の中にリンゴもあるのか」

「いっぱいあったよ」

「……あの中ってリアル牧場物語とかやってるのかな」

　独りごちる直人。いまだ入ったことのない不思議空間に少しだけ興味が湧わいてきた。

「ねえお兄ちゃん、これ剝むいて」

「剝くのもいいけど」

　直人は少し考えて。

「それよりも一手間くわえよう」

「ひとてま？」

「ああ、ただ剝くより、もっと美味おいしくしてから食べようか」

「オゴオゴ♪　お兄ちゃんの料理だ」

　ミミは目を輝かがやかせた。

「ちょっと時間掛かかるから、ミミはまた遊んでおいで。できたら呼ぶから」

「うん！」

　ミミはそう言って、再び不思議空間の中に飛び込んでいった。

　そこに、ソフィアが話しかけてくる。

「ナオト、それをどうするんだ？」

「定番、焼くんだよ」

「焼くのか？」

　ソフィアは驚おどろいた。その事に直人も驚いた。

　わからないのか、と。

　が、説明するより実際にやって見せた方が早いと直人は思った。

　キッチンの前に立ち、リンゴを皮むきして、五ミリ程ほどの薄うすさにスライスする。

　それを皿に並べて、少し考えた。貯蔵室をあけて、ソフィアの父親からもらったちゃんとした茶葉を周りに添そえて、オーブンを予熱してから、そこに入れた。

「そうやって焼くのか？」

「ああ、皮ごとの丸焼きもいいけど、せっかくお茶の話になったんだから、一手間かけて香かおりもつけようって思ってね」

「なるほど」

「ちなみに初挑ちよう戦せんだ」

「えっ」

「香りをつけるやり方はしってるけどな。普ふ通つうはちゃんとした香こう料りようをつかうんだが、そういうのがないから紅茶の葉っぱで代用した。いい茶葉でいい香りがするかはわからんが、まあ、なんとかなるだろ」

「ナオトの腕を信用する」

「どうも」

　しばらくして、リンゴが焼き上がる。

　オーブンを開けると、紅茶の香りと、焼いたリンゴの甘いにおいが広がった。

「ふわ……」

　ソフィアが蕩とろけ顔になった。

　しんなりと焼き上がって、紅茶の香り漂ただようリンゴ。

　直人はその一部を、小皿に取り分けた。

　それをもって、キャンピングカーからおりる。

「ナオト？　どこに行くのだ？」

「ご近所にお裾分け」

「？」

　首をかしげるソフィア。

　直人はそのままサローティアーズの所に向かった。

　彼女は拗すねたような、それでいてうらやましがっているような顔をしていたが、向かってくる直人に驚いた。

　直人は皿を彼女のテーブルの上に置き。

「どーぞ」

「こ、これは？」

「焼きリンゴ。あんたが飲んでるいいお茶には及およばないだろうけど、リンゴとの合わせ技わざでいい線いってるはずだ」

「こ、これをわたしにくれるの!?」

「近所にお裾分け。それにいいものを見せてもらったからな」

　もちろんそれは魔ま法ほう陣じんの事。

　彼女が今いる涼亭は、直人の目にはキャンピングカーの縁えん側がわみたいなものだ。

　直人はそれに興奮した。そのお礼である。

「……ふふん、やっぱりそうね」

「うん？」

「まったく、わたしの許もとで働きたいのなら最初から素す直なおに──」

「ああ、働くのはなしだから、じゃ」

　直人はそう言って、彼女の許から立ち去った。

　きょとんとなる彼女をおいて、キャンピングカーに戻もどって、ソフィア、そしてミミと焼きリンゴを食べた。

　みんなが美味しいと言ってくれたので、満足した。




　そして、その夜。

　キャンピングカーのドア横に置かれた皿に、魔ま法ほうで書かれたらしき「ありがとう」の文字があった。







　姫騎士とラジオ体操







　空が白みはじめたばかりの朝、ユニコーンの小屋。

　朝早く起きたミミが小屋の前にやってきて、ドアの前に立った。

　小屋のすぐそばで寝ねそべっていたユニコーンが立ち上がり、ミミのそばにやってきた。

「おはよーつのうまちゃん」

「ひひぃーん」

　ユニコーンは首を下げて、ミミにほおずりしてきた。

　ミミはくすぐったそうにしながらも、お返しとばかりにユニコーンの首の周りを撫なでてやった。

　親愛を表す仕草で、見ていて微笑ほほえましい光景だ。

　……ユニコーンが微び妙みように鼻の下を伸のばしてさえいなければ、である。

「ひひぃーん」

「うん、ティアちゃんを誘さそいに来たの。ラジオ体操、というのを一いつ緒しよにやろうって。つのうまちゃんも一緒にやる？」

「ひひぃーん」

「わかった、じゃあちょっとまってねー」

　ミミはユニコーンを待たせて、小屋のドアをコンコンコン、とノックした。

　シーン、と静まりかえる。中から返事がしない。

　もう一度コンコンコン、とノックし。

「おーはーよー」

　と、あどけない声で呼びかけた。

　コンコンコン、コンコンコン。

　ミミはドアを叩たたきつづけた。

　そうしてしばし、ようやく、中から物音がした。

「せばすたん……？　あさごはんのたまごははんじゅくで……」

　ドアを開けて、姿を現したのは寝ぼけた目で三角帽ぼう子しつきのパジャマ姿のティアサローテイアーズだった。

　ずれた帽子からのぞく髪かみはぼさぼさで、はだけたパジャマからへそが見える。口元によだれの痕こん跡せきがあって、抱かかえているぬいぐるみはいかにも年季が入っていて、長年の夜のお供だというのが一目でわかる代しろ物ものだ。

　一つ一つは残念な感じがするが、全部合わせれば高いレベルで残念可愛かわいいという次元に到とう達たつする見た目である。

　そんな彼女に、ミミが話しかけた。

「あたし、セバスタンじゃないよ？」

「……？　じゃあせばすたんをすくらんぶるで……」

　明らかに寝ぼけてるティア。

　そんな彼女の手を引いて、歩き出すミミ。

　寝ぼけている彼女は宙にぷかぷか浮うかんだまま、ミミに引かれて、小屋の前にある開けた場所にやってくる。

「じゃあ、はじめるねー」

「……？」

　寝ぼけたまま、小首をかしげる。

　直後、音楽が流れ出して、ミミが体操をし出した。

　ラジオ体操、第一。

「ティアちゃんも、一緒にやって」

「……にゅぃ？」

　促うながされたティアはミミのまねをはじめた。

　音楽のリズムに乗って、慣れた様子でラジオ体操をするミミ。

　それに一いつ拍ぱく遅おくれて、それっぽいが微妙に間ま違ちがっている動きをするティア。

　朝のラジオ体操は効果抜ばつ群ぐんだった。

　もとより元気なミミはますます元気になり、寝ねぼけていたティアも徐じよ々じよに目が開き、目が覚めた感じになってきた。

　やがて音楽が終わると、ティアは完全に目覚めていた。

「ひひぃーん」

　ユニコーンが鳴き声を上げた。鼻の下を伸ばしていた顔から、微妙に驚きの顔になった。

「へー、ティアちゃん、普ふ段だんは寝起きが悪いんだ」

「ひひん」

「う、うるさい！　そんな事ないわ！　ジークフリードも余計な事言わないで！」

　ティアが顔を赤くして反論した。ユニコーンはそれで黙だまってしまった。

「それよりも……ここは？　わたし、なんで……？」

　ティアはきょろきょろと辺りを見回す。なぜ自分がここにいるのかもわからない様子だ。

　それに、ミミがこたえてやった。

「ラジオ体操だよー、これをやると朝はすっごく元気になるんだよ。ねっ、お兄ちゃん」

「らじおたいそう……ってお兄ちゃん？」

「……」

　ミミが同意を求めた先に、ティアはおそるおそる目を向けた。

　そこにスマホを持って、ラジオ体操の音楽を流していた直なお人とがいた。

　直人は少しだけ、あきれ顔をしていた。

「な、ななな……」

「あー、えっと。そのなんだ」

　直人は頰ほおを鉤かぎ状にした指で搔かきつつ、慎しん重ちように言葉を探した。

「おはよう、良い朝だな」

「……」

　絶句するティア。彼女は直人とミミを見比べて、やがて自分を見た。

　明らかに寝起きの、あられもない格好。

　直人を見て、自分を見る。

　直人を見て、自分を見る。

　直人を見て、自分を……。

　顔色が徐々に青ざめていく。言葉通り、寝起きを異性に見られた乙女おとめの様な顔になった。

「ぎゃあああああ！」

　色気のない悲鳴を上げて、小屋の中に逃にげ込んだ。

「ティアちゃん？」

「あー、ミミ。そっとしといてあげて」

「えー、でもー」

「いいから。そうだ、朝ご飯のお手伝いをしてくれるか？」

「オゴ♪　何すればいいの？」

「さっきスクランブルって言ったよな」

「セバスタンをスクランブル？」

「それはやめよう。普ふ通つうに卵をスクランブルにしよう」

　ティアの寝ね言ごとを思い出して、ミミにお手伝いの内容を言った。ミミはお手伝いするために、キャンピングカーの中に戻っていく。

　しばらくして、ティアが姿を見せた。

　さっきまでのパジャマ姿ではなく、出会った時と同じ黒をベースにしたドレス姿だ。

　三角帽子も外されて、綺き麗れいに梳くしけずられた髪に羽は根ね飾かざりがつけられている。

　ここだけ見ると文句のつけようがない美少女で、さっき見たのが幻まぼろしに思えたが、恥はずかしさと怒いかりで真っ赤になっている顔が真実だったと雄ゆう弁べんに語っている。

「や、やあ」

「……屈くつ辱じよくよ」

「え？」

「二百年以上生きてきた人生のなかで一番の屈辱よ」

「そ、そうか。それは悪かった」

「何だったのよさっきのは！」

「えっと、ミミが毎朝ラジオ体操をするんだ。前にちょっと教えたらそれ以降はまってさ。で、それをあんたと一緒にやろうって」

「……そんな事で」

「えっ？」

「そんな事で……わたしを、この魔ま神じんサローティアーズを辱はずかしめたのね！」

　ごごごごご、という空気が重さを増した音が聞こえてきたような気がした。

　ティアの体から光の粒りゆう子しが立ちこめ、足元に魔ま法ほう陣じんが現れる。

「ちょっ、ちょっと待って」

「その罪、万ばん死しに値あたいする」

「待て待て待て、落ち着いて話し合おう。そうだ、おれはなにも見なかった。見てないぞ、うん！」

「噓うそをつくな！　鼻の下が伸びてる！」

「伸びてないから！　パジャマ姿だぞ！　そんなので鼻の下なんか伸ばすか！」

「なっ──」

　ティアは絶句した。

「なんで伸ばさないのよ！」

「えええええ？」

「そいつを見なさいよ！　わたしのあんな姿を見たら普通ああなるでしょ！」

　ティアはユニコーンを指さし、やけくその様に叫さけんだ。

　小屋の陰かげにいるユニコーンは彼女が言ったとおり、一段と鼻の下を伸ばしたエロ顔になっている。

「おれをそのエロ馬と一緒にするな！」

「許さない……絶対に許さない……」

「いやいや待て待て」

「こんな仕打ちはじめて……汚お点てんよ、汚点……汚点は……消さないと」

　ぶつぶつ言うティア、ちょっとだけ涙なみだ目めだ。

　彼女の周りの景色がゆがむ。ゆがみながら、紫むらさきの毒々しい色に染まっていく。

「その罪、万死に──」

「ねえお兄ちゃん」

　ティアが手をかざして、何かをしようとした所に、ミミがキャンピングカーの中から姿を見せた。

　その手にはボウルと、かき混ぜた黄色い卵がある。

「卵、これでいーい？」

「卵？」

　びくっとなって、動きが止まるティア。

　毒々しい色の景色もピタッとやみ、元に戻もどる。

　彼女の視線はミミが持っている卵に釘くぎ付づけになった。

　ナイス！　と直人はミミに感謝し、彼女の許もとに駆かけ寄った。

　ボウルを受け取って、礼を言った。

「ありがとうミミ。うん、いい感じだ」

「ほんとー？」

「ああ本当だ、よし後は任せろ」

　直人はそう言って、ティアに向かっていった。

「スクランブルエッグがいいんだろ？　今から作るからちょっと待っててくれ」

「ティアちゃん、こっちで一いつ緒しよに食べよ？　つのうまちゃんもー」

　ミミはそう言って、ユニコーンに呼びかけつつティアの手を取って、キャンピングカーの中に招こうと引っ張った。

　直後、思いもよらない事が起きる。




　──ピタン！




　ミミに手を引かれたティアが、よろめいて一歩踏ふみ出した直後、そのまま前のめりになって転んでしまった。

　顔から盛大に地面に突つっ込んでいき、ヘッドスライディングかと見まがうくらいすっころんだ。

「……」

「……」

「……」

　瞬しゆん間かん、辺りの空気が凍こおりついた。

　天てん真しん爛らん漫まんなミミでさえ、いきなりの事に言葉を失う。

「ひひぃーん」

　唯ゆい一いつ、ユニコーンだけが鼻の下を更さらに伸のばすエロ顔をしていた。

　まるで、いつも見ている光景を楽しんでいるかのような、そんな顔だった。

「……おれは何もみてないぞ」

「う、うるさーい！」

　盛大に声を張り上げて、ティアは小屋の中に再び引っ込んでしまったのだった。







　姫騎士と聖害獣







「ミミー？　パトリシアが雨降りそうだって言うから中に──」

　明くる日の昼下がり、表で遊んでいるミミを呼ぶためにキャンピングカーから出てきた直なお人とは目の前の光景に思わず足を止めた。

　少しだけ離はなれている木の下に、ミミとユニコーンの姿があった。

　ミミは木にもたれ掛かかってうとうとしていて、ユニコーンは馬さながらの仕草で地面に寝ねそべって、ミミの膝ひざの上に頭を載のせていた。

　昼下がりの木こ陰かげで昼寝をする幼女と白い馬。

　その光景だけを切り出せば、神聖なシーンに見えるのだが。

「……なんか違ちがうんだよな」

　直人はなんとなくつぶやいた。

　つぶやいたあと、彼は振ふり向いて、キャンピングカーの縁えん側がわを見た。

　神聖な光景が繰くり広げられる一方で、縁側にいたのは姫ひめ騎き士しと子犬だ。

　こちらもやはり昼寝していた。

　縁側の上に短い手足を投げ出して寝ている子犬と、気品と凜り々りしさを投げ捨ててよだれを垂らしながら寝ている姫騎士。

「こっちだよなあ、やっぱ」

　直人はそうつぶやき、今でも充じゆう電でんを欠かさないスマホを出して、カシャッ、とその光景をカメラに収めた。

　そしてレンズをミミとユニコーンの方にも向けたが。

「……やっぱりいっか」

　なんとなく違う感じがして、彼はスマホをしまった。

　何が違うのかは、自分でも説明しにくいのだが。

「のんきなものね」

「ティア」

　背後からティアに声をかけられた。

　黒のドレスに羽を展開し、飛んで直人の横にやってきた。

　背中の羽か、あるいは強大な魔ま力りよくを使っているのだろうが、地面すれすれに飛んでいるので、直人はいつそれをみても「ホバー」という言葉が浮うかぶ。

　それをおくびにも出さずに、彼女に聞く。

「のんきなものって、雨はくるけど、雨くらいなら──」

「そうじゃない、あれを見てもなんとも思わないってところがよ」

「あれって、ミミとユニコーンが昼寝してることか？」

「そう」

「それの何が問題なんだ？　ユニコーンは清らかな乙女おとめの膝で寝るんだろ？」

「あれを野に放てば、人類が滅ほろぶとしても？」

「うん？」

「聖せい害がい獣じゆうユニコーン、またの名をガンコオヤジ」

「……はい？」

　直人は目を丸くした。ティアの口から出てきた言葉に、理解が追いつけなかった。

「聖……害獣？」

「そう、聖害獣。そっちの世界でどんな存在なのかはしらないけど、こっちの世界のユニコーンは処女好きをこじらせて、世界中の女の処女を守るって息巻く種族なの」

「へえ、それの何がまずいんだ？」

「……子供が生まれなくなるのよ」

　ティアは冷たく……あきれ果ててものも言えないという目で直人を見た。

　彼女の言葉に、直人はハッとした。

「ああっ！　そういうことか！」

「そう、放ほうっておけばユニコーンは世界中に散って女達の処女を守りにいくの。処女を守って、生しよう涯がい処女でいさせる。それで子供が生まれなくなる。歴史上、それで滅んだ国は十は下らないわ」

「……まさに害獣だな。でもまあ一いつ匹ぴきくらいなら大だい丈じよう夫ぶだろ」

　ミミとユニコーンの姿をみて、直人はそう言った。

　彼の趣しゆ味みではないだけで、ユニコーンがミミの膝の上に乗っている光景はやはり神聖に見えるものだ。

「この魔ま神じんサローティアーズが種族ごと管理してるからね。いまこの大陸にいるのはそのエロ馬一匹だけよ」

「……ちなみにあんたが管理してるユニコーンを全部野に放てばどうなる？」

「一千万人の女の処女が生涯守りとおされる」

「……本気で国が滅ぶなそりゃ」

　直人はぞっとした。一千万人も生涯子供が産めないことになったら冗じよう談だん抜ぬきで国が一つ滅びかねない。出生率低下なんて生やさしい話ではない。

　そう考えると。

「あんたは……救世主みたいなもんだな」

「な、何言ってるの！」

　何気ない……本心からの一言だったが、ティアはそれに強く反応した。

　首筋まで血の色にさせて動どう揺ようしている。

　まるで雨の日に子犬を助けた所を子分に見られた番長の様な慌あわてっぷりだ。

「わたしは魔神、魔神サローティアーズよ。救世主なんて──」

「そうか、ところであれは起こした方がいいよな」

「話聞きなさいよ！」

　必死に弁明を試みるティア。

　直人は密ひそかににやにやしながら、ミミとユニコーン、そして空を見上げた。

　キャンピングカーから出てきた時より、一層黒めいて見える空。

　乾かわいた砂が湿しつ気けと混じり合う、雨の直前によく嗅かぐあのにおいが鼻をくすぐってきた。

　直人にもはっきりと、一雨来そうだとわかる。

「……起こそう。このままだとずぶ濡ぬれになるしな。おーいミミ、中で──」

「あっ、ばか──」

　背後から聞こえてくるティアの、違った意味で焦あせった声。

　それが何なのかを理解する前に──直人の体に電流が走った。

　もののたとえではない、本物の電流。冬場によくぱちっとくる静電気の百倍くらい強い電流。

　全身がしびれて、地面に膝をつき、そのまま倒たおれた。

「な──こ──」

　なんだこれは。

　そんな言葉すら出てこないほど、体がしびれている。

「だから言ったのに」

「い──」

　言ってない、という言葉も出てこなかった。

　かろうじて目は動くので、必死に動かしてティアを見た。

　ティアは呆あきれた様な顔でこっちを見ている。

「ユニコーンが乙女の膝で休んでる時は周りに結界を張るのよ。同じ乙女以外を拒きよ絶ぜつする結界を」

「しょじょちゅうめ……」

　しびれが少しだけとれて、言葉が出るようになった。

　頑がん張ばって立ち上がろうとすると、ティアが更にあきれ顔になる。

「中に入れればいいのね。待ってなさい」

　ティアはそう言って、浮かんだホバーしたままユニコーンに近づいていった。

　気配を感じたのか、ユニコーンは顔を上げた。

　ティアを見て、いななく。いつものエロ顔ではなく、ちょっとだけ不ふ機き嫌げんそうな顔だ。

　まるで「邪じや魔まをするな」と言ってるかのようだ。

「退どいて。その子を中に入れるわ」

「ひひぃーん」

「退いて」

「ひぃ──」

　ユニコーンが更にいななく──が、ドォーン、という轟ごう音おんが辺りに響ひびき渡わたった。

　羽一いつ閃せん！

　羽ばたくようなティアの羽がまるでフックの様にユニコーンの顔面をえぐった。

　すると白い幻げん獣じゆうの体は軽々と、綺き麗れいなアーチを描えがいて黒める空に消えていった。

「エロ馬のくせに、わたしに楯たて突つくなんて二百十一年早いわよ」

　そう話すティアの顔には威い厳げんすら感じられた。

　魔神サローティアーズ。直人ははじめて、その名前の重さを感じた。

「で、この子を中に運べばいいのね」

「ああ、それはおれが──」

「いいわ、コレはサービスよ」

　ティアはそう言って、手をかざしてミミを浮かばせた。

　魔法を使って持ち上げた、そんなイメージだ。

　そうして、くるりとキャンピングカーに振り向き、そこに向かって飛び出した。

　動き出した次の瞬しゆん間かん、




　──ピターン！




　という音が聞こえてきて、ティアは何かに躓つまずいたかのように転んでしまった。

　前向きに、頭から突つっ込んでいく転び方。

　沈ちん黙もくがおりる。魔神の威厳で引き締しまった空気が跡あと形かたもなくはじけ飛んだ。

「……サービスか」

「うるさーい！　こんなのサービスなんかじゃない！」

　直人の言葉に、ティアは涙なみだ目めで必死に否定したのだった。







　姫騎士とガソリン（上）







　穏おだやかな午後、湖こ畔はんに止められたキャンピングカー。

　直なお人とは排はい水すいタンクにたまった廃はい水すいを処理し、ポンプを使って水を貯水タンクにくみ上げている。

　バスコン型キャンピングカーであるパトリシアは、そのボディの大きさも相まって、数百リットルの水を積せき載さいして走ることができる。

　それはどれほどの量なのかというと、飲用だけではなく、自じ慢まんの機能の一つであるシャワーをまかなう事ができるほどの貯蔵量でもある。

　その自慢の機能の一つのシャワーだが、ここしばらくほとんど使われていない。

「なにしろガソリンがないからなあ」

　ポンプが回転する轟音を聞きながら、車体に背をもたせかけてつぶやく直人。

　ガソリンがない、すべてはそれにつきる。

「ガソリンで走ってれば電気はめちゃくちゃ余るんだよなあ、最高変へん換かん率のソーラーパネル積んでるし、回生ブレーキでなんだかんだで電気の回収もできる。ぶっちゃけ一日中ルームエアコンを回したって電気はまだ余るんだ。それがなあ」

　パトリシアは本来、現実世界でガソリンが問題なく供給され、それで走行することを想定されたキャンピングカーだ。

　その場合ソーラーパネルはあくまで補助的なものである。一応それで車を走らせることもできるが、メインはやはりガソリンだ。

　なので電気そのものは、余よ裕ゆうをもって使うことができる。

　だがガソリンがないこの異世界では、キャンピングカーを動かすためのエネルギーは太陽光発電でためた電気だけになる。

　それは一日十数分車を動かした上で、生活用電気を最小限使う分だ。

　シャワーなんてほとんど使えない。

　つまり、ガソリンがない現状では。

「こいつの性能が十パーセントも発揮されてないんだよな」

　車体をなでるように触ふれながら、直人がいう。

　このキャンピングカーは彼の夢が詰つまったもの、夢が具現化したものといっても差し支つかえないものだ。

　それが百パーセントの性能が出せない現状は、直人にとって歯がゆい状じよう況きようである。

　だが、どうしようもない。

　そのことに黄昏たそがれていると。

「へえ、便利なものがあるじゃないの」

「ティア」

　横から魔ま神じんが話しかけてきた。距きよ離り感かんを感じさせない口調だ。

　いつも通り羽をあしらった髪かみ飾かざりに、黒いレースドレスという出いで立ち。羽を広げて宙に浮うかんでいるのもいつも通りだ。

　魔神サローティアーズ。幻獣を種族ごと一人で管理し、強大な力をもつ恐おそるべき存在だが。

「おはよう、今日は転ばないのか」

　直人は至し極ごく軽いノリで返事をした。

　色々あって、直人は彼女を恐きよう怖ふの存在として見ることはない。

「い、いつも転んでる訳じゃない！」

「いまのところ、キミとあって転んでるのに遭そう遇ぐうする確率は五十パーセントくらいなんだが。ぶっちゃけピンチに陥おちいった姫ひめ騎き士しが『くっ、殺せ』っていうのより三倍くらい高い」

「な、なんだその比ひ較かくは！」

「不思議だよなあ、なんで飛んでるのに転ぶんだろ。姫騎士が姫騎士ホイホイに引っかかるのと同じくらい不思議だ」

「う、うるさい！　なんなんだその比較は！」

「不思議だよなあ」

「おまえ、わたしの事をなめてるでしょ。わたしは魔神サローティアーズなのよ、偉えらいのよ！　恐怖の象しよう徴ちようなんだからね！」

「……恐怖のしょーちょうなのだぞ、って言ってみて」

「わたしをなめるな！」

　ティアは叫さけんで、ピンと伸のばした鋭えい利りな爪つめを突き出してきた。

「うわっ！」

　声を出して、頭を抱かかえてしゃがみ込み、それを避よけた直人。

　しゃがみ込んだ彼の目の前を、爪が通り過ぎていった。

　頭上ではなく、目の前を。

　ぴたーん、という音を立てて、ティアは前のめりになってずっこけた。

　瞬間、時が凝ぎよう固こする。

　しゃがんだ直人に、ずっこけたティア。

　目と目が合う瞬間、気まずさマックスの一時。

「……」

「えっと、よかったな、これ六十パーセントになったぞ」

「マスター、それはフォローになってません」

　壁かべの向こうからパトリシアの声が聞こえてきた。

　突っ込むならフォローしてくれ、と直人は密ひそかに思った。

　一方で、ティアの表情がかわる。

　みるみるうちに、まなじりに涙がたまっていく。

「……うぐっ」

「うん？」

「うわああああん」

「げっ」

「またわたしの事をなめる！　いじめる！　うわああああ」

「待て待て、ちょっと待て」

「なんなんだおまえは、なんなんだおまえはー」

　威厳など見る影かげもなく、わんわん泣き出してしまうティア。

　魔神は地面にヘッドスライディングした体勢のまま、じたばたし出してしまう。

　直人は慌あわてた。両手をあわあわとさせて、フォローしようとする。

「いやごめん、ごめんって」

「うわあああああん」

「本当悪かった、あやまるから、なっ」

「びえええええええん」

「ガキ泣きかよ……」

　直人は困り果ててしまった。

　直前に殺されかけた（あの爪はたぶん食くらったらとんでもない事になっていた）はずだが、こんな風に泣いているティアをみていると、なぜか自分が悪い事をしたような気分になってきた。

　実際はなにもしていないのだが。

　涙なみだと鼻水まみれになった彼女のためにポケットを探さぐってみたが、ハンカチはおろか、ティッシュのたぐいも入っていない。

　代わりに、彼には有能な秘書のような存在がいた。

「はい、マスター」

　窓から体をせり出して、綺き麗れいに折りたたまれたハンカチを差し出してくるパトリシア。

　フォローありがとう、と直人はハンカチを受け取って、ティアに差し出す。

「ほら、これで涙拭ふいて」

「泣いてないもん！」

「わかった、泣いてない、魔神は泣かないよな。じゃあとりあえず顔についた泥どろを拭こう、せっかくの可愛かわいい顔、泥がついて台無しだ」

「……」

「ほらとりあえず、なっ」

　直人はティアに手をさしのべた。

　ティアはその手を取って、立ち上がった。

　パトリシアはそれをみて、すぃ、とキャンピングカーの中に引っ込んだ。

「……ぐす、お前なんか嫌きらいだ」

「ごめんって」

　直人は手を合わせて拝んで、下げた頭で上うわ目め遣づかいに彼女をみた。

「お詫わびに一つ、なんでもしてあげるから、な」

「……本当？」

「本当本当」

「じゃあ、わたしの料理人に──」

「それ以外で」

　直人は食い気味で断った。働くのはゴメンなのだ。

　しかし言ってから、はっとして後こう悔かいした。

　やってしまった、という思いが脳のう裏りを駆かけめぐった。

　案の定、彼女のまなじりに再び、みるみると涙なみだがたまっていく。

「ご──」

「うええええええん」

　短期間に同じ美少女を二度も泣かせてしまった。

　直人は必死に彼女を宥なだめた。

　慎しん重ちように、これ以上の失言をしないように、彼女を宥めた。

「そうだ。パトリシア、スイカバーがあっただろ？　それを出してくれ」

「どうぞ、マスター」

　直人のオーダーにパトリシアが即そく座ざに答えた。

　窓から体を出し、手作りのスイカバーを出した。

　受け取って、ティアに渡わたす。

「これは？」

「スイカバーだ」

「スイカバー？」

「スイカで作ったアイスだ。小さい冷蔵庫だから毎日ちょっとしか作れない貴重品だぞ」

「甘い……冷たい……」

「夏だからな、いろんなアイスにチャレンジしていこうと思ってる」

「……美味おいしい」

「それは良かった」

　直人はうれしがりつつ、ほっとした。

「ちなみにただのスイカバーじゃないぞ。百パーセント果か汁じゆうで無む添てん加かのスイカバーだ。まあこの世界じゃ添加する方が難し──」

「パーセント……」

　つぶやくティア。彼女が口を尖とがらせるのを見て、直人ははっとして口をふさいだ。

　これも地じ雷らいだ、パーセントという言葉は地雷だ。

　彼はまだ、地雷原の中にいたのだ。

「……」

　ティアはむすっとして、スイカバーを食べた。

　食べ尽つくして、直人に棒を渡した。

「ごちそうさま」

「お粗そ末まつ様さま」

　しばし、二人の間に気まずい空気が漂ただよった。

　何かを言おうとする直人。しかし今日は何を言っても地雷を踏ふみそうなので、うかつに何も言えなかった。

　そんな彼に、ティアの方から聞いてきた。

「そういえば、さっきガソリンって言ってたけど」

「え？　ああ言ってた」

「それ、なに？」

「ああ、この車の動力源みたいなものだよ。パトリシア、給油口あけて」

　オーダーはすぐに応こたえられ、給油口がぱか、と音を立てて開いた。

　運転する上ではガス欠を起こしているが、最後の一いつ滴てきまでなくなった訳ではない（物理的にそれは起きない）。

　直人は棒を使って、給油口のふたに付着してるガソリンを拭ぬぐって、ティアの前に示した。

　ガソリン特有の甘い香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

「こういうものなんだ。これを中で燃やして、車を走らせるんだ」

「これ、わたし知ってる」

「え？」

　直人は驚おどろいた目でティアを見つめた。







　姫騎士とガソリン（下）







　走行中のキャンピングカー。

　直なお人とが運転席、ソフィアが助手席──なのはいつも通りだが、ソフィアの反対側──直人の左手側にもう一人いた。

　車の中ではなく、窓の向こう、車の外。

　電力でモーターをまわして走るキャンピングカーに、魔ま力りよくと羽で飛んで併へい走そうする魔神サローティアーズ。

　彼女は羽を羽ばたかせながら、まったく同じ速度で、ぱっと見サイドカーでもついててそこに座ってるかのようについてきていた。

　ちなみにユニコーンはいない。ついて来ようとしたが、ティアの「お座り」と「待て」のコンボで置き去りにされた。

　エロ顔の害がい獣じゆうだが、さすがに哀あわれみを誘さそう処しよ遇ぐうで、直人はちょっとだけ同情した。

　だがまあそれはどうでもいいことだった。これから調達しに行くガソリンに比べれば大したことではない。

　これでやっとパトリシアのフルスペックを発揮できると、直人はそのことに思いをはせつつティアに改めて聞いた。

「本当に、ガソリンがあるのか？」

「ガソリンという名前は知らないけど、それと同じものは知ってる。花のようないいにおいがして、火をつけたら勢いよく燃えるものでしょ」

「花のようなにおいって初めて聞くけど、確かに花っぽいよな、あのいいにおいって。子供の頃ころ親が給油するときいつもわがまま言って窓を下ろしてもらってたっけ」

「そう」

「しかし、まさかこっちにもガソリンがあったとは……いやあるかも知れないとは思っていたが」

「なあナオト、がそりん……ってなんだ」

　ティアの反対側からソフィアが聞いてきた。

　ティアとは違ちがって、ガソリン知らない言葉の言い方が相変わらず片言になってしまう彼女である。

「パトリシアを動かすためのエネルギーだ。今は太陽光で何とか動かしてるけど、本来はガソリンがメインなんだ」

「そうなのか」

「ああ、ガソリンさえあれば、パトリシアは本来の力を取り戻もどすことができる」

「本来の力か」

　おうむ返しにいって、思案顔をするソフィア。

「もしかして、胸が大きくなるのか？」

「……なる」

　二ふた呼吸ほどの間を空けて、直人は迷いのない口調ではっきりと答えた。

　彼には確信がある。そうなるであろう確信をもっている。

「本来の力を取り戻すってのはつまり完全体になるってことだ。パトリシアはおれの夢そのものだ、その完全体ならオッパイは大きくなる。オッパイは人類の夢だからな」

「なるほど」

「更さらに言えば大きくなるだけじゃないぞ。形も、張りも、すべてが数ランク上にランクアップするはずだ。今はただの巨きよ乳にゆうだが、ガソリンを入れたら美巨乳になるはずだ」

「なるほどわからん」

　途と中ちゆうまでは理解していたはずのソフィアがその理解を放ほう棄きした。

　直人の平静だが、内容の濃こさが多段加速した弁がそうさせたのだ。

　彼女は代わりにパネルを見て、違う話を切り出した。

「ナオト、電力がそろそろ危険だが、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「むっ」

　直人はハンドルを握にぎったままパネルを見た。ソフィアが指し摘てきした通り、電力を示す数値がかなり減っている。デジタルで数値化しているそれは赤い警告色の文字で表示されている。

　このまま走行を続ければ、今晩は電力が使えない夜を送らざるを得ない。

　直人は少し考えて、ティアに再さい確かく認にんした。

「ティア、目的地まであとどれくらいだ？」

「そろそろよ、あの丘おかを越こえたあたりが目的地」

「そこに行けばガソリンはあるのか？」

「間ま違ちがいなくある。波動をちゃんと感じる」

　ティアは迷いのない口調で答えた。

　ガソリンの波動がどういうものなのか彼にはわからないが、魔神である彼女にだけ感じる何かがあるのだろう。

　そこまで行けばガソリンが手に入るのならと、指摘したソフィアに答えた。

「あの丘を越えるのはぎりぎりだけど、何とかなる。そこでガソリンが手に入るのならそれで発電できるから、問題は全部解決する。だからこのままいく」

「なるほど、わかった」

　直人の説明に、バッテリー切れを警告したソフィアが引き下がった。

　ガソリンさえ手に入れば問題ない、という事を理解したからだ。

　そのまま運転を続け、やがてキャンピングカーとティアは丘を越えた。

　そこで、直人はゆっくりと車を止めた。

　眼下に広がるのは地平線が見える一面の荒こう野や。

　高かった太陽が西に沈しずみゆき、黄昏たそがれが荒野を照らし、えも言われぬ荒こう廃はい感を醸かもし出している。

　それはそれですばらしい景色だと思った。落ち着いたらゆっくりとこの景色を眺ながめる時間を作ってもいいのかも知れない。

　そんな事を思いながら、ティアに聞いた。

「ついたぞ、ガソリンはどこにあるんだ？」

「待ってくれ、今おびき出す」

「……おびき出す？」

　ティアの言葉に首をかしげた。

　ガソリンをおびき出す。

　言葉として軽く破は綻たんしている言い回しに聞こえてしまう。ティアが言ってる「ガソリン」と自分が思っている「ガソリン」が本当に同じものなのか、すこし不安になってきた。

「あんた、車を降りなさい」

「わたしか？　なぜだ」

「いいから降りろ小こ娘むすめ」

　魔神は姫ひめ騎き士しに向かって命令口調で言った。

　はじめてあったときから、彼女はちょくちょくこういう口調をする時がある。

　急な命令にソフィアはむっとしかけたが、それでも言われた通り助手席から降りて、ティアの前に立った。

　魔神と姫騎士、二人の間になぜか緊きん張ちよう感かんが高まる。

　遅おくれて車から降りた直人は、固かた唾ずをのんで二人を見守った。

　ティアは目の前に立ったソフィアをまじまじと見つめて、その周りをぐるりと一周した。




　ピターン！




　一周して正面に戻ってきた所で、またしてもずっこけて、顔から地面に突つっ込んだ。

　サッと顔を上げて涙なみだ目めで直人をにらんできたが、それを予想した彼は直前に視線をそらし、わざとらしく口笛を吹ふいた。

　頭の中でずっこけ率がまた高くなったが、それをいうとガソリンが手に入らなそうなので、ぐっとこらえた。

「ごほん。やるわよ」

「あ、ああ。なんだかわからないが、とりあえずわかった」

　珍めずらしく自分の事以外でうろたえるソフィア。ティアのずっこけ癖ぐせがそうさせたのだろう。

　そんな姫騎士の前に立ち、両手をかざすティア。

　左手がまずソフィアの体に触ふれて、右手が空気を摑つかんだ。

　すると、ソフィアの体から光の粒りゆう子しが立ち上り、ティアの体を通してソフィアの右手の先に集まっていく。

　やがて、光の粒子が溶とけ合い、一つになると。

「……分身？」

　それを見た直人が思わず漏もらした。

　光の粒子が集まってできたのはソフィアとまったく同じ姿形をした、もう一人のソフィアと呼んでも差し支つかえないような存在。

　直人が知る蠟ろう人にん形ぎようよりも更に精せい巧こうな、不気味の谷を越えたうり二つな存在だ。

　作り出したものを見たティアは満足げに微笑ほほえみ、ソフィアの額にツーと汗あせが伝った。

「これでよし、これならおびき出せるはずよ」

「まさか……わたし今ものすごく嫌いやな予感がしたのだが」

「賢さかしいわね姫騎士。あたりよ、それ」

「まて、やめろ、わたしは──むぐっ」

　ソフィアが何かを言おうとするが、言葉が途と中ちゆうで途切れてしまった。

　ティアに先手を打たれたのだ。魔神がかざした手から黒のオーラが出て、それがロープのようなものになり、姫騎士の体に巻き付き、縛しばりあげたうえ地面に転がした。

　これが実力の差というものだろうか、「てきぐんのかいめつ」が特技だとのたまう姫騎士が大した抵てい抗こうもできないまま拘こう束そくされてしまう。

「大丈夫、あんたは使わないから。使うのはこっち」

「──ッ」

　縛られたまま抗こう議ぎするソフィアはしかし無視された。

　ティアは拘束していないソフィアの分身を連れて、飛んでいった。

　離はなれた所でそれを下ろして、戻ってくる。

「準備できたわ」

「準備って、あれで何をするんだ？」

「まあ、見てなさい、あの格好ならすぐに現れるはずだから」

「はあ……」

「しかし姫騎士でよかった、女騎士だったらちょっと面めん倒どうだったかもね」

「なんか違うのか？」

「女騎士は姫を守るための矜きよう恃じがあるから堕おちにくいけど、姫騎士はそういうのないからすぐに堕ちるのよ。心当たりない？」

「……あるけど、おい待て、なんかおれまで嫌な予感がしてきたぞ」

「来たわ」

　直人はティアの視線を追って、その先を見た。

　夕焼けに照らされた、何もなかった荒野に微び妙みような変化が現れていた。

　あらかじめ言われなければ気づかなかったであろう、微妙な変化。

　夕焼けの大地に、違ちがう赤が混ざりはじめたのだ。

「あれは？」

「フレイムスライム」

「フレイム……火属性のスライム、ってことか？」

「そう」

　ティアがうなずくのを見て、直人は改めてそれを見た。

　正体を聞かされると、よりはっきりとわかる。

　そこには、赤オレンジ色をした軟なん体たい動物が大量にうごめいていた。

　ソフィアと出会った直後にも見たスライムとほとんど同じで、色だけが違う存在。

　いかにも火を吐はきそうに見えるスライムたち。

　ざっと見た限り、おそらくは百匹ぴき近くはある大群だ。

「──っ！　ンン！」

　地面に転がされたソフィアは、縛られたまま、まな板の上の鯉こいの如ごとく跳はねていた。

　──やめろ、やめてくれ。

　彼女の抗議が聞こえてくるかのような動きだ。

　嫌な予感がますます強くなって、直人はティアに聞いた。

「なあティア、おれたちは……ガソリン……を取りに来たんだよな」

「そうよ？　あれがガソリンの素もと」

「ガソリンの素？」

「だから、あれの体液がそれなのよ」

「え？」

「ほら、始まった」

　直人はティアが指さした先の、スライムとソフィアの人形を再び見た。

　ソフィアの形をした人形に、赤オレンジ色のスライムが大量に群がっていった。

　スライムの能力だろうか、服や鎧よろいがみるみる溶けていった。

　そういう風に作られたからか、ソフィアの人形はちょっとだけ抵抗して──すぐに無抵抗になった。

　人形とは違って、オリジナルのソフィアは盛大に暴れた。

　ここにきて、直人はようやく彼女が暴れる理由がわかった。

「お兄ちゃんどうしたの？　なんかさわがし──」

「うわあああ、十八歳未満禁止[image: !!!]」

　騒さわぎを聞きつけたのか、ずっと不思議空間の中にいたミミが顔を出してきた。

　直人は大声をあげて、彼女を不思議空間の中に押し戻もどした。

　そうしてから戻ってきて、ティアにいった。

「もういいから、あれをやめさせろ」

「え？　でも体液だからちゃんとやらせないととれな──」

「体液は体液でもやばい方の体液だろ！　あと花のにおいって色々やばいだろ」

「そう？」

「いいからやめさせろ、……やめさせないとこの先何も食べさせないからな」

「え？　それは困る！」

「だったら」

「……むぅ、わかった」

　ティアはぶすっとした顔で、手をかざした。

　次の瞬しゆん間かん、ソフィア人形がいる場所を中心にブラックホールが出現し、人形ごとスライムを飲み込んだ。

　それに直人はほっとした。

　あのまま放置していれば分身とは言え、ソフィアに見える人形がスライムたちに「くっ、殺せ」的な展開になって、大量の体液をその体に浴びていただろう。

　それがガソリンだと、ティアは言うのだ。

　ガソリンはほしいが、それを知ってしまってはもう無理な直人である。

　彼はため息をついて、ティアに聞いた。

「ガソリンは、あれしかないのか？」

「わたしが知る限り、この世界ではあれでしか手に入らない」

「わかった、じゃあ、もうガソリンは使わない」

　直人はうなずき、はっきりと宣言した。







　姫騎士とキャンピングカー改造







　夜、キャンピングカーの中。

　ガソリンを取るために無理をしたせいで生活用電気にまわすはずだった電力がほぼ使い果たされ、室内のほとんどの家電が使えない状じよう況きようになっていた。

　暗い中、コタツの上に置かれたロウソクがゆらゆらと部屋の中を照らしていた。

　そこに、ほぼ全員が集結していた。

　コタツの周りに直なお人と、ソフィア、ミミが座っている。開かれた冷蔵庫の不思議空間からパトリシアが生えていて、子犬はいつも通りみかん箱の中で寝ねている。

　唯ゆい一いつここにいないティアだが、彼女は縁えん側がわを上がって、部屋の中に入ってきた。

「話をつけてきた、スライムに襲おそわれる事はないから安心し──」

　そう話す彼女は、またしても体勢を崩くずした。盛大にずっこけて、頭から畳たたみに突っ込んでいった。

「キャン！」

「わんちゃん！」

　ミミが立ち上がった。ティアが転んだとき、子犬のみかん箱を巻き込んで、押しつぶしたのだ。

　突とつ然ぜんの惨さん劇げきに、すやすやと寝ていた子犬がみかん箱から飛び出て、ミミの腕うでの中に飛び込んだ。

「いたたた……」

「あんた、わざとやってないか？」

「う、うるさい！　そんな事するわけないでしょう！」

「それにしては毎回毎回転んでるよな」

「こ、この床ゆかが悪いのよ！　なにこれ、草じゃないの」

「い草って言うんだ、ついでに言うとこの完成品は畳って言うんだ」

「こんな訳のわからない床、転ぶに決まってるでしょ」

「はいはい」

　直人は呆あきれた顔をすると、立ち上がって、貯蔵庫からガムテープを出した。

　もう大分少なくなった、現実世界からもってきたものの一つ、ガムテープ。

　それをティアにさしだした。

「な、何これ」

「これでみかん箱を直して」

「なっ、なんでわたしがそんな事を！」

「壊こわしたのはあんただろ」

「で、でも……」

「くーん」

「ティアちゃん……」

　悲しそうに啼なく子犬、そしてミミの責める視線。

　幼女と子犬。

　このコンビに勝てるものはそうそういない。

　魔ま神じんといえども、それは例外ではなかった。

　ティアはシュンとした様子でガムテープを受け取って、言われたとおり素す直なおにみかん箱を直し始めた。

「さて、話が──」

　ぐぎゅるるるるる──。

　直人が話を始めようとした瞬間、ティアの方から盛大なＢＧＭが鳴った。

　だれが聞いてもはっきりとわかる腹の虫。

　そして動きをピタッと止めたティアの反応から、だれが見ても出所が一発でわかってしまう。

「うん、よくわかった」

　直人はうなずき、言った。

「あんた、ソフィアの上位互ご換かんだな」

「なっ」

　それに強く反応したのはソフィアだった。ティアは失態の連続で固まったままだ。

「聞き捨てならないぞナオト」

「あっ、上位互換はわかるのか」

「よくわからないがバカにされてるのはわかる。そもそも今の話で引き合いにだされる事自体耐たえがたい屈くつ辱じよくだ」

「なるほど、一理ある」

　直人はうなずいた。

「そもそも、わたしはあんな風にずっこけたり──」

　ぐぎゅるるるるる──。

　腹の虫が盛大に鳴った。キャンピングカーの中にいる、全員の耳にそれが届いた。

　当然、ティアではない。彼女はまだガムテープを持った状態で固まったままだ。

　直人は呆れ笑いした。

「腹の虫は鳴るようだな」

「こ、これはちがうのだ」

「はいはい、わかってるから、生理現象だから気にするな」

「ちがうのだあああ」

　ソフィアが頭を抱かかえて暴れ出した。

　その後、ＩＨクッキングヒーターも電子レンジも使えない中、直人は何とか工く夫ふうして夕飯を作り、腹ぺこコンビの二人を満足させてから、改めて話を切り出した。

「パトリシアを改造しようと思う」

「あらあらまあまあ」

　改造される当の車本人は、頰ほおに手を当てて直人に微笑ほほえみかけた。

　一方で直人の宣言を受け、ソフィアが首をかしげた。

「改造？」

「そうだ、改造だ」

　直人はうなずき、言った。

「今のパトリシアはハード的にはガソリンと電気のハイブリッド車だ、そしてその電気を屋根のソーラーパネルに依い存そんしきってしまっている」

「よくわからないが、そうだな」

「正直ちょっとだけ望みを抱いだいていたんだが、今日のことでガソリンはこの先も期待できないことがわかった。なら、改造しなきゃダメだと思う」

「なるほど、それはいいのだがナオト、一つ質問がある」

「なんだ」

「その改造というのはどこまでやるのだ？」

　ソフィアの質問の真意、直人はそれを正しく把は握あくした。

　ここしばらく、直人とソフィアは暇ひまさえあれば──いや暇ひま潰つぶしに「理想のキャンピングカー」について色々と話し合った。

　二人で相談して、意見を出し合って、すりあわせて。それで何枚もの図面を描かいてきた。

　直人はモーターホーム、ソフィアは小型の移動要よう塞さい。

　二人の意識にちょっとだけのずれがあったけど、それを上手うまくすりあわせて、何枚もの図面を描いてきた。

　が、それには一つ共通点がある。

　動力源とは関係のない、内装のみの話なのだ。

　武装の話をしたことはある。それは最終的にソフィアが屋根に乗って、炎ほのおの槍やりを投げるだけの人間砲ほう台だいになればいいということでケリがついた。

　そんな風に一いつ緒しよにやってきたから、ソフィアが何を聞きたいのかがすぐにわかった。

「動力源だけだ」

「そうか、わかった」

　ソフィアは微かすかにほっとした顔でうなずいた。

　理想の図を何枚も描いてきたのだが、理想像の完成までまだまだ時間が掛かかる。

　今すぐにそれをする訳ではないと知っての安あん堵どである。

「でもお兄ちゃん、改造ってできるの？」

　ミミが至し極ごくまともな疑問を呈ていした。

「それが問題なんだよな。ああ、もちろんおれができるかどうかも問題だけど、そもそもの問題がもう一つ」

「パーツ……でございますね」

　パトリシアがいい、直人がうなずいた。

　この中でもっとも直人の意識に近い存在である、パトリシア。

　彼女はキャンピングカーの化け身しんであり、生まれが直人と同じ現代日本だということで、ソフィア達異世界人が理解できない、知らないことの多くを知っている。

　だから直人がいう「問題」をすぐに理解した。

「一番なんとかなりそうなやり方は発電する装置を作って、それをコンセントにつないで充じゆう電でんするってやり方だな」

「ここでございますね」

　パトリシアがそういい、パネルの下にある電源プラグを指した。

　それは出力ではなく、入力のための端たん子し。

　ソーラーパネルでもなく、ガソリンでもない。

　本来、キャンプ地や市街地などで流れているＡＣ一〇〇Ｖから充電するためのプラグだ。

　キャンピングカーのほとんどに備え付けられている装置で、パトリシアのあまたある機能の中で、今まで一度も使った事の無いものだ。

「現実的な所だと……でっかい風車を屋根につけて、それをここにつなげるとか」

「現実的でございますね、比較的に」

「そうなんだよな、比ひ較かく的てき、なんだよな」

　直人の発想ではそこまでが限界である。

　彼は色々と物作りが好きで、実際に創意工夫もできる人間だ。

　だが専門的な事をいえば、彼はソフト屋であり、ハード屋ではない。

　多少の工夫はできるが、それ以上の事は無理だ。

　何より、その発想は元の世界、自分がいた世界の常識に引きずられたままである。

　もしここに彼とパトリシアしかいなかったら、最終的に風車か水車という話になっただろう。

　しかし、彼の周りには今、異世界にやってきてから知り合った者達がいた。

　彼の常識にとらわれない発想ができる者達が集まっていた。

「方法ならあるよ」

「本当かずっこけ」

「なにその名前！」

「ごめんごめん、つい。ごほん、本当かティア」

　直人は言い直した。ティアは唇くちびるを尖とがらせながらも、彼に言った。

「そこにいる巨きよ乳にゆう、この車の精せい霊れいよね」

「ああ、そうみたいだ」

「なら、彼女を介かいして力を供給すればいいんじゃない？」

「そんな方法があるのか！」

「あるよ」

　ティアはあっさり言い放った。

「オークの秘宝で精霊と依より代しろをもっと強く結びつけるのがあるの、それをすれば精霊が取り込んだ力がそのまま依り代の力になる。魔ま力りよくをダイレクトに注いでもいいし、精霊が生き物の形をしてたらご飯でも食べさせれば力になるわね」

「ご飯をか！」

「あらあら、わたしでもマスターのご飯を食べられるようになるのですね」

「それはすごいな！　是ぜ非ひそれをやるべきだナオト」

「……」

　直人は目を輝かがやかせた。不意に開かれた可能性にわくわくしていた。

　それは彼だけではなかった。ソフィアも、ミミも、そして普ふ段だんは穏おだやかなパトリシアまでもが興奮気味だった。

「ふふん」

　それを見て、ここぞとばかりにティアが得意げに胸を張った。

「しかしそれはオークの秘宝よ、普ふ通つうなら手に入れる事は難しい。聞いた話によると王家が管理していて門外不出のものだそうだわ」

　彼女はそういって、ちらちらと直人たちを見た。

「が、この魔ま神じんサローティアーズにかかれば、たとえオークの秘宝といえども手に入れるのはたやすい」

　そういって、更さらにちらちらと見た。

「そうね、わたしは寛かん大だいだから、部下には秘宝の一つくらい褒ほう賞しようとして与あたえることもあるかもね。オークの連中をちゃちゃっと倒たおしてちゃちゃっと取ってきてもいいわ」

　そういって、更に直人をちらちら。

　あからさますぎる言動、何を欲ほつしているのかすぐにわかった。

「かわりに、そうね──」

「ああ、料理人にはならないから」

　直人は彼女をばっさり切って捨てた。それを教えてくれた彼女に対するお礼の意味合いを込めて、そうしたのだ。

「い、いいの？　わたしじゃなきゃオークの秘宝は──」

「ミミ」

「オゴオゴ♪」

　初めて聞くミミの鳴き声オーク語に、ティアは言葉を失ったのだった。







　姫騎士とエアコンコタツ







　夜、キャンピングカーの中。

　コタツの上でロウソクの炎が揺ゆれていて、その周りを全員で囲んでいる。

　ミミはロウソクの揺らめく炎を眺ながめた後、穏やかな表情で突つっ伏ぷして眠ねむってしまった。

　ミミ程ほどではないが、直なお人ともソフィアもパトリシアも穏やかな表情をしている。

　停電時のロウソクはそれほどの魔力がある。

　が、その魔力も万ばん全ぜんではない。

　少なくとも徐じよ々じよに上がっていく車内しつないの温度と湿しつ度どには勝てなかった。

「蒸むし暑いな」

　直人はシャツの襟えりをパタパタさせた。

　ドアと縁えん側がわが開いているが、無風のため不快指数はどんどん上がっている。

「えあこん、を使えないのかナオト」

「無理だな、あれはこの車のオプションで一番電気を食う装備だ。普通はつけないけど、贅ぜい沢たくするためにあえてつけたルームエアコンだから、今の電力量じゃ使えない」

「贅沢？　快適に過ごすためのものではないのか？」

「夏でもコタツに入りたいときがあるんだ」

　直人がいう「コタツ」に、ソフィアの眉まゆがびくりと跳はねた。

「冬に暖かい部屋であえてアイスを食べたいのと同じでさ、ガンガンに冷れい房ぼうをきかせた部屋でコタツに入りたいって思う時があるんだ。そのためにつけたんだよ」

「それは……いい、のか？」

「うん？　おれは好きだよ。冬にアイス、夏に鍋なべ、冷房にコタツ。どれも甲こう乙おつつけがたい贅沢だな」

「夏に鍋はわかる！」

「あらあら」

　ソフィアが食いつき、パトリシアが頰ほおに手を当てて微笑ほほえんだ。

「そうか、冬までコタツを我が慢まんしなければと思ったが、えあこんを使えば夏でもコタツでまったりできるのだな」

「今は無理だぞ、電気がないんだから」

「ねえ、そのコタツって……なに？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらをしていたティアだったが、ソフィアのテンションの上がり方に興味を持ったのか、会話に参加してきた。

「ああ、このテーブルの事だよ、これに布ふ団とんをかぶせて、中で発熱して温める暖だん房ぼう器具だ」

「これがなんなの？」

「ふっ」

　ソフィアは鼻で笑った。

「コタツの良さもわからないとは、モグリめ」

「なっ──」

　ティアは一いつ瞬しゆん言葉を失い、それから顔を赤くして反論した。

「し、知ってるわよ！　これくらい。コタツに入ると暖かいんでしょ！」

「ソウダナ、アタタカイナ」

「うぅ──────」

　勝ち誇ほこったソフィアと、悔くやしがるティア。

　なんだか犬けん猿えんの仲な二人だ。

「ナオト！」

「えっ、あ、はい！」

　ティアの剣けん幕まくに気け圧おされて、直人は思わず、背筋を伸のばして返事をした。

「コタツを使わせなさい！　このコタツとやらがどれほどのものか、見み極きわめてやるわ」

「いや無理だから、バッテリー残ってないし」

「じゃあそのバッテリーを増やして！」

「無む茶ちや言うな、充じゆう電でんはソーラーパネル頼だのみで、明日あしたの昼間まで待たないといけないんだ。一応回生ブレーキもあるけど、ガソリンがないと事実上無用の長物だからな」

「タイヤを手で回しては如何いかがでしょう？」

　パトリシアが穏やかな表情で言った。直人は苦笑いする。

「あんたわかって言ってるだろ。たしかにそれで充電できるけど──待てよ」

　直人は言いかけて、はっとした。

　あごを摘つまんで、思し索さくに耽ふける。

「どうしたんだナオト？」

「ソフィア、あんた……この車を持ち上げられるか？」

「うん？　わからないが……やってみようか？」

「頼む」

　直人が言うと、ソフィアはうなずき、車から降りた。

　それを追って直人もティアも降りて、パトリシアは不思議空間を外の給油口にかえて、そこから出現した。

「アウトレンジペイン」

　ソフィアがつぶやき、髪かみを銀色から炎えん色しよくに変えた。

　炎えん髪ぱつをきらめかせて手をかざすと、地面から十本ほど、炎ほのおでできた手が生えるように出てきた。

　その手がキャンピングカーの車体を摑つかみ、持ち上げようとした。

「む、むむ……」

　ソフィアの顔が強こわばった。

　炎の手がぷるぷると震ふるえて車を持ち上げようとする。それとともに、彼女の顔も力んだ時のように真っ赤になっていく。

　が、持ち上がらない。応用がきくソフィアの炎だが、純じゆん粋すいにパワーが足りない様子だ。

「すまないナオト、わたしには無理だ」

「いや、別にいい──」

「ふふん」

　横で見ていたティアが鼻をならした。みると、さっきまでとはうってかわって、得意げな顔をしている。

「そんな事もできないなんて、大した事ないわね」

「なんだと！」

「ふっ」

　ティアはもう一度得意げに笑い、パチン、と指を鳴らした。

　するとキャンピングカーの車体がゆらり、と見えない何かに持ち上げられるように浮うかび上がった。

　地面から一メートル、子供の身長くらい浮かび上がったところで止まった。

「これでいいのかしら？」

「あ、ああ。すごいなあんた」

「当然よ、魔神サローティアーズの名は伊達だてじゃないわ」

　ティアは得意げに胸を張った。

　その間も、キャンピングカーは安定して浮いている。まるでそこに見えない地面があるかのようだ。

　子供が持ち上げられなかった荷物を大人が鼻歌交じりに軽々と持ち上げた、そんなイメージを直人はうけた。

　そのティアは得意げな目でソフィアを見、ソフィアは悔しそうにうなだれた。

「なんたる屈くつ辱じよく。こんなずっこけに劣おとるとは」

「ずっこけいうな！」

「オークたちに襲おそわれた時以来の屈辱だ」

「そんなに悔しいのかよ」

　直人は苦笑いした。

「ふん！　失礼な女。それよりナオト、これを浮かせてどうするの？」

「ああ、このタイヤを回すことはできるか？」

「余よ裕ゆうよ」

　ティアは手をすぅと出した。また指ぱっちんするつもりのようだ。

「ああ待て、こっちも準備するから」

　ティアをとめて、直人は運転席に飛びのった。残った待機電力で車のシステムをスタートさせて、ブレーキを軽く踏ふみ込んだ。

「いいぞ、まわしてくれ」

「うん」

　ティアはパチンと指を鳴らした。瞬しゆん間かん、六つあるタイヤが一いつ斉せいに、車が前進する方向に回り出した。

　タイヤはティアの力で回り、直人はブレーキを踏んだ。

　ブレーキを踏んでも、メーターが表示する時速は八十キロを超こえている。それほどの勢いでタイヤが回っている。

「うわ、予想以上に速い」

「マスター、踏み込みすぎると回生ブレーキではなく、ブレーキパッドに変わってしまいます」

「わかってる、半分くらいで止めてる」

「何をしてるの」

　ティアが横にやってきた。

　キャンピングカーを浮かせて、ブレーキを踏んでも、ティアは涼すずしい顔をしていた。

「ああ、回生ブレーキって言ってな……ようはそのタイヤの回転でバッテリーを充電するんだ。タイヤと逆回転で発電機を回して、発電すると共にタイヤの回転を抑おさえて実質的にブレーキするシステムのことだ」

「よくわからないけど、コレをやってればいいのね」

「ああ」

「わかったわ」

　ティアはうなずき、ソフィアに振ふり向いた。

　ソフィアは未いまだに悔しそうな顔をしているので、ティアは彼女に向かっていった。

　にやにや顔をしているので、挑ちよう発はつをするつもりなんだろう。

　それがソフィアにも伝わった。炎髪の姫ひめ騎き士しは顔を更さらに強ばらせ、身構えた。

　すると、ティアが頭から地面に突つっ込んでいった。

　ピターン──という音は聞こえなかった。

　地面に突っ込む直前、ティアは羽を羽ばたかせて、くるり、と前転するように一回転した。

「ふっ」

　そして、得意げな顔をする。

「くっ、こんなずっこけに劣るなんて……もういっそ殺せ！」

「うるさーい！　ずっこけてないでしょ、今のはずっこけてないでしょ！」

　悔しがるソフィアと、地じ団だん駄だを踏むティア。

　そんな二人に、パトリシアが話しかけた。

「そろそろ、エアコンもコタツも使える様になりますよ」

「そんなのどうでもいいわよ」

　ティアが吐はき捨てる様に言った。すると、銀色の髪に戻もどったソフィアが勝ち誇ったような顔をした。

「どうでもいい？　ぷっ」

「なによ！」

「コタツをどうでもいいと切り捨てるなど……やはりモグリだ」

「なんですって！　そんなにいうならコタツの良さを教えてみなさいよ！」

「望むところだ」

　ソフィアとティアがそう言って、二人してキャンピングカーに戻ってきて、ドアを閉め切った。既すでにパトリシアがコタツ布団を出していて、コタツに取り付けていた。

「……お前達、仲いいな」

　直人はそうつぶやきながら、手元のスイッチでエアコンをつけて、温度をめいっぱいさげた。

　ソフィアとティアは一いつ緒しよにコタツに入った。

　そして、約十分後。

「あらあら、吠ほえ面づらじゃなく寝ね相ぞうを晒さらしましたわね」

「しかも二人してな」

　ソフィアとティアは、二人揃そろってコタツでマッタリし、よだれを垂らす寝顔を晒したのだった。







　姫騎士とスイカ割り







　街が見えて、キャンピングカーが止まった。

　そこは以前に立ち寄った事のある、子供達にたこ焼きを振る舞まったタルゴの街だ。

「そういえば、同じ街に二度来るのははじめてか？」

「ナオトと出会ってからだと……確かにそうだ」

　助手席に座るソフィアがうなずき、同意してくれた。

　これまでの旅はのんびりとしていながらも、先へ先へと進んでいた。来た道を引き返す、というのははじめての事だ。

　だから同じ街を二度訪おとずれたのは、これがはじめてということになる。

　それに一番興奮したのは、幼いミミだった。

「オゴオゴ♪　ココちゃんとルークくんの街だー」

　六畳じよう間ま和室から身を乗り出してきたミミがハイテンションで言った。目はきらきらしてて、とても興奮している様子。

「ココちゃんとルークくんって、前に一緒に遊んだ子？」

「うん！」

「そっか、じゃあみんなの所で遊んできなー。今日の移動はこれで終わりだから」

「うん、いってくる！　わんちゃん、おいで」

「わん！」

　ミミが子犬とともにキャンピングカーから駆かけ出した。

　微笑ほほえましい光景だが、直後、更に微笑ましく感じる。

　フロントガラスの向こうに、前回、ミミと一緒に遊んだ子供達が街の方から駆け出してくるのが見えたからだ。

　子供達は互たがいに駆け寄って、ハイタッチをかわす。そのまわりを子犬がぐるぐる回っている。

　目め尻じりが思いっきり下がってしまう光景だ。

「子供の頃ころさ」

「うん？」

「田舎いなかにいるいとこたちと会うのが楽しみだったんだよな。すっごい仲良くて一緒に遊んでて楽しいんだけど、夏休みと冬休み、大体年に二回しか会えないんだ」

「ふむ」

「あの頃は携けい帯たいはおろか、メールとかもなかった時代だからなあ」

「けーたいもめえるもよくわからないが、わたしも隣りん国ごくにいるいとこと会うのは年に一度だから、久しぶりに会えた時の気持ちはよくわかる」

「隣国のいとこ？」

「そう、そっちの王室に叔母おばが嫁とついでいる。違ちがう国だから、あまり会えなかったのだ」

「似たような話でもあんたのはいちいちスケールが大きいんだよな」

　そう言いながらも、直なお人とは微笑んだ。スケールは大きいけど、きっとソフィアが自分で言うとおり、同じ気持ちなんだろうと思った。

　彼らが話していると、ミミがトタタタと戻ってきて、運転席を見上げて聞いてきた。

「お兄ちゃん、なんか面おも白しろい遊びない？」

「面白い遊びか」

「うん！　お兄ちゃんならいっぱい知ってるよね、楽しい遊び！」

「作り出すこともできるしな」

　ミミとソフィアがそんな事を言った。そこにあるのは他意のない純じゆん粋すいな信しん頼らいのみで、直人はくすぐったく感じながらも、心地ここちよさを感じていた。

「そうだな……夏だし、シンプルにスイカ割りでもしようか」

　直人は運転席から六畳間和室に入った。

　そこに秘書のごとく控ひかえているパトリシアがいて、既にスイカを用意していた。

　バスケットボール大の、ずっしりと実ったスイカ。

　直人はそれを受け取って、聞いた。

「まだあるのか？」

「はい、まだまだあります」

「そうか、もっと用意しといて。人数的にこれ一個じゃ足りないだろうから」

「わかりました」

　パトリシアはそう言って、すぅ、と不思議空間の中に引っ込んでいった。

　直人はスイカを抱かかえて、表に出た。

　そこに子供達、女の子のココと男の子のルーク、そしてミミが集まってきた。

　更にキャンピングカーの中からソフィアが出てきて、屋根の上からティアがにょき、と顔をだしてきた。

「こんにちは！　お兄ちゃん」

「この前の焼きたこは美味おいしかったです、ありがとうございます」

「ありがとうございます！」

　ココとルーク、二人はぺこりと頭を下げた。子供らしい最後の「ます」にアクセントをつけた言い方に直人は和なごんだ。

「どういたしまして。ちなみに焼きたこじゃなくたこ焼きだからね。焼きたこはまた違うから、今度また来た時につくってあげる」

「わーい！」

「ありがとー」

「お兄ちゃん、そのスイカをどうするの？　食べるの？」

　ミミが興きよう味み津しん々しんな目をして聞いてきた。もちろんそれだけじゃないよね、という期待が見え隠かくれしている。

　直人は微笑んで、スイカを離はなれた所の地面に置いて、それから戻ってきた。

　そして、いつも通り準備のいいパトリシアから目め隠かくしと木の棒を受け取って、目隠しをつけた。

「お兄ちゃん？　どうして目を隠すの？」

「見てな、まず目隠しした人がぐるぐる回って……よし。みんな、スイカはどこだ？　上手うまく言葉でおれを誘ゆう導どうして」

「お兄ちゃんの左だよ」

「そこから二十歩先だ」

「行きすぎ、ちょっと戻って！」

　ソフィアと子供達の指示に従って、直人は目隠しした状態のままスイカに向かっていく。

「よーし、ココだな！　ふん！」

　そして、思いっきり棒を振ふり下ろした。

　手て応ごたえはあった──ただし、スイカではない。

　手がしびれる。目隠しを取ると、棒が思いっきり石を打ち付けているのが見えた。

　スイカは真横に、二メートルも離れた所にあった。

「お兄ちゃんそこじゃないよ」

「へたくそだな、ナオト」

「はは、こんな風にスイカを割って楽しむゲーム。やってみるかミミ」

「うん！」

　直人はミミに目隠しと棒を渡わたした。

　ミミと子供達は飲み込みが早く、一回やって見せただけですぐに遊び方を理解した。

　子供達は順に目隠しをして、わいわい言い合って、スイカを割ろうとする。

　大いに盛り上がったが、スイカにかすりすらしなかった。

「みんな、だめね」

　ティアがそう言って、屋根から飛び降りた。

　ふわりと着地して、浮ういてる彼女の顔は自信に満ちあふれていた。

「あんたもやってみるか？」

「ええ、一発で割ってみせるわ」

「はい、ティアちゃん」

　ミミは目隠しと棒をティアに渡した。

　ティアは目隠しをつけて、ぐるぐるとその場で回った。

　浮いてるためスムーズに回転するその姿に、直人はコマを連想した。

　しばらくして、回転を止めたティアはまっすぐスイカの方を向いていた。

「あとは、このまますすめば……」

　魔ま神じん故の超ちよう感覚だろうか、目隠しされててもティアははっきりとスイカの場所を認にん識しきしていた。

　なんかずるいけど、まあそれなら割れるだろう──と直人が思った瞬しゆん間かん。




　──ピターン！




　と、ティアは転んでしまった。盛大に、頭から地面に突つっ込んでいった。

　瞬間、場の空気が固まってしまう。

「……」

「ち、ちがうの！　これは目隠しされてるからなの」

「わかってるからずっこけ魔神」

「ず、ずっこけ魔神!?」

「ふっ、こんなこともできないとは。貸してみろ、わたしがやる」

「やってみなさいよ！」

　ティアは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らして、目隠しをソフィアに投げつけるように渡した。

　ソフィアは目隠しをして、ぐるぐると回って、止まった。

　ティアとは違って、スイカとは逆方向、キャンピングカーの方を向いていた。

「ソフィア、これ棒」

「大だい丈じよう夫ぶだナオト、わたしはこっちを使う」

　ソフィアは棒を受け取らず、炎えん髪ぱつをきらめかせて炎ほのおの槍やりを作り出した。

　そして、投とう擲てきの構えをとる。

「おいおい」

「割れればいいのだろう？　大丈夫、先せん端たんはつぶしてあるから、あたればちゃんと割れる」

「割れればいいってもんじゃないけど……まいっか」

　直人は苦笑いするも、言葉どおりまいっかと思った。

　炎髪をきらめかせる彼女に、子供達が目を輝かがやかせているのが見えたからだ。

「すげえ、あのお姉ちゃんかっこいい！」

「でんせつの、ひめきし、って感じだね」

「オゴ♪」

　ココとルークが目を輝かせ、ミミが誇ほこらしげに胸を張った。

　それを見ていると、ソフィアを止めるという選せん択たく肢しはなかった。

　子供達は大喜びでソフィアを応おう援えんした。

「がんばれお姉ちゃん」

「がんばれー」

「オゴオゴ♪」

　それがいけなかった。

　ミミの鳴き声にソフィアが「ひぃ」と反応して、炎の槍を投げてしまった。

　うなりをあげて飛んでいく炎の槍。それはキャンピングカーをかすめていった。

　車体すれすれ、一センチも離れていないそばを飛んでいった。

　ソフィアは目隠しをとって、弁明する。

「おいおい」

「す、すまんナオト、それにパトリシア。わざとじゃないんだ」

「いいんだけど、なんで今いま更さらオゴオゴに反応してるんだ？」

「み、見えなかったから……」

「ああ、声だけだったからか」

「ぷっ、無様ね」

「お前だけには言われたくないずっこけ魔神」

「う、うるさいわね！　それよりもその目隠しを貸しなさい、今度はちゃんとできるわ」

「どうするんだ？」

「物を投げてもいいのでしょう、ならこれを投げつければ──」

　そう言って、ティアは手をかざして、ブラックホールのような物を出した。

「それだめ！　ずっこけてキャンピングカーに投げつけるつもりだろあんた」

「そんな事しないわよ。第一、あっちに投げたらコタツまで巻き込むじゃないの」

「ナチュラルにずっこけるのが問題なんだ、とにかくダメ」

　直人はティアから目隠しを取り上げた。

　ティアはふてくされたが、無視する。

　そのあと、棒を使うという前提で直人がルールを設定し直して、全員でわいわい、スイカ割りを楽しんだ。




　余談だが、スイカの一個はずっこけたティアが顔面で割ったので、彼女が責任を持ってそれを食べさせられたのだった。







　姫騎士とハウス







「なんか人が集まってないか？」

　運転席で直なお人とが首をかしげていた。

　フロントガラスの向こうに見えている道の先に、数十人という人間がある一点を中心に集まり、放射線状に広がっている。

　なんなんだ、と直人は不思議に思った。

「あれは……例のユニコーンではないか？」

「ユニコーン？」

　助手席に座るソフィアがそう言い、直人は目を凝こらしてみた。

「言われてみれば、確かにユニコーンだ。そか、ここで待たしてたんだっけ。それはいいけど……あの人だかりはなんだ？」

「近づいてみよう」

　直人はソフィアの言葉にうなずき、車を進めていった。

「ああ」

　直人はあることを思いだした。

　数日前、ガソリンを探しに行こうとしたとき、ついて来ようとしたユニコーンにティアが一いつ喝かつして、「お座り」と「待て」を命じたのだ。

　ユニコーンの姿はあのときのままだ。

　座っているユニコーンの周りに、うっすらと草が生えている。

　きっとここ数日動いてなかったんだろうな、と何となく理解した。

　そして、そのユニコーンの周りを取り囲んでいるのは中年の女達。

　様々な格好の、いわゆる「おばちゃん」たちがユニコーンを囲んでいた。

「やっぱり聖せい獣じゆう様だよね」

「まちがいない、わたし若い頃ころに一回だけあったことある」

「まさか聖獣様にあえるとは……ありがたやありがたや」

　おばちゃんたちは手を合わせて、ユニコーンを拝んだ。

　中には両手両りよう膝ひざをつけて、まるで仏像を相手にするかのようにオーバーな拝み方をしているものもいる。

　本質はタダのガンコオヤジだが、そこはやはり人間からは聖獣だとあがめられているようだ。

　なんとなくおかしさを覚える直人である。

「ねっ、聖獣様のお角を触さわらせてもらいなさいよ」

「お角を？　どういうこと？」

「聖獣様のお角に触ると、娘むすめが美しく清らかに育つのよ。聞いたことない？　聖獣様は乙女おとめの守護者なのよ」

「あっ、聞いたことある。それって本当の話？」

「当たり前でしょ」

「ねえ、あんたん所の娘、来年で十歳になるんでしょう。ご加護をもらっときなさいよ」

「そうね！」

「うちにも娘がいるんだわ。聖獣様わたしもいいですか」

「わたしもわたしも」

「うちもうちも」

「……」

　ユニコーンに群がるおばちゃんたち。

　おばちゃんたちは一応「聞いた」が、ユニコーンが答えるのを待たないで、ぺたぺたとその角に触った。

　触るだけじゃなく、なで回すおばちゃんもいる。

　手のひらの上で滑すべらせるかのように、粘ねん土どをこねくりまわす手つきでユニコーンの角に触った。

　ユニコーンはものすごく嫌いやそうな顔をした。

　当然だ、動けないのをいいことに知らない人間からべたべたと触られたらそりゃいやだと直人は思った。

　それが処女にしか触ふれさせないユニコーンならなおのことだろう。

　見慣れたエロ顔じゃなくて、心底嫌で嫌でたまらない顔をするユニコーンを不ふ憫びんに思い始めてきた。

　そう思う一方で、直人は首をかしげて、ソフィアに聞いた。

「あれって、本当なのか？　ユニコーンに触ったら加護があるって」

「ああ」

　ソフィアははっきりとうなずいた。

「そういう言い伝えがあるのだ、聖獣にあうと御ご利り益やくがある、角に触れると娘が清らかに育つ、と。ユニコーンは乙女の守護者なのだからな」

「へえ」

　直人は腕うで組ぐみして唸うなった。

「カナマラ様みたいなもんだな」

「カナマラ様？」

「……触ると御利益のある神像だ」

「なるほど。そうだな、そういうものだ」

　ソフィアはうなずいた。カナマラ様の実体を知らないからあっさりうなずいたんだろうな……と思いつつも、おばちゃんに群がられているユニコーンの角をみていると、知っていたとしても同じ感想を持っただろうと思った。

「まあしかし、未いまだかつて実際にユニコーンの角に触ったことのある人間はいないそうだ。少なくとも母親では」

「処女厨ちゆうだからな。だけどいま大量に発生してる」

「避よけないのは……」

「あれのせい……だよな」

　直人とソフィアはそういい、同時にキャンピングカーの奥に目を向けた。

　冷れい房ぼうを効かせた六畳じよう間ま和室、稼か働どうしているコタツの中。

　そこから亀かめのごとく、にょき、と顔を出した状態で寝ねているティア。

　あり得ない程ほどだらけて、緩ゆるみきった顔を見て、直人はユニコーンの事をかわいそうだと思ってしまった。

「『待て』と『お座り』だからなあ、動けないんだよなあ」

「動けないのだな、かわいそうに」

「助けてやるか？」

「……一説には、ユニコーンに触れた人間の娘は無病息災で、健すこやかに成長するそうだ。ユニコーンは縁えんのある清らかな乙女を全力で、命がけで守るとか」

「つまり、あのおばちゃんたちの娘さんたちは本気でユニコーンの加護があるわけか」

「言い伝えが本当なら、な」

「……それなら、だれも損しないし、別にいっか」

「うむ、そうだな。子供が清らかに育つのはいいことだ」

　直人とソフィアはそう言い、うなずきあった。

　その瞬しゆん間かんこっちに気づいたユニコーンと目が合って、ものすごい勢いで救いの視線を向けられたが……直人はそれを全力で無視した。

　エロオヤジ一いつ匹ぴきの犠ぎ牲せいで将来のある女の子の幸せが保証されるのならば、と。

　止める理由はどこにも存在しない。

「あいつだって本ほん望もうだろう、今我が慢まんすれば将来多くの清らかな乙女を守れるんだからな」

「うむ、そうだな」

　二人はそうして、完全に放置する事にした。

　が、ようやく戻もどってきた直人たちをユニコーンが放ほうっておく訳がなかった。

　お座りさせられる一角の害がい獣じゆうはキャンピングカーに向かっていなないた。

　ぶるぅ、ひひひぃーん。と。

　ミミの通訳無しでも何を言ってるのかわかった。

　てめえら早く助けろさもなくばぶっ殺すぞ。

　きっとそう言ってるんだろう。

　それを直人とソフィアは無視して、今夜の夕食はどうしようか、と日常のやりとりをした。

　無視されたユニコーンのいななきは続いた。

　おばちゃんたちがキャンピングカーの存在に気づいて、ユニコーンの異変にとまどうくらい続いた。

「もう、うるさいわねえ」

　それに耐たえかねて、ティアがコタツから這はい出た。

　コタツでの安あん眠みんを邪じや魔まされた魔神はいかにも不ふ機き嫌げんな顔をした。

　まるで一か月ぶりの休きゆう暇かを邪魔された働くお父さんの様な顔だ。

　彼女はフロントガラス越ごしにユニコーンをみて、それですべて理解した。

　ユニコーンが更さらにいなないた。哀あわれみを誘さそうような声だ。

「うるさいわね……『ハウス』」

「──！」

　ティアが言った瞬間、ユニコーンはまるで赦しを得たかのようにパッと飛び上がって、脱だつ兎との如ごとくおばちゃんたちから逃にげていった。

「もう、せっかくコタツで休んでたのに、台無しよ！」

　憤ふん慨がいしながらも、ほっこり顔でコタツに戻っていくティア。

「……ハウスだって」

「ハウスだったな」

　互たがいを見る直人とソフィア。

　直人は車の後ろを向いて、子犬を呼んだ。

「わんこー、おいで」

「わん！」

　トタタとやってきて、膝ひざに乗ってくる子犬の頭を撫なでた。

「わんこー、お手」

「わん！」

「ちんちん」

「わん！」

「ハウス」

「わんわん」

　子犬は可愛かわいらしい鳴き声を残して、みかん箱に戻っていった。

　直人とソフィアは互いを見て、それからフロントガラスの向こうを見た。

「今夜はエアコンをきって、縁えん側がわで冷れい麵めんにしようか」

「ほう、それはどういう食べ物なんだ？」

　ご飯の話に戻っていく直人とソフィア。

　ハウスの事にこれ以上触れないでやろうと、二人は同時に思ったのだった。







　姫騎士と動画編集







　止まってるキャンピングカーの中。コタツを囲む直なお人と、ソフィア、ティアの三人。

　適当にのんびりしていた所に、直人は久しぶりにスマホを手にとり、画面をタッチして、目的もなく操作していた。

「ナオト、それなに？」

　ティアが物もの珍めずらしそうに画面を覗のぞき込んで、聞いてきた。

「ああ、スマホっていうんだ」

「見た事ないものね、何ができるの？」

「色々できるんだけど……今はほとんど何もできないかもな。通信機能がメインの道具だから」

「そうなんだ」

「まあそれでも、撮さつ影えいと録音、それの再生くらいは普ふ通つうにできるけど」

「撮影と録音？」

「例えば……こんなのかな」

　ティアが首をかしげた。実際に例を見せた方が早いだろうと直人は思い、スマホを操作して、動画ファイルの一つを再生した。

　画面が切り替かわり、寝ぼけたソフィアの姿が映し出される。

『そふぃあじゅうななさい』

「うわあああ、な、ナオト、それを消してなかったのか！」

　横で黙だまって話を聞いていたソフィアが悲鳴を上げた。

　画面の中のソフィア、リアルのソフィア。

　ティアはそれを交こう互ごに見比べて、鼻で笑った。

「……ぷっ」

「な、何がおかしい！」

「なにも？　かわいいじゃないの、これ」

「心にもないことをいうなああ！」

「ねえナオト、他ほかにはなにがあるの？」

「そうだな……ああ、これがちょっと前の、ティアがまだいなかった頃ころのやつかな」

　スマホを操作して、今度は写真を表示させた。

　キャンピングカーのロフトで、ソフィアがヘソ丸出しで寝ている所を写した写真だ。

　額に汗あせをかき、眉まゆをひそめている。暑くて寝ね苦ぐるしい、という感じの一枚だ。

「うわああああ！　なんだそれは、なんだそれはナオト！」

「暑苦しい夜があったんだよな、ちょっと前に。エアコンをつけてたんだけど、途と中ちゆうで切れたんだよな、あの日」

　直人の説明をうけつつ、ティアはスマホをみて、ソフィアをみる。

「……ふっ」

「鼻で笑ったな！　わたしを鼻で笑ったな！」

　ソフィアは顔を真っ赤にした。

　そんな彼女をみて、直人は徐じよ々じよに楽しくなってきた。同時に、ティアもそうなのかな？　と思った。

　それを確かく認にんするために、さらにスマホを操作して、写真をだす。

「こういうのもあるけど」

　今度は夕方の縁側で、ミミと子犬が寄り添そって昼寝してる写真だ。

　それをみて、ティアはつまらなそうにいう。

「これはおもしろくないわね、普通に可愛らしいだけで」

「だよな」

「だよなってなんだナオト。ええい、それを貸せ、わたしがこの手で──」

「ティア」

「ええ」

　直人の目配せに応じるような形で、ティアがパチンと指を鳴らした。すると闇やみが空中から溶とけ出して、なわのようになってソフィアを縛しばり付けた。

　スライムの時と同じ拘こう束そくの魔ま法ほうだ。

　素す早ばやい措そ置ちをしたティアに親指を立てて、更にスマホをいじる。

「他になにかあったかなあ、そうだ、こんなのもあった。寝てる時の動画だ」

「どんなの？」

「ほら」

　動画を再生して、画面をティアに見せる。

　そこにソフィアが寝ている時の姿が映し出されて、直後に、動画の中の彼女が口を開いた。

『かるてぃす』

　明らかに寝言、だけど意味がまったく不明な寝言だ。ちょっとだけ巻き舌な一言だ。

　寝相は普通だったものの、言葉が凄すさまじく意味不明な動画だった。

「かるてぃす？　なにそれ」

「さあ。それは本当にわからない」

　首をかしげる直人。

　動画はそこで終わらなかった。寝ているソフィアはむにゃむにゃしたあと、更につぶやいた。

『かるてぃす、だいほーかい』

「大だい崩ほう壊かいするのね」

「するみたいだな」

　二人でソフィアをみる。拘束されたソフィアは真っ赤な顔で体をよじって、いやいやする。

「知らない、わたしはそんなの知らない！」

「そりゃあ寝言なんだから、本人は知らないだろうさ」

「そうね。他に何があるの？」

「ご飯食べたあと、口元にソースがついてる写真とか」

「うわああああ」

「寝ぼけてパンじゃなくてパンツかじってる写真とか」

「ぎゃああああ！」

「『くっ、殺せ』五分耐たい久きゆう動画とか」

『くっ、殺せ──くっ、殺せ──くっ、殺せ』

「うわあああ──ってなんだそれ、わたしはそんなの知らないぞ」

　一いつ瞬しゆんだけ絶ぜつ叫きようして、キョトンとなってしまうソフィア。

　本気で、心当たりがないという顔だ。

「ああ、これはおれが編集したものだ。あんたあまり『くっ、殺せ』って言ってくれないから」

「当たり前だあああ！」

「で、少ない素材の中からチョイスして、編集してみた」

「編集、というのはどういうことなの？」

「ああ、こんな感じで。例えば──」

　直人はスマホを持ったまま天てん井じようを見上げて、思案顔をする。少し考えて、すぐにまとまったので、スマホをいじりだした。

　慣れた手つきで、画面をタッチしたり、なぞったりして色々操作していく。

　そうすること、一分。

「できた──再生、ぽちっと」

　最後にエンターキーを「たーん」と押すような感じで、スマホの画面をぺちっとたたいた。

　すると、音声が流れ出す。

『かるてぃす──かるてぃす──かるかるかるかるてぃす』

　さきほど、ティア達に見せたソフィアの寝言だった。

　それを切り貼ばりして、途中で調整を加えてＤＪ調にした。

「こんな感じで、編集加工できたりするんだ」

「あははははははは！　ナオトすごい、こんなのすぐに作れるんだ」

「まあな」

「他には他には？　もっと何か作って」

「そうだな、じゃあ軽くいい感じなのを」

　直人はちょいちょい、とスマホを操作した。

　二枚の写真を合成して、それをティアに見せる。

　ベースはさっきのソフィアのヘソ出し写真で、そのヘソの上に子犬が座っているように切り貼りした一枚だ。

「雑コラレベルだけどな」

「へえ、こんなのもできるんだ」

「かわいい……」

　ソフィアがわめくのをやめて自分の雑コラ写真に見入った。

　直人は更さらに手を加える。

「ちょちょっといじって……」

「あははは、載のってるのがみかんになった」

「待てナオト、わたしはコタツじゃないぞ」

「さらにこうすると」

「あははは、オークになった。なんか文字もついてる」

「くっ、殺せ。だ」

「くっ！」

「さらにこうすると」

「あはははははオークがいっぱいだ」

「辱はずかしめるのはやめろおおおお」

　絶叫するソフィアに、腹を抱かかえて大笑いするティア。

　直人はしばし、ソフィアと、前に立ち寄った村でとったオーク達の写真を素材に色々コラージュ写真を作った。

「マカンコウサッポウネタもやりたいけど、素材が足りないんだよな。まあそれはおいおいっ、と」

「ねえねえナオト、もっと他にない？　なんでもいいから、面おも白しろいの」

「面白いのか……そうだな……」

　直人はスマホを上から下にスワイプさせていき、写真や動画、音声などのメディアファイルを次々と探していった。

　ファイルはまだまだたくさんあるけど、この流れで面白い物となるとどうだろうな、と思った。

　そう思って画面を操作していくと、画面についた手汗で引っかかり、誤操作した。

　予期しないファイルが開かれ、画面が変わり、動画が流れる。

　──ピッターン、ピッターン、ピッタンターン。

　流れたのは、ティアがずっこけた動画。

　同じシーンを繰くり返す様に編集された、ネタ動画である。

　──ピッターン、ピッターン、ピッタンターン。

　沈ちん黙もくが流れる。キャンピングカーの中に、ずっこけの音が流れ続ける。

「……」

「……」

「すまん手が滑すべった。見なかったことにしてくれ」

「できないわよ！　ちょっと何今の、もう一回見せなさい」

「ふっ」

　必死になるティアに、口の端はしを持ち上げるソフィア。

　形勢逆転、である。







　姫騎士とモデラー







　昼下がりのキャンピングカー。六畳じよう間ま和室。

　クーラーが効いた部屋の中でのんびりしていたら、ティアがペラ紙を持って、聞いてきた。

「ナオト、これはなに？」

　顔を上げて、彼女が持っている紙を見る。大分前にソフィアと一いつ緒しよに落書きした、キャンピングカーの見取り図だ。

「よく見つけたなそれ。それは見取り図だ」

「見取り図？」

「そんな事もわからないのか」

　同じく、まったりしていたソフィアが言った。挑ちよう発はつ的な口調で、ちょっとだけ得意げな顔をしている。

　ティアはむっとして、ソフィアをにらむ。

「あなたはわかるって言うの」

「もちろん。それはきゃんぴんぐかーの見取り図だ」

「キャンピングカーって、これの事？」

　ティアは床ゆかを指して、聞いた。直なお人とは補足で説明する。

「厳密にいえばこんな風に車と合体してる家がキャンピングカーで、これは違ちがうキャンピングカーを描かいたものだな」

「そうだったのね」

「例えばパトリシアだとこうだな」

　直人は新しい紙にさらさらとペンを走らせた。一分にも満たないわずかな間に、パトリシアの見取り図ができあがった。

　それをティアに渡わたして、言う。

「これと見比べて」

「うーん？　あっ、そっか、これがコタツって意味なんだ」

　紙と部屋を何回も見比べたティアは、コタツから順に図面を理解していった。

「そっかなるほど、この部屋だとこういう図面になるのね。うん、大体わかったわ」

「理解が早いな」

「当然よ、わたしを誰だれだと思ってるの。泣く子をさらに泣かす魔ま神じんサローティアーズよ」

「その割には大分時間がかかったではないか。わたしはすぐにわかったぞ」

　ソフィアはなおも、挑発するように言う。

「なによ！」

「ふっ」

「しかし、図面だけじゃ確かにわかりにくいかもな。おれはずっと前からこういうのを描いてきたから、図面を見ただけで大体頭の中で想像できるんだけど」

「これを見て、実際どうなってるのか想像できるって事？」

　ティアは最初に持ってきた紙をヒラヒラさせて聞く。

「そう、それで想像できる」

「ふーん」

「ふむ……そうだ」

　何かを思いついた直人は、さらに紙をとって、新しい見取り図を描いた。

　パトリシアよりちょっと時間がかかって、しかし充じゆう分ぶんに速いスピードで描き上げた。

「できた」

「ふむ、ばすこん、という種類だなナオト？」

　見取り図を覗のぞき込んだソフィアがすぐに答えた。以前夢のキャンピングカーについて語り合った時彼女に色々教えたので、すぐにわかったようだ。

「そうだ、バスコンタイプのキャンカーだな」

「なんの変へん哲てつもない設計だ」

　ソフィアは率そつ直ちよくな感想を漏もらした。

「ちょっと待ってて」

　直人はスマホを出して、写真を探した。

「あった、これこれ」

　スマホごと、ティアに渡して見せる。

「これは？」

「いま描いたこれ、この見取り図の内装写真だ。ちょっと前に行ったキャンピングカーショーでみてきたヤツなんだ」

「そっか、これが椅い子すで、机で──」

　ティアは写真と見取り図を交こう互ごに見比べる。パトリシアの時と同じように、ティアは写真と見取り図を交互に見比べて、少しずつ納なつ得とくしていく。

　彼女が食い入るように見ている傍かたわら、ソフィアが直人に聞いてきた。

「実際にあったきゃんぴんぐかーなのだな」

「そうだ、キャンピングカーショーに出展した、カスタマイズされてない量産されたものだから、あんたがさっき言った『変哲もない』というのはある意味正しい」

「うむ、まったく夢を感じなかった。あんなものよりわたしたちが一緒に考えた図面の方がよほど良かったぞ」

「それは言い過ぎだけど、夢成分が少ないのは確かだな。まあ、ショーに出してるヤツだから、最大公約数の大量生産品なんだよ。普ふ通つうはそれを買った後に、持ち主が色々いじっていくんだ」

「やはり持ち主ごとに手を加えるべきだな」

「ああ」

　うなずく直人。ソフィアがそれをわかってくれたのは嬉うれしい。

　もちろん市し販はん車を購こう入にゆうしてそのまま走らせるのも楽しい。

　しかしキャンピングカーというものは、持ち主ごとに手を加えて、その人なりのキャンピングカーにしていくほうが最大限楽しめると直人は考えている。

　実際、彼はそうした。そうして、パトリシアを作った。

　感かん慨がい深く部屋の中を見回していると、ティアが急に顔をあげて、言った。

「わかったわ」

「わかったって、何を？」

「みてなさい」

　ティアはキャンピングカーから降りて、停とまっているパトリシアの横の開けた場所に立った。

　手をかざして闇やみを纏まとい、前方の地面に魔ま法ほう陣じんを展開させる。

　見覚えのある魔法陣だな──と直人が思った瞬しゆん間かん、そこから、何かが出てきた。

　まるで魔法陣から召しよう喚かんされる様に、キャンピングカーが出てきたのだ。

　写真に写っているキャンピングカーとまったく同じものである。

「これって？」

　驚おどろき、ティアに聞く直人。

「作ってみた」

「作ってみたって、そんなプラモデル感覚で」

「中もちゃんと作ってるわよ、ほら」

　ティアがドアを開けると、直人は更さらに驚いた。

　作られたキャンピングカーの内装は写真通り、見取り図通りだった。

　直人がキャンピングカーショーで見たものが、ほとんど再現されていた。

「すごい！　キャンピングカーショーで見たやつそのままだ！」

「へえ」

　直人とソフィアが作られたキャンピングカーの中に入る。

　バスコンタイプのキャンピングカーは中が広々としている。Ｌ字形のソファーにテーブル、ウッド調のデッキで豪ごう華かな感じと空間の広さを演出している。更に車体後方に常設の二段ベッドがあって、家族でも悠ゆう々ゆうと過ごせる空間になっている。

　ほとんどが、直人がショーで見たものだが、一通り見回して、直人はあることに気づいた。

「なるほど、モックだな」

「モック？」

「ああ、例えばここ」

　直人は運転席に座り、ティアにいう。

「ここ、回らないだろ」

「うん？　そっか、直人のキャンピングカーだとその椅子回ったよね」

「そう。あっちこっち触さわってみたけど、再現されてるのは見た目だけだな、可動部とかが再現できてない」

「図にも写真にも描いてなかったから、しょうがないじゃない」

「ああ、わかってる。それより今からでも、運転席と助手席を回らせるようにできる？」

「余よ裕ゆうよ」

　ティアが手をかざすと、キャンピングカーの中がポワッと光った。

「はい、できたわよ」

「ん……よし回る、ソフィアはあっち座って、で、回して」

　ソフィアは直人の指示で助手席に座った。

　助手席と運転席、それぞれ九十度回ったシートは向かいあうようになった。

　その間に小さな折りたたみのテーブルがあって、二人はまるで飲食店の、小さなテーブルの二人席の様な感じになる。

「このキャンカーはこんな感じにできるんだ、喫きつ茶さ店てんぽいだろ」

「うむ、店の感じがするぞ。わかった、これで食事をするのだな」

「軽食に向いてるだろ。家族用って触ふれ込みだけど、おれは見た時むしろ、恋こい人びとか若夫ふう婦ふの二人旅にこそ向いてるって感じた」

「なるほど、この設計はいいな。ナオトはなぜパトリシアをこうしなかったのだ？」

「パトリシアは『和』がコンセプトだったから。これを入れるとコタツや畳たたみと合わなくなるんだ」

「なるほど」

「──と、ありがとうティア」

　直人は立ち上がって、ティアに礼を言う。ティアは満足げに胸を張る。

　全員がキャンピングカーから降りる。ティアが手を払はらうようにふると、キャンピングカーは崩ほう壊かいし土つち塊くれに返った。

「懐なつかしいものを見せてもらったよ、ありがとう」

「大した事じゃないわよ」

　そうは言ったが、満足そうなティアだ。

「なあ、さっきみたいなのってまだ作れる？　魔ま力りよく？　とかそういうのは大だい丈じよう夫ぶなのか」

「余裕よ、わたしを誰だと思ってるの？」

「じゃあさ──ちょっと待ってて」

　直人はパトリシアの中に戻もどって、コタツの上で、新しい紙に図面を描かいた。

　一分に満たない短い時間で描いた図面、それをもって外に出て、待っているティアにわたした。

「これ、作れないか？」

「これは──」

　ティアはしばし、図面を凝ぎよう視しした。

「ふんふん……」

「どうだろ」

「これってもしかして」

「パトリシア？」

　ティアとソフィア、二人は同時に現存しているキャンピングカー、青色の車体のパトリシアを見た。

　直人が描いた図面、それは今のパトリシアと違ちがったが、二人はそこに共通点を見いだした様子だ。

「そうだ、パトリシアだ」

　直人はいったん紙を受け取って、そこに「プロト・パトリシア」と書き込んだ。

「むかしからずっと色々描いてきた。で、実際にキャンカーを買おうって決めたときに最初に描いたのがこれ。完全に夢だけを描いたヤツ。いわばこれが最初のパトリシアだな」

「そこから現実に寄せていったのだな」

　一いつ緒しよに図面を描いてきたソフィアが言った。

「そう」

「なるほど」

「というわけでティア、これを作れるか？」

「外観は今のままでいいのね？」

「ああ」

「コタツにかわるこれはなに？」

「それはいろりだ。ちょっとまって、いろりの写真もあったはずだ」

　直人はそう言って、スマホから写真を探す。

　昼下がり、パトリシアの横。

　三人は打ち合わせをしていく。

　日にち没ぼつを迎むかえるころに、直人はかつて夢見たキャンピングカーを、プロト・パトリシアを実際に目にすることができたのだった。

　直人はティアに感謝し、その日の夕食はかつてないくらい豪華なものになった。







　姫騎士と七夕







　昼下がりの河原、停まっているキャンピングカー。

　ミミが縁えん側がわに足を下ろして座っていて、その先に直なお人とがいた。

　直人はミミに背を向けながら、話しかけていた。

「じゃあ、ミミのおうちまでもう少しなんだ」

「うん！」

「距きよ離りはどれくらいあるの？」

「うんとね、あたしが歩いて、三日！」

「子供の足で三日か、それは相当近いな。明日あしたくらいにはもうついちゃうかな？」

「そうなの？」

「大体だけどな。一気に行っちゃう？」

「ううん、ゆっくりでいい」

　いつも通りにと言ったミミに、微笑ほほえみ返す直人。

　キャンピングカーに乗ってのんびりスローライフ。自然とそういう発想をするミミに、喜びが込み上げてくる。

「そういえばミミにとって久しぶりのおうちだよな。おれたちと出会ってからすでに三か月くらいだっけ」

「うん！　みんなとあうの久しぶりだから、楽しみ！」

「みんな？」

「うん、みんな！」

「そっか、みんなか」

　微笑む直人。天てん真しん爛らん漫まんで人に好かれやすいミミだ、きっと故郷でも人気者なんだろうな、というのは想像に難かたくない。

　親しん戚せきの中で一人はいる、誰だれからも好かれ、可愛かわいがられるような子を彼は想像した。

　そんなミミが、首をかしげて聞いてきた。

「お兄ちゃん、さっきから何をしてるの？」

「うん？　うん、その辺に笹ささが生えてたから、一本切ってきた。せっかくだしこれを使って七夕でもしようかって思ってな」

「タナバタ？」

「そう。よし、とりあえず笹はこれで固定できたかな」

　手の甲こうで額の汗あせを拭ぬぐい、さっきからやっていたことの成果である、地面に突つき刺ささった笹をみた。

　茎くきを摑つかんで、軽く揺ゆすってみた。がっちり刺さっていて、しなるだけで抜ぬける気配はない。

「これをどうするの？　食べるの？」

「ソフィアじゃあるまいし、そう何でも食べないよ」

「お姉ちゃん腹ぺこだもんね」

「ティアもな」

「マスター、短冊、できました」

　直人とミミがくすくす笑っていると、部屋の中からパトリシアが姿を見せた。

　長方形に切って、糸を通した紙の束を直人に手て渡わたす。

　それを見て、ミミが不思議そうに首をかしげる。

「お兄ちゃん、それなに？」

「短冊さ、ここに字を書いて、笹に結ぶんだよ」

「結んで……どうするの？」

「待ってな、今手本を見せるから」

　ミミにそういい、パトリシアから更さらにペンを受け取り、短冊に文字を書いて、それを笹につるす。

　ミミは短冊を覗のぞき込み、直人を見上げて聞いた。

「これ、なんて書いてあるの？」

「『くっ、殺せ！』だ」

「わあ、お姉ちゃんのことだね！」

「そう、姫ひめ騎き士しの定番。それからこれも──『犯おかすなら犯せ！』」

「おー」

　ミミは満面の笑えみになる。

　少し考えて、直人にいう。

「お兄ちゃん、あたしも書いていい？」

「いいぞー、はい、短冊とペン」

「うん！」

　受け取ったミミは、子供らしい、大きくて歪いびつな字で書いた。

　それを読めない直人はストレートに聞いてみた。

「なんて書いたんだ？」

「『たとえこのみがけがされようと』、だよ。紙がちっちゃくてこれしか書けなかった」

「あははは、ミミもソフィアのことを書いたのか。それに上の句みたいになってる」

　直人は笑い、短冊に下の句を書いた。

「『心は絶対に屈くつしない』」

「あははははは。すっごい、面おも白しろーい」

「こんなのもあるぞ、伝説の『んほぉおおおおお！』」

「あはははは。ねえお兄ちゃん、これってどういう意味？」

「わからないで書いてたのか。今はわからなくていいよ、大人になればわかるさ」

　そう言って、ミミの頭を優やさしく撫なでた。

　ソフィアをひとしきりいじったのを皮切りに、二人はハイテンションで次々と短冊を書いていった。

　──ずっこけとガンコオヤジ。

　──お兄ちゃんのご飯大好き。

　──[image: ]オッパイ！　オッパイ！

　──オゴオゴ♪

　みるみるうちに、笹に短冊がいっぱいくくりつけられた。

　微そよ風かぜに吹ふかれて、くるくる、ヒラヒラとまう短冊はみているだけで人をわくわくさせる不思議な魔ま力りよくを持つ。

「ミミー、ほらこれ」

「わあ、絵だ。わんちゃんだ！」

　直人が見せた短冊は文字ではなく、簡単なイラストが描かれていた。

　開かれた縁側の先に、ちょこんと座っている子犬。

　そのかわいらしさにミミは大興奮した。

「お兄ちゃん！　楽しいね、これ」

「ああ」

「マスター、これは本来の七夕の意味から離はなれているのではありませんか？」

「本来の七夕ってなに？」

　ミミがパトリシアを見上げて、聞いた。

「この短冊に願いごとを書いてつるせば、願いが叶かなうと言われてるのよ」

「オゴ!?」

「ああ、元々はそういうイベントだったな。ネットみてると最近は一発ギャグとか、意思表明とかに使われてる事が多いけど」

「その年の流行はやりものも結構ありますね」

「『ぼくと契けい約やくして願いごとを叶えようよ』、とかな」

　直人はそう言いながら、新しい短冊を書いて、笹につるした。

「そういうネタ系で、風化しないヤツだ」

「お兄ちゃん、何を書いたの？」

「『絶対に働かないでござる！』」

「わーお。お兄ちゃん本当に働くの嫌いだね」

「嫌いじゃないけど、少なくともこの先五年くらいは働きたくないな」

「そっか」

「これを笹につるしたら、空にいる彦ひこ星ぼしと織おり姫ひめがかなえてくれるらしいよ」

「マスター、その願いごとに限って言えば逆効果になるのではありませんか？」

「うん？　どういう事だ」

「七夕の由来のことです」

「由来？　何だっけな……」

　あごを摘つまんで、記き憶おくを探さぐる。彦星と織り姫が一年に一度会うというのまでは思い出せるが、それがなぜ逆効果なのかはわからなかった。

　わからないので、パトリシアを見つめて、答えを求めた。

「働きものだった彦星と織り姫が、恋こいにかまけて働かなくなったので、罰ばつとして引きはなされたというお話です」

「ああそうだった、そういえばそんな話だった」

　直人は手をポンと叩たたいた。

「確かに、あいつらは怠なまけたから神罰が下ったんだっけ。で、会いたかったらキリキリ働け、真ま面じ目めに働いたら一年のうち一日だけ会わせてやるぞ、というのが七夕だったな」

「はい」

「そっか、それじゃ逆効果になるな」

　直人は納なつ得とくして、「絶対に働かないでござる！」の短冊を取り下げた。

　その話を思い出したら他人ひと事ごとに思えなくなった。一年通して無む理り矢や理り働かされて、一日だけ自由の時間を手に入れる。

「おれなんかが可愛らしく見えてくるほどの社畜だよな」

　直人はそう思った。

　一方、ミミはどうしてか晴れない表情をした。

「どうしたんだミミ？」

「お兄ちゃん……働かないと、ばらばらになるの？」

「うん？　まあ、二人して働いてなかったからな」

「それはやだ！」

「え？」

「働かないとばらばらになるのはやだ。お兄ちゃん達とばらばらになるのやだから、あたし、働く」

「……ええ子や」

「マスターの立場がありませんね」

「いいんだおれは、おれはソフィア任命の自宅警備員だからな。家を警備するのが仕事なんだ」

「あれ以来、マスターはここから十メートル以上離れてません。立派な自宅警備員だと思います」

「だろ」

　話す直人とソフィア。その間、ミミは短冊を書いて、自ら笹につるした。

　それを覗き込んで、ミミに聞く。

「なんて書いたんだ？」

「『お仕事するから、許して下さい』って」

「そっか」

　直人は頭を撫でてやった。

「じゃあ、一いつ緒しよにミミができるお仕事考えよっか。そうだな……来年の七夕くらいまでに」

「来年の？」

「そう、七夕は一年に一回のイベントだから、来年までに見つければいいよ」

「そうなんだー、うん、わかった！」

　無む邪じや気きに笑うミミ。

「さて、短冊も最後の一枚だけど、なんて書こうか」

「お兄ちゃん、それ、あたしが書いていい？」

「書きたいものがあるのか？」

「うん！」

「よし！　じゃあ……はい」

　直人はそういい、ミミに最後の短冊を渡わたした。

　ミミはそれに願いごとを書いて、笹ささにつるした。

「なんて書いたんだ」

「あのね」

　ミミは直人とパトリシアをみて、満面の笑みで答えた。




　──おねいちゃんと一緒に、みんなでごはんたべたい。




「ええ子や……」

　直人は涙なみだぐんで、心の底からそう言った。







　姫騎士と大掃除







　昼下がりのキャンピングカー。直なお人とは縁えん側がわでまったりしている。

　視線の先に大きな町、オークの国の都が見える。

　そこに秘宝をとりにミミが行っている。

「すぐ戻もどるらしいけど、どれくらい──」

　瞬しゆん間かん、背後が爆ばく発はつした。

「ポーン！」という音が数度して、その直後に電子レンジの運転音がとまった。

「ど、どうしたんだ！」

　パッと飛び上がって、車の中を見る。ソフィアが電子レンジを呆ぼう然ぜんとした様子で見ている。

　すぐに、原因がわかった。

　レンジのドアが開かれ、そこから何かがぶちまけられた。大半はソフィアにぶちまけられて、一部は部屋の中にも飛び散った。

　白と黄色のどろっとした固まり。

「……あんた、また卵をチンしたのか。前もやったのに」

「ち、ちがうぞナオト。今度はちゃんと殻を割ったのだ。殻を割って耐たい熱ねつ容器とやらにも入れた。なのに──」

「殻を割ってても爆発するわ！」

「そうだったのか！」

「そうだよ！　爆発は黄身だけでもするもんだよ」

「そうだったのか……すまない、ナオト」

「あんた──ふう」

　直人は言いかけたが、やめた。彼女は見るからにシュンとしていたからだ。

　失敗を責めるよりは後始末しなければと思った。フェイスタオルを取り出して、ソフィアに手て渡わたした。

「ほら、これでとりあえず体ふいとけ」

「あ、ありがとうナオト」

「あーあー、盛大にぶちまけたな。コタツに畳たたみ、あー、テレビにまで飛び散ってるよ」

「すまない……」

「まあ、いい。ついでに大掃除しとくのもいいかもしれない」

「大掃除？」

　きょとんと首をかしげるソフィア。

「ああ、そのうちやろうと思っていたところなんだ。本当は年末かなって思ってたけど──いい機会だ」

　縁側の向こうに見えるオークの町に目を向けて、いった。

「大掃除して、ピカピカになったところで改造しよう」

「手伝うぞナオト」

「じゃあとりあえず、出せるものを外に出そう。まずはコタツだ」

「任せろ」

　ソフィアは胸をたたき、コタツをひょいっと持ち上げて、車の外に運んだ。直人は絞しぼった雑ぞう巾きんを彼女に向かって放ほうり投げた。

「ソフィア、それでコタツをきれいに拭ふいてくれ。卵のかけらだけじゃなく、普ふ段だんからの汚よごれもな」

「任せろ」

　ソフィアはそういい、雑巾でコタツを拭きはじめた。お気に入りのコタツなだけに、その手つきは丁てい寧ねいで、まるで恋こい人びとを扱あつかうような手つきだった。

　大げさだが、丁寧な分には問題はない。直人はそれを確かく認にんしてから、新しいタオルで口と鼻を覆おおって、部屋の中のものを次々と運び出した。

　そして部屋の中ががらんとなったところで、畳の隙すき間まに棒を差し込んでずらし、浮うき上がった一枚を床ゆかからはがした。

　その事に気づいたソフィアが驚おどろいて、聞いてきた。

「ナオト？　それは外せたのか」

「ああ、畳だからな……ちなみに畳ってすごいぞ」

「すごい？」

「そこに包丁を出してあるだろ？」

「あるぞ。これがどうしたんだ？」

「それをおれに向かって投げてみろ」

「え？　しかし……」

「いいから」

　直人は畳を戻して、ソフィアを促うながした。

　ソフィアは少し迷ったが、直人が平然としているのをみて、包丁を手にした。

「じゃ、じゃあ、なげるぞ」

「こい」

「えい！」

　彼女にしては珍めずらしく、弱く、かわいらしいかけ声だ。それに比例するかのように、包丁が放物線を描えがき、ゆっくりと飛んでくる。

「秘技！　畳返し！」

　わざと大げさにいって、手をかけたままの畳を持ち上げた。直後、ドスッ、という音をたてて、包丁が畳に突つき刺ささった。

「おお」

「こんな訳だ。ちなみにもっと強く投げてきても止められるぞ。刃は物ものだけじゃなく、銃じゆう弾だん──はあるかどうかわからないけど、弓矢とかそういうのなら普ふ通つうに止められる」

「すごいな」

「おれの生まれた国じゃ、武士たちはこれで刺し客かくを防いでたんだ。家具でありながら防具でもある」

「そんなすごいものだったのか！　畳は！」

「そうだ」

「じゃ、じゃあコタツも……何か違ちがう使い方があるのか？」

　ソフィアは目を輝かがやかせて、直人に聞いた。くつろぐだけではない、新しい可能性に興奮している様子だ。

　もちろんそんなものはない。コタツはまったりするために特化された家具だ。一度入った人間をとらえて離はなさない絶大な魔ま力りよくはあるが、それ以外の使い道を直人は知らない。

　なので、適当なことをいってごまかしつつ、畳も全部車の外に出した。布ふ団とんなども全部出して、日向ひなたに干した。

　エアコンのフィルターをはずしてぬるま湯で洗い、換かん気き扇せんの油あぶら汚よごれをおとす。

　シンクの水みず垢あかやシャワールームのぬめりなどには手こずったが、なんとかなった。

　照明に使われるＬＥＤ電球は全部はずして、一つ一つ丁寧に磨みがき上げた。

　窓をソフィアとともに拭いてから、最後に畳をはがしたあとの床を丁寧に掃はいて、固絞りの雑巾で水ぶきした。

　最後に子犬のねぐらであるみかん箱を丁寧に補修して、敷しきタオルを入れ替かえてやった。

「ふう。ナオト、次はなにをすればいいのだ？」

「うーん、とりあえずこんなところかな。洗車もしてしまいたいけど、それは普段からやってるから、大だい丈じよう夫ぶか」

「もうないのか」

「ああ、もう大丈夫だ。家具を全部中にいれたらあんたはシャワーを浴びるといい。その間におれがご飯を作っておく」

「いいのか？」

「大掃除をしたあとのご飯は格別だぞ」

「わかった」

　ソフィアはそういって、シャワー室にはいっていった。

　直人は綺き麗れいになったシンクの前に立ち、考えた。

「手っ取り早くなにか作るか。疲つかれた時はさっぱりしてて軽いものがいいよな、なにかあったっけ」

　ふと、縁側に付け直した風ふう鈴りんが「チリン」と鳴った。

　夏の縁側、微そよ風かぜになびく風鈴。

　直人は、ある料理を思い出した。

「ふぅ……ナオト？　あ、こっちにいたのか」

　しばらくして、ソフィアがシャワーから出てきた。直人はすでに料理を作りあげていて、それと一いつ緒しよに縁側で待っていた。

「それは？」

「冷やしソーメンだ」

「ひやし……そーめん？」

　首をかしげて訝いぶかしむソフィア。

　直人が用意したのは、氷水を張った竹の桶おけと、その中に浮かんでいる白い糸のような麵めん。

　そして茶ちや碗わんに氷と黒い液体、さらには刻んだネギが用意されている。

「そ、ソーメンだ。ちょっと前につくって、天日に干してたのがあっただろ」

「うむ、あの糸のようなものだな。そうか、それがそーめんなのだな」

「そうだ」

「これをどうするのだ？」

「このつゆに薬味をちょちょっと入れて、ソーメンをつけて──すする！」

　直人はズズズ、と音を出してソーメンをすすった。

　よく冷えた麵とつゆが疲れた体に染しみ渡わたる。

「こうだ」

「なるほど」

　ソフィアは頷うなずき、茶碗をとって、薬味とソーメンを絡からめて、食べた。

「あー、違う違う。食べるんじゃない、すするんだソーメンは」

「すする？」

「そう──こうだ」

　そういって、またズズズ、とソーメンをすすった。

「そ、そんな行ぎよう儀ぎの悪い食べ方ができるか」

　ソフィアは顔を真っ赤にして、反論した。

「これが一番美味うまい食べ方だし、ちゃんとした作法なんだぞ」

「そんな作法があるか！」

「うーん。あんたさ、ものを食べる時ってスプーンとかフォークとかを使うよな」

「ああ」

「パンを食べる時もそうなのか？」

「え、いやパンは手でちぎって食べるが」

「そんなの行儀悪いだろ、ちゃんと食器を使って食べないと」

「何をいうナオト、パンは手でちぎって食べるのが正しい食べ方だぞ」

「それと一緒だ。ソーメンも音を出してすするのが正しいんだ」

「うっ……し、しかし」

　なおも難色を示すソフィア。そんな彼女を見て、直人は「乗って」きた。

「やってみろよ、普通に食べるよりも美味おいしいぞ」

「うぅ……」

「ほら」

「だ、だが……」

「すすらないと食べさせないからな」

「えっ？」

「手て間ま暇ひまかけてつくったソーメンとつゆだ、作法どおりにやらないヤツになんか食べさせない」

「そ、そんな」

「これはとっといて、ミミが帰って来た時に食べさせるわ。ミミならちゃんとすすって食べてくれるだろ」

　そう言って、竹桶に手をかけた。

「ま、待ってくれ」

「うん？」

「す、すするから。それを食べさせてくれ」

「すすらせてください」

「え？」

「すすらせてください、って言ったら食べさせてやる」

「うぅ……す、すすらせてください」

「よし」

　直人は竹桶から手を放し、代わりに茶碗をとって、ソフィアに渡した。

　ソフィアはやっぱりちょっとだけ迷ったが、思い切って、音を立ててソーメンをすすった。

　ずずずずず、と麵をすする音が縁えん側がわにこだまする。

「どうだ？」

　涙なみだ目めになっているソフィアに聞く。

「……う、うまい」

「だろ」

「うまいが……うぅ。こんな辱はずかしめを受けるなんて」

「まだあるから、どんどん食えー」

「うぅ……」

　綺麗になったキャンピングカー、縁側の先。

　涙目のソフィア、のんびりしている直人。

　二人は、ソーメンをすすり続けた。




　余談だが、この時の音はしっかり録音され、大分後になってソフィアを辱める材料になったのだった。







　姫騎士と夜なべ







　深夜のキャンピングカー。月明かりが照らし出す縁側。

　直なお人とはあぐらを組んで、グラスを傾かたむけながら、隣となりにいるパトリシアを眺ながめていた。

　パトリシアは型紙から切り出した布を縫ぬっている。まるで、昭和のお母さんの様な光景だ。

「手伝おうか」

「大丈夫です、マスター。わたしに任せてください。というより、マスターは裁さい縫ほうもできたのですか？」

「ものつくりは好きなんだ。小学校の頃ころ、家庭科の成績はいつも『五』だったんだぜ。はじめて母の日にあげたプレゼントも手作りのエプロンだったくらいだし」

「そうだったんですか。マスターがお縫いになった方が綺麗にできそうですね」

「だろ」

「でも、わたしにやらせてください。やりたいのです」

「そうか」

　珍めずらしく、というよりはじめて耳にするパトリシアの強い主張。彼女は現れてからずっと、一歩引いたポジションで直人の補ほ佐さにつとめてきた。直人の事をマスターと呼び、使用人、あるいは秘書のように振ふる舞まい続けてきた。

　そんな彼女が自分でやりたいと言ったのだから、そうさせてやりたいと直人は思う。

　いま、彼女が縫っているのは浴衣ゆかたである。

　型紙から切り出した布は明らかにサイズが小さく、子供用のものだ。

「ミミ、喜ぶだろうな」

「そうなら、嬉うれしいのですが」

「オゴオゴ♪　おねいちゃんが作ってくれた服だー。とか、想像できない？」

　ミミの声こわ色いろをまねする直人。パトリシアはクスッと微笑ほほえんだ。

「そうですね、きっとそう言ってくださると思います」

「というか、おれも何か考えないとな」

「なにか、ですか？」

「あんたを改造するパーツを取りに行ってくれたミミに礼を言うために、プレゼントするための浴衣を縫ってるんだろ」

「まったく、そういうわけではありませんが」

　微かすかに頰ほおを染めて、恥はずかしそうに言った。実際そうなのだが、改めて言われると……という表情である。

「だったら、おれもちゃんと礼をしないと。おれの大事なパートナー、夢の結けつ晶しようなんだからな」

　グラス片手に、愛いとしそうに車体を撫なでる直人。酩めい酊ていしている目つきはどこまでも優やさしい、いつもの彼よりも数段優しい。

「何がいいと思う？」

「なんでもいいと思います」

　縫っている浴衣を広げてチェックし、直人に答える。

「マスターがする事なら、何でも喜ぶと思います」

「まあ、そういう子か、ミミは」

「それもありますけど」

「うん？」

「マスターは何かを作るとき、いつも相手の事を考えていらっしゃいます。喜ばせたり、美味しいと思わせたり。いつもそうしてらっしゃいますので、マスターがする事は、きっと何でも喜ぶと思います」

「……」

　目を見開き、パトリシアを見つめた。顔が赤いのは単にアルコールのせいではなくなった。

「そういう風に言われたのははじめてだよ」

「人間さんはみな、どこかで本心を隠かくしてらっしゃいますから」

「あんたはそうじゃないのか？」

「……」

　パトリシアは答えず、手を止めて、直人が座っている所の横を見た。

　縁側の上で、だらん、とした格好で寝ねそべっている豆まめ柴しばの子犬。

　子犬は直人に体を寄せたまま寝ていた。

「この子、マスターの事が一番好きみたいですね」

「いや、ミミだろ。いつも一いつ緒しよに遊んでるじゃん」

「ですが、寝るときはマスターのそばが多いように思えます。きっと、マスターが大好きなのだと思います」

「そうなのかね」

　あいまいにつぶやき、子犬の頭を撫でた。

　子犬はびくっ！　と顔を上げたが、自分を撫でているのが直人だと知り、またすぐに頭を伏ふせて、寝てしまった。

　一いつ瞬しゆんだけ野生に戻もどった後、安心した様な振る舞い。

　直人の胸に、じんわりとしたものが広がっていく。

　ちょっと前まではまったく想像もつかなかった、望もうという発想すらない、穏おだやかな気持ち。

「あれから……どれくらいたったんだろう」

「マスターの乗車時間は、二千四百九十六時間五十一分十九秒です」

「ああ、もう二千五百近いのか。えっと……」

　グラス片手に、指を折って計算しようとする直人。

「約三か月です」

　パトリシアがいつもの様に、秘書さながらに答える。

「大分経たつな。ちなみに他ほかのみんなは？」

「ビジター一は二千四百二十四時間五十五分十秒、ビジター二は二千三百七十六時間十二分三十一秒、ビジター三は二千二百五十六時間三十六分三十一秒、ビジター四が九百三十六時間四十二分三十四秒です」

「一人だけ桁けた違ちがいに少ないけど、それでももう千時間近いのか」

「ちなみに乗車率もマスターがトップです、九十九パーセントを超こえてます」

「ふふん、自宅警備員は伊達だてじゃないぜ」

「二番目はビジター四です、九十五パーセント弱です」

「ずっこけが？　意外と乗りっぱなしなんだな」

　感心しながらグラスを傾けると、いつの間にか底をついていた。残った氷を口に含ふくんで、後味と清せい涼りよう感かんを味わう。

「お入れしましょうか」

「いや、いい。あまり飲むと運転するってなった時大変だから」

「この世界で飲酒運転を気にしなくても大だい丈じよう夫ぶなのでは？」

「確かに取り締しまる人間はいないけど。みんなの命を預かってるんだ、それはできないよ。それに」

「それに？」

「ぶつけて、あんたの体に傷がつくのは耐たえられないから」

「ありがとうございます、マスター」

　沈ちん黙もくが流れる。微そよ風かぜが吹ふき、二人の体を撫でていく。

「そういえば、もしぶつけたら、あんたはどうなるんだろ」

「どうなる、と言いますと？」

「例えばぶつかって、車体がへこむだろ？　で、こっちのあんたはどうなるのかな、って思ってさ」

「……そうですね」

　縫う手を止め、頰に手を当てて、考えるパトリシア。

「オッパイが、減るのではないでしょうか。推測ですけど」

「いや、おれもそう思う。ぶつけたらあんたのその美び巨きよ乳にゆうが縮むと思う。だからなにがあってもぶつける訳にはいかないって思う」

　にやりと口の端はしを持ち上げる直人。冗じよう談だんめかした口調だが、本音でもある。

「うーん、もっともっと、あんたのオッパイを大きくしたいな」

「すぐに大きくなりますよ」

「ミミが戻ってきたらだろ。それはわかってる、その上でもっともっとだ」

「何か案はありますか？」

「そうだな」

　直人は立ち上がって、一度部屋の中に入って、紙の束を持って戻ってきた。

「ソフィアとティアと、話し合って色々改良案とか描かいてみたけど、正直迷うな」

「迷いますか」

「今まではおれの中の常識にとらわれてたから、改良案も常識的なものだった。でもさ、ミミが持ってくるものって、おれの常識から外れてるものだろ」

「はい」

「そういうのもありになると、今まで描いたものが物足りなくなってくる」

「足りないですか？」

「正直……うん、そうだな」

　直人は膝ひざを叩たたき、うんうんとしきりに頷うなずいて、いった。

「夢の……最強のキャンピングカー、というのを目指すべきかなって思うんだ」

「目指されますか？」

「目指しちゃいますか」

　パトリシアと見つめ合い、微笑みあった。

「マスターはどのような感じにしたいのですか？」

「大前提として車体はこのまま、物理的な空間も今のままだ。おれさ、あんたが生えてきてるあの不思議空間の中に入ったことがないだろ」

「はい」

　頷くパトリシア。直人を見つめる顔は「どうしてですか？」とたずねているようでもあった。

「ソフィアの父親とも話してたけど、秘密基地はある程度狭せまい方がいいんだ。大きすぎちゃ秘密基地感が薄うすれてしまう。おれの中の基準だと、今のスペースが上限なんだ」

「そうでしたか」

「だから、そこは大前提として譲ゆずれない」

「変形機構、というのはマスター的に受容できる範はん囲いですか？」

「変形？」

「はい、えっと……この前ティア様がおっしゃってた」

「ああ、これか」

　直人はキャンピングカー見取り図の中から一枚抜ぬき出して、紙束の一番上に置いた。

「外のガワが変形して、実質中のスペースが大きくなるギミックか。前に話してたヤツだな」

「はい。こういうのは、マスター的には？」

「……アリだな」

　図面をじっと見つめながら、頷く直人。

　不思議空間ではない、使える空間をギミックで増やす。さながら匠たくみの妙みよう技ぎのようなものだ。

「むしろ大いにありだ、限られた空間をギミックで増やす、逆に大いにありだ。キャブコンとかバンコンも屋根をホップアップさせるしな」

「では、基本の空間は今のままで、大きくしたい時はそういうギミックをつける方向で如何いかがでしょう」

「ああ、それでいこう」

　直人はしばし図面を見つめて、やがて勢いよく立ち上がった。

　図面をもって部屋の中に戻って、代わりに布と針をもって戻ってくる。

「マスター？」

「おれも浴衣ゆかたを作るよ」

「……ティア様の分ですね」

「……」

　直人は何も言わず、微笑ほほえみで応こたえた。

　深夜の縁えん側がわ、布を縫ぬう二人。

　夢のキャンピングカーに、少しだけ近づいた。







　姫騎士と大相撲オーク場所







　キャンピングカーの中、コタツの横。

　姫ひめ騎き士しソフィアが、頭上に両りよう腕うでを縛しばり付けられた状態で、畳たたみの上に座らされていた。

　目の前に直なお人とが立っている。いわれのないいきなりの扱あつかいにソフィアは眉まゆを逆立てた。

「ナオト！　これは一体どういう事だ!?　なぜわたしが縛りあげられている」

「わるいな、いきなり。でもこれもあんたのためなんだ」

「わたしのためだと？　何を言っている！」

「まあまあ、そんなに声を荒あららげるな。すぐにすむからじっとしてて」

「すぐにすむ……だと？」

「お兄ちゃん！　お姉ちゃん！　ただいま！」

　ミミが帰って来た。

「おー、おかえり。はい、冷たいお茶。ゆっくり飲みなー」

「うん！　ごくっ……ごくっ……ぷはー！」

　ミミは氷の入ったお茶を一気に飲み干した。

「ごちそうさま！　お兄ちゃん」

「もう一いつ杯ぱい、いるか？」

「大丈夫！　それよりお兄ちゃん、あれ、取ってきたよ。みんなが今持って来てくれてるよ」

「そうか」

「みんな……？」

　訝いぶかしむソフィア。

「あれ？　お姉ちゃん何してるの？　新しい遊び？」

「違ちがう！　これはナオトがいきなり」

「ああ、おれが縛りあげた。放ほうっておいて突つっ走って、姫騎士ホイホイに引っかかって勝手に『くっ、殺せ』って暴れられたら大変だろ」

「それもそうだね」

　ミミは無む邪じや気きに言った。

「一体どういう事だナオト、説明しろ」

「ミミ、みんなはもう来てるのか」

「うん！　お外で準備してるよ」

　ミミは車の後方を指さした。

「わかった、先にいってて」

「うん！」

　ミミが大喜びで車から飛び出した。直人はソフィアに向き直って、言った。

「ということだから、今日は我が慢まんしてくれ」

「なにがどういう事なのか全然わからないぞ」

「ご飯はここに置いとくから、腹が減ったときに食べれー。今日も暑いからソーメンにしてやった、みかんもつけたからうまいぞ」

　そういい、ソフィアのすぐ横、コタツの上に、ゆでたソーメンにみかんをトッピングした器うつわをおき、その横に冷えたつゆをおいた。

「そーめんにみかんだって？」

「ああ、意外な組み合わせだろ？　でもうまいぞ。ということでそれを食べて大人しくしててくれ、おれは向こうを見てくる」

「待てナオト、何がどうなってるのか教えてくれ。というかそれじゃ食べられないだろ、せめて片方の手だけでもはずしていけ」

　ソフィアは言うが、直人は構わずキャンピングカーから出た。

「ナオト！　待てナオト。くっ、この縄なわをほどけ！　ナオトー」

　外に出たナオトが見たのは、いつぞやの村で見かけた様なオークで、それが大勢いた。ほとんどが鎧よろいを着けていて兵士の様に見えるが、顔は妙みように愛あい嬌きようがあり、物々しさはなかった。

　その中で、一匹ひとりだけ明らかに格好の違うオークがいた。仕立てのいい服を着ていて、他ほかのオークにくらべて威い厳げんを感じさせる。

　オークはミミの前に立ち、何かを話していた。

「オゴオゴ」

「オゴゴ」

　ミミに近づいていった直人。オークは直人の事に気づき、会え釈しやくしてきた。

　直人は目礼を返して、ミミに聞く。

「何を話してたんだ？」

「えっとね、儀ぎ式しきを始めてもいいの？　って聞いてきたの。お兄ちゃんに聞くって返事した」

「儀式か」

「うん、儀式。それをやってね、おねいちゃんをひほーと合体させるんだって」

「なるほど。じゃあお願いしますって伝えてくれるか？」

「うん！　オゴオゴ♪」

「オゴッ」

　オークは恭うやうやしくミミに頭をさげて、他のオークの許もとに戻もどっていき、身み振ぶり手振りでなにやら指揮を執とり始めた。

　オークたちが祭さい壇だんを作りあげていく。

「ミミにすっごいぺこぺこしてたな」

「ぺこぺこ？」

「当然ね」

　何の事かわからないといった様子のミミ。その横にティアが並んできた。

「驚おどろいたわ、まさかこの子がオークの王女だったなんて」

「あれ？　言ってなかったっけ」

「聞いてないわ。オークとエルフのハーフだとしか聞いてない」

　ティアは責めるような目を向けてきた。少しばかりいじけている様に見えなくもない。

「悪い、言い忘れた」

「悪いと思ったら料理人になって」

「絶対に働きたくないでござる」

　直人がいい、ティアがひきさがった。最近こういうジャブ的な勧かん誘ゆうが増えてきた。

「なあミミ、おれは何かする事はないのか？」

「うーんとね。ちょっと聞いてくるね」

　ミミは走っていき、身なりのいいオークから何かを聞いて、戻ってきた。

「んとね、大事な儀式だから、こっちに任せてくれって」

「そうか、まあそういう系だったら手出ししない方がいいよな」

「そうね。オークの秘宝だから」

「それにしても、さっきからあの人にみんな指示をあおいでるよな。もしかして結構偉えらい人なのか？」

「うんとね、せっしょーってお仕事の人だよ。お父さんとすごく仲がいい人なの」

「せっしょー？」

　直人は首をひねって考えた。ミミの言葉を何度も繰くり返しつぶやく。

「摂せつ政しようなんじゃないの？　王に代わって政治をする」

「ってめちゃくちゃ偉い人やんけ！」

　直人が盛大に突っ込んだ。まさかそれほどの者が出向いてくるとは思いもしなかった。

「偉い人なの？」

「偉いよ！　そりゃ！」

「そうなんだ」

　ミミはトタタタとかけていき、摂政オークに話しかけた。

　オークはミミの頭を優やさしく撫なでた。

　ミミは戻ってきて、言った。

「撫でられた」

「なんて言ったんだ？」

「お姉ちゃん偉い人なの？　って聞いたら、ミミ様はもっと偉くて、立派な方になってください、って言われた」

「へえ」

「決してお父上のようにはなられませぬよう、決してね。だって」

「大事なことなんだな」

　直人は苦笑いした。決してという言葉を二度も繰り返す摂政オークの苦労がしのばれる。

「お父さんのようになっちゃだめなの？」

「そりゃあなあ、国をほっぽって二度目のハネムーンに行くような人だしな」

「苦労してるわね」

「陛下も若かりし頃ころは千年に一人の賢けん王おうだと言われてたのに、って」

「何があったんだよおいおい」

「……苦労してるわね」

　ティアが言った。直人もそう思った。

　瞬しゆん間かん、摂政オークがとても哀あわれに見えてくる。

　儀式の準備が進む。兵士オークたちがキャンピングカーのまわりに様々なオブジェクトを配置していく。

　もっとも目につくのはオークの姿をした三十センチほどの石像だった。

　直人の感覚ではクレーンゲームの景品になりそうなくらい、愛らしく作られた石像がキャンピングカーの前に並べられる。石像はくるりと五メートル弱のサークルを作り、それから少し離はなれた所に一ひと際きわ大きくて立派な格好をしたオークの石像が置かれた。

「神像、って事なのか、あれ」

「でしょうね、長いオークの歴史のなかで、唯ゆい一いつ魔ま神じんに勝ったことのあるコロンコロンの石像がみえるわね」

「へえ」

「まあ、九百九十九敗したあとの一勝だけどね」

「詳しよう細さいがめちゃくちゃ気になる」

　そんな事をいいながら、オークたちを見つめた。

　やがて、儀式が始まる。

　まず摂政オークがサークルの中にはいり、それから鎧を脱ぬいで腰こし布ぬの一枚になった兵士オークが二匹ふたりつづいた。兵士オークはサークルの中央でにらみあってから、互たがいに一歩ずつ下がり、前まえ屈かがみで両手を地面につけた。

「……おい、まさか」

　それになんだか見覚えのある直人が言った。

「オゴッ！」

　直後、摂政オークの合図と共に、兵士オークがトンと手で地面を叩たたいて、互いに突とつ進しんして、ぶつかり合った。

　そして、おたがいの腰布をがっしと摑つかむ。

「相撲すもうかよ！」

「すもう？」

　ミミが天てん真しん爛らん漫まんな目で見上げてくる。相撲というものがわからない様子だ。

　ティアも同じような顔をしていたが、直人の目には、それは相撲にしかうつらなかった。

「お兄ちゃん、すもうってなに？」

「ああいう風に、体の大きい人が組み合って、お互いを押したり投げたりするのを相撲っていうんだ。足が土俵──円の外に出るか倒たおれるかしたら負けってルールだな」

「そうなんだ」

「オゴッ！　オゴオゴッ！」

「あの人なんていってるの」

「えっとね、のこったのこった！　だって」

「ますます相撲やないかい！」

「そっかー、すもうっていうんだ、これ」

　ミミが無む邪じや気きにいう。直後、兵士オークの一匹ひとりがごろんと転がった。決まり手は二丁投げだ。

「……珍めずらしい大おお技わざ使ってるし」

「なるほど、これがオークたちの儀式ね。確かにこれは直人には手伝えないわね」

「いやいやそれ以前の問題だし。というか儀式っていえば儀式だけど……こんなのでいいのかな」

「いいんじゃないの？」

「いいのかな」

　直人は首をかしげつつ、オークたちの儀式すもうを見守った。

　腰布一枚のオークたちが見合ってからのぶつかり合い、押したり組んだり、投げたりするその光景は驚くくらい似合っている。土俵が土俵になっていない点を除けば、子供の頃からテレビで見てきた相撲の中ちゆう継けいとほとんど変わらない。

　行司役の摂政オークが唯ゆい一いついい身なりをしているのもそれに拍はく車しやをかけている。

　注意深く見ていると、オークたちはトーナメントの勝ち抜ぬき戦をしているようだ。負けたオークが次々と脱だつ落らくしていく。円の中にはいるオークは全員が無傷──土がついていないオークばかりだ。

　やがて、最後の一人が勝って──優勝者が決まった瞬間。

　石像が一いつ斉せいに光り始めて、それと同時にキャンピングカーも淡あわい光を帯び始める。

「お、おお」

　感かん嘆たんする直人。直後、光がはじけて、収まった。

「オゴ」

「終わったって」

「終わったって言っても、なにも変わってないように見えるけど」

「マスター」

　背後から声が聞こえてきた。振ふり向くと、そこにパトリシアの姿があった。

　ニコニコしているその姿を見た瞬間、直人は成功だと理解した。

　笑え顔がおではない。夢がさらに詰つめ込まれて、大きくなった、美しいオッパイで成功を確信したのだった。







　姫騎士とキャンピングカー







　オークたちが去った後、夜のキャンピングカー。

　縁えん側がわを開放し、風ふう鈴りんが音色を奏かなでる移動する秘密基地に、更さらなる彩いろどりが添そえられた。

「マスター、もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

「おう、どれどれ」

　パトリシアに呼ばれて、車の外で待っていた直なお人とが縁側から上がって、六畳じよう間ま和室に戻もどってきた。そこで見たのは、浴衣ゆかたに着き替がえた女性陣じんの姿だった。

　銀色の髪かみのソフィア、背中に大きな羽を生やしているティア、そしてハーフであるミミ。

　三人は直人とパトリシアが仕立てた浴衣に身を包んでいる。

　風鈴がチリン、と涼すずしげな音を鳴らした。それが風ふ情ぜいに華はなを添え、彼女達の綺き麗れいさ、愛らしさをより強く演出した。

「ど、どうだろうかナオト。変なところはないか？」

「どうかな、お兄ちゃん」

「このわたしが着るのだから、似合うに決まっているわ」

　ソフィア、ミミ、ティアの三人が口々に言う。彼女達の浴衣姿を見て、直人は全員分仕立てて良かったと思った。

　浴衣を着ていないのは直人と、ミミの足元で座っている子犬だけだ。

「ああ、とても似合ってる。サイズとか、合わない所はないか」

「むしろぴったりすぎるくらいだ。ナオト、どうやってわたしたちの服の寸法を知った」

「パトリシアから聞いた。あんたらのデータは一通り彼女が把は握あくしてるからな」

「そうなのか!?」

　驚おどろくソフィアに、パトリシアはいつも通りの穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべたまま、答える。

「現在、小麦粉などの貯蔵量が七千九百九十二グラム、葉物野菜が三千四百グラム、根菜が二千九百八十七グラムとなっております」

「うむ？　それがどうしたのだ？」

「バカねあなた」

「なんだと」

「……あ、わかった。ねえねえおねいちゃん、あたしは？」

「ミミ様は一万九千八百三十五グラムでございます」

「わんちゃんは？」

「八千七百十二グラムです」

「おー」

「……という事よ」

　ティアが冷ややかな目でソフィアを見る。ソフィアはしばらくきょとんとして、それから意味に気づいた。

「体重を把握しているのか」

「そういうことだな」

　直人はあっさり認めた。

「パトリシアはあんた達の身体データをかなりの精度で把握してる。それ以外もいろいろな。それを基もとに浴衣を仕立てたんだ。むしろ気づかない方がどうかしてる」

「そうだったのか」

「ちなみにな」

　直人は呆あきれ気味に、ソフィアを見る。

「たまに冷蔵庫の中から食べ物が減る事があるんだ。で、大たい抵ていは減った分誰だれかの体重がそのままふえるんだ」

「……ななななんのことなのかさっぱりわからないぞナオト」

　ソフィアは激しく動どう揺ようした。

　誰かとしか言ってないのにな、と直人は密ひそかに苦笑いした。

「まあ、ほどほどに」

「食べてないぞ！　夜中の盗ぬすみ食いなんてしてないぞナオト！」

「はいはい」

　そんなやりとりをしていると、部屋の向こう、キッチンで電子レンジが鳴った。長い電子音が二回、調理が完かん了りようした事を告げる音だ。

「おっ、できたな」

「今日はどんな料理なの!?」

　ソフィア以上に、料理に食いついたのはティアだった。

「海かい鮮せんと、あとサラダだな。それと肉をちょっと焼くつもりだ」

「ナオトにしては変へん哲てつのないメニューね」

「まあ、メニューはな」

　直人はキッチンに入り、そこからパトリシアに指示をだした。

「パトリシア、コタツの上に例のものをかけてくれ」

「わかりました」

「ナオト、例のものって何だ？」

「さっきミミに頼たのんで用意してもらった獣けものの皮だ。撥はつ水すい性が高い、傘かさとかカッパ──雨具に使われるものだ」

「新しいものをもらってきたよー」

　ミミが満面の笑みで言った。その横で、パトリシアが薄うすい革かわをコタツの上にかけた。

「おお、ファームバードの皮じゃないか。確かにこれは水をよくはじく──けどそれがなんだというのだ？」

「さあ、みんなコタツのまわりに座ってくれ。今料理を出す」

　少女達は直人に言われて、コタツをくるりと取り囲むように座った。運転席に一番近い所にソフィア、そこから時計回りにミミ、ティア、パトリシアの順番である。

　そこに、直人がキッチンからボウルと小こ瓶びんを持ってやってきた。ボウルにはレタスが山盛りで、半分に割ったプチトマトと、フライパンで焼いた手作りのクルトンが添えられていて、食しよく欲よくをそそる見た目だ。

「お兄ちゃん、フォークをもってくるね」

「まてミミ、それはいらないから」

　手伝いをしようとするミミを呼び止める。

「いらないの？」

「ああ、いらない」

「どういう事だナオト」

「まあ見てろ」

　直人はそういい、コタツの上の、水をはじく革の上にサラダを出した。

　ボウルから出して、器うつわなしの状態で置いた。

　そして小瓶の中に入ったドレッシングでくるりと、サラダを囲むように円を描えがいていく。

「どうぞ、召めし上がれ」

「召し上がれって、ナオト？」

「まさか、手づかみで食べろというの？」

　ティアが先に理解した。

「そう、こんな風に」

　直人はレタスを一枚摘つまんで、革の上にかけたドレッシングをまるで拭うようにつけて、それを口に入れた。クルトンも一切れ摘まんで、やはりドレッシングにつけて、そのまま食べた。

「手づかみで食べるんだ」

「それはお行ぎよう儀ぎが悪くないかナオト？」

　ソフィアはそう言ったが、その横でミミが早さつ速そく実じつ践せんした。

「オゴ♪」

「どうだ」

「すっごい美味おいしい！　それに楽しい！」

「だろー」

「楽しい……」

「へえ」

　ソフィアとティア、二人はサラダを手づかみで食べてみたが、今ひとつピンとこない顔をしていた。

　計算通りだと直人は思いながら、キッチンから今度は違ちがう器に入っていた、湯気立ち上る海鮮料理を持ってきた。

　エビや貝、イカやタコなどをベースに、ニンジンやジャガイモを一いつ緒しよにソースで煮にた一品だ。

　その料理も、革の上にどさっ、とのせた。

　まるで箱からだした将しよう棋ぎの駒こまのように、ぶつ切りにした具材が小山の様に積み上がって、湯気を放っていた。

「はい、こっちもたべてー」

「これもなのかナオト!?」

「うーん」

　ソフィアとティアはまだ受け入れられないでいるようだ。そしてやはり、子供のミミが真っ先に料理に飛びついた。

　ミミが取ったのはエビだ。手で摑つかんで、殻からをおぼつかない手つきで剝むいて、そのまま食べた。

「オゴオゴ♪」

　感想はなかったが、その反応がどんな言葉よりも楽しさを雄ゆう弁べんに語っている。

「むかし友達とポテチとかそういうのをパーティー開きでやった時に思いついた食べ方なんだ。たのしいぞ」

　直人は微笑んだまま、小さな手と口元をソースでべたべたにさせながら無む邪じや気きに笑うミミを見つめた。

　そんな二人をみて、ソフィアとティアが互たがいをみた。

　そして、どちらからともなくおそるおそる手を伸のばして、海鮮を一切れ摘まんで、口に入れる。

「これは……」

「なるほど……」

「そろそろわかってきたな？　最後にこれだ！」

　直人は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべつつ、二人の前にポンと、やはり革の上に直接パンをおいた。

　それをおいて、二人をみる。

「これも手づかみ……だが」

「パンは元々手で食べるものよね」

「ふふ、甘いな。ミミはわかったか？」

「うん！」

　大きく頷うなずいて、ミミはパンをとって、海鮮の山から横に広がっていくソースにつけて、食べた。

「「あっ！」」

　ソフィアとティアが同時に声を上げた。そうだったのか！　という反応だ。

「こうでしょ、お兄ちゃん！」

「正解だ」

「えへへ」

　直人が頭を撫なでて、ミミがにへらあ、と笑った。

「くぅーん」

　コタツの横で、子犬が切なそうな目で見上げてきた。

「わんちゃんも食べたいの？」

「わん！」

「おう、いいぞわんこ。ほら」

　直人はそう言って、子犬を抱だき上げて、コタツの隅すみっこに乗せてやった。その子犬の前に、ミミが海鮮の山からいくつかとって、置いてやった。すると子犬はガツガツと食べだして、口のまわりをソースでべっとりさせた。

　それをみたソフィアとティアの二人はミミのお手本を見習って、手づかみで海鮮を食べて、パンでソースを、レタスでドレッシングを拭って食べた。

　二人とも、指をべたべたにさせてしまう。料理を食べて、指をチュパチュパと舐なめる。

「これは……たしかに楽しい」

「すごいわナオト……よくこんなの思いつくものね」

　みんなが料理を食べていく中、ふと、直人はあることに気づいた。

　パトリシアが、食べていないのだ。

「パトリシア、あんたは食べないのか？」

「はい、わたしは食事は──」

　いいかけて、口をつぐむパトリシア。

　気づいたのだ、思い出したのだ。

　オークの秘宝と儀ぎ式しきによって、自分がものを食べられるように改造された事に。

　そして、直人がまっすぐ自分を見つめていることに。

「食べてみなよ」

　直人の声は、この車に乗り込んでからで一番優やさしげだった。

　全員が手を止めて、パトリシアを見つめた。

　ソフィアも、ティアも、ミミも──そして子犬までもが。

　全員が、パトリシアを見つめた。

「はい、いただきます」

　手を合わせたパトリシア、レタスを一切れ摘まんで、ドレッシングをつけて、口元に運んだ。

　ためらう、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、と。

　やがて、全員の視線に後押しされて、パトリシアはパクッ、とサラダを食べた。

　咀そ嚼しやくして、飲み込む。

「美味しい……です」

「そうか、よかったな」

「ナオト！　壁かべをみろ」

　ソフィアが声を上げた。ソースがついている彼女の指がさす壁のパネルを見ると、わずかに、ガソリンの残量が上がっているのがわかった。

　ほんのわずかだが、上がっていた。

「パトリシア、もっと食べてみな」

「はい！」

　興奮気味にうなずいて、今度はエビをとったパトリシア。舞まい上がっていたからか、殻を剝かず、そのまま口の中にいれ、ボリボリと嚙かんで、食べた。

「増えてるぞナオト」

「ああ」

「良かったわね」

「オゴオゴ♪」

「わん！」

　その場にいる面々が祝福の言葉をかけた。

「皆みなさん……ありがとうございます」

「よし、ドンドン食べようか。次は肉をだすぞ」

「肉も手づかみなのかナオト」

「当然！　むしろ手でちぎって食べるんだ」

「それは楽しそうだわ」

「お兄ちゃん、はやくはやく！」

「わん！」

　みんなに急せかされて、直人はキッチンに向かう。

「マスター」

　呼びかけるパトリシアに振ふり向き、見つめる。

「大盛りで、お願いしますね」

「……ああっ」

　頷く直人。この晩、彼はいつになくノリノリで、料理をつくって全員に──パトリシアに振る舞った。

　食事ができる様になったパトリシア、彼女を囲む夜はひたすら楽しかった。

　これまでも楽しく、これからも楽しいと思う。




　そんな夢のキャンピングカーライフは、明日あしたも続く。







　あとがき







「姫騎士とキャンピングカー」第二巻、いかがでしたか。

　この物語はとにもかくにも、




・主人公が成長しない、特とく殊しゆ能力もたない、働かない。

・物語は盛り上がらない、悪人は登場しない、シリアスには絶対にならない。




　そんな、ないないづくしの物語でございます。

　故ゆえに、執しつ筆ぴつは難航を極きわめました。

　能力をもたず成長もしない主人公と、敵キャラが登場しなくて盛り上がりもしない物語。ついでにお色気的なサービスシーンを一切しないヒロイン達。

　それで面おも白しろいのか？　読んでくれる方々は満足してくれるのか？

　常にそんな事にびくびくしながら書いていました。




　ですが不思議な事に、物語の中にいる彼らはいつも楽しそうに笑ってくれるのです。

　竹とんぼをとばして、笑う。

　スイカ割りして、笑う。

　コラージュ動画を一いつ緒しよに見て、笑う。




　日常のささいな事で笑いあって、楽しい日々を過ごしてくれる。

　作者の苦く悩のうとは裏腹に笑え顔がおの日々を過ごしていく彼らを見ているうちに、次し第だいに「ああ、本当にこれでいいかもしれない」と思うようになってきました。

　ですので、「姫騎士とキャンピングカー」はこの先もまったく同じ調子で進んでいきます。

　姫ひめ騎き士しをちょっといじるか、美味おいしいものを食べて楽しい遊びをするか、キャンピングカーを語りあって改造したりするか。

　今までとまったく同じ、ないないづくしだけれども、登場人物の全員がひたすら笑顔で楽しく過ごす話。それをこの先も続けていきたいと考えています。




　第一巻ではシロツメクサなど春のエピソードを書かせていただき、この第二巻ではスイカ割りや七夕、浴衣ゆかたなど夏のエピソードをお届けしました。

　順調にいけば次は秋。第三巻では焼やき芋いもとサンマ、秋にまつわる話を書かせていただきます。

　わがままを許してもらえるのであれば、秋が終わった次の冬も、コタツみかんが最高に力を発揮する冬の物語も書ければいいな、なんて思っていたりします。

　仲が悪いようで実は結構相あい性しようがいいソフィアとティアがコンビを組んで餅もちつきをしたらどうなるか、なんてエピソードを今から妄もう想そうしています。




　秋、更さらには冬。それらの物語が無事皆みな様さまのお手元に届けられる事を祈き願がんしつつ、この辺りで筆を置かせていただきます。





二〇一五年九月　三み木きなずな　拝　　
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